
164 第5章東部域の調査成呆

SB473 (遺構:図 1741、遺物:園174ω

検出状況 東部西側中央の竪穴住居跡密集域に位置する.北側と西側は撹乱により失われており、東

側は8B475に、南側は8B474に切られている。検出時には両遺構の埋土と異なり、黒色土のプロック

士が含まれていた。本遺構の周縁はすべて竪穴住居跡などの遺構により切られており、その平面形は

不明であるが、底面が平坦で小穴を検出したため、竪穴住居跡と推定した.

形状 本遺構の周縁はすべて竪穴住居跡などの遺構により切られているため不明であり、深さは約0.1

mである。

埋土 2層に分層した。ほぽ水平堆積であるが、プロック土を多く含んでいるととから人為堆積と考

えられる。

床面 平坦であり、貼床(整地土)、炉跡、壁溝は確認できなかった。床面で小穴を 2基検出した。そ

のうち、 Plは楕円形を呈し、埋土はほぼ水平堆積で、上層と下層の層界付近で土器 (5983)が横位で

まとまって出土した。

遺物出土状況埋土中から土器24点、小穴から土器11点が出土した。埋土中の出土土器は I期、町期、

羽期~四期の土器が出土したが、 I期とW期のものは周辺からの混入

と考えられる。小穴からはVI期~四期の壷 (5983)や高杯などが出土

した。

出土遺物 5983はVI期-V1期壷。底部付近の破片で、外面は丁寧なミ

ガキ、内面がハケによる調整が認められる。

時期 小穴から出土した遺物の時期から、 VI期-V1期と考えられる。
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1 5Y3/1 オリープ黒色土ややしまる粘性やゃあり
2.5Y2/1 黒色土プロクク10%含む

2 5Y3/1 オリープ黒色土ややしまる粘性やゃあり
1.5Y4/1 灰色土プロクク30%含む

SB474 (遺構:図 1743、遺物:園1742)

付文i

1 2.5Y3/1 黒褐色土
ややしまる粘性やゃあり
径1c阻の亜門様1点あり

2 2.5Y3/1 黒褐色土
ややしまる粘性やゃあり
5Y4/1 灰色土プロック
10%含む
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1 2.6Y3/1黒褐色土
ややしまる粘性ややあり

2 7.6Y4Il 灰色土
ややしまる粘性ややあり

園1741 S8473遺構図

。
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園 1740 S8473遺物実測園
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検出状況 東部西側中央の竪穴住居跡密集域に位置し、西側は撹乱により失われている。北側で

8B473を切り、東側はSB475に、南側はSB476に切られている。遺構の重複が著しく、平面形は不明瞭

であった。

形状 北辺のわずかな範囲しか検出できておらず、不明である。深さは約O.1mであり、壁面の傾斜は

比較的急である。

埋土 2層に分層した。上層にE円礎、下層にブロック士を含み、人為堆積と考えられる。
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東部域の調査成呆

の出土土器はVI期~四期の細片が多い。縄文時代晩期とV期の土器片は、混入の可能性が高い。

出土遺物 5985は羽期~刊期費A4類。頚部の屈曲は弱く、短く外反し、端部はつまみあげられる.

5986はV期高坪B類。坪底部から口縁部が直線的に関心 5987はVI期器台Bla類。脚部が中空でほぼ

第5章166 

直立し、裾部が円錐状に聞く。現状では透孔は認められない。

時期 VI期のSB477を切るが、出土遺物の時期からVI期~刊期と考えられる。
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1 2.5Y3/1 黒褐色土ややしまる特性やゃあり
2 2.5Y3/1 黒褐色土ややしまる特性やゃあり 5Y4/1 灰色プロック15%含む
3 5Y3/1 オFープ黒色土 しまり弱い粘性やゃあり省構坦土)
4 5Y3/1 オFープ黒色土ややしまる粘性やゃあり

7.5Y4/1 灰色プロック20%台む鍾構塩土)
5 2.5Y3/1 黒褐色土ややしまる 特性やゃあり 5Y4/1 灰色土プロック5%台む{掴形塩土)
6 10Y4/1 灰色土ややしまる粘性やゃあり

2.5Y3/1 黒褐色土プロック 20%含む(揖形塩土)

1 2.田'2/1 黒色土 しまり弱い粘性あり{柱痕跡)
2 2.田'3/1 黒褐色土ややしまる粘性ややあり

7.町'4/1 灰色土プロック15%台む

白石守井一

1 2.町'3/1 黒褐色土{やや暗い)
ややしまる 粘性やや強い
1辺4c温の土器片l点あり 径2咽の河機1点あり

2 2.613/1 黒褐色土
ややしまる 粘性やゃあり
10Y4/1 灰色士プロック30%含む

C' c 
6.90m 

6，70吋 f

2m 。1 2.5Y3/1 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり
2 7.5Y4/1 灰色土ややしまる粘性やゃあり

2.5Y3/1 黒褐色土プロック15%含む
(5=1/5め

S8475遺構図(1)園 1744
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167 弥生時代後期から古墳時代前期の遺構と遺物

1 5Y3/1 オ3ープ楓色土
ややしまる 粘性あり
7.町4/1 灰色土プロック
15%含む{柱痕師事)

2. 7.町3/1 オリープ鳳色土
ややしまる 粘性あり
7.町4/1 灰色土プロック
20%含む

3 7.町4/1 灰色土
ややしまる粘性やゃあり
7.町3/1 オ日ープ.. 色土
プロック30%含む
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S6475遺構図 (2)園 1745
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SB476 (遺構 :園 1747、遺物 :園1748)

検出状況 東部西側中央の竪穴住居跡密集域に位置し、西側は撹乱により失われ、北側でSB474を、
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S8475遺物実測国困1746

1 2.5Y3/1 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり
5Y4/1 灰色土プロック5%含む

径2四以下の憂円磁1%混じる
2 6Y3/1 オFープ昂色土ややしまる 粘性やゃあり

6Y4/1 灰色土プロック10%含む
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1 2.5Y3/1 ...色土
ややしまる粘性やゃあり
5Y4/1 灰色土プロクク5%含む

2. 1.5Y4/1 灰色土ややしまる粘佳やゃあり
513/1 オPープ黒色土プロック30%含む
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1 2. 5Y3/1 黒縄色土ややしまる粘性やゃあり
7.5Y4/1 灰色土プロック7%含む

2 2.5Y3/1 黒縄色土ややしまる粘性やゃあり
3 7.5Y4/1灰色土 ややしまる粘性やや強い

勧1

(8=1/60) 
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S6476遺構図園1747
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168 第 5章東部域の調査成呆

東側でSB477を切る。平面形は北東辺が明瞭に検出できたが、南東辺は不明瞭であったロ

形状 平面形の一部分しか検出できていないが、北東辺と南東辺がほぼ直角に屈曲することから方形

を呈すると考えられる。深さは約O.2mで、壁面の傾斜は比較的急である。

埋土 2層に分層した。埋士の大半は 1層であり、ブロック士を含むことから人為堆積と考えられる。

2層は壁画沿いの三角堆積層であり、この層もブロック土を多く含む。

床面 平坦であり、貼床(整地土)、炉跡、壁溝は確認できなかった。床面では小穴を 1基 (Pl)検出

した。 P1は土層断面で柱痕跡を確認できたが、住居の大

半が調査区域外に位置するため、その性格は不明である。

遺物出土状況埋土中から土器151点、小穴から土器2

点が出土した。床面南側ではW期費B類 (5989)の破片

が出土した。埋土中の出土土器は羽期~VH期のものが多い。

なお、 IV期の賓が埋土中から出土しているが、住居下に

あるSZ173の混入遺物の可能性がある。

出土遺物 5988はIV期蛮A2類。口縁部が短く外反し、

端部にはタタキ痕が認められる。外面はタタキの後にハ

ケ調整が認められる。 5989は四期費B4類。口縁部が直線

的に開き、端部直下には刺突を加える。

時期 VI期のSB476を切るが、出土遺物の時期からVI期

~VH期と考えられる。

SB477 (遺構幽図 1750、遺物:図 1749)

でさ7:cヲ団関
。

同戸市

川F11

(8=1/4) 

図1748 8B476遺物実測図

10叩

検出状況 東部西側中央の竪穴住居跡密集域に位置し、検出面において黒色土中に灰色ブロックが含

まれていた。本遺構の周縁は複数の竪穴住居跡 (SB474~SB476、 SB479~SB481)に切られており、

その平面形は不明であるが、埋土の状態が他の竪穴住居跡に類似し、底面で小穴を検出したため、竪

穴住居跡と判断した。

埋土 2層に分層した、ほぽ水平堆積でブロック土の混入が認められるため、人為堆積と考えられるロ

床面平坦であり、貼床(整地士)、炉跡、壁溝は確認できなかった。床面では小穴を 3基検出し、そ

のうちP3は土層断面で柱痕跡を確認した.しかし、住居の

平面形が不明であるため、その性格は不明である。

遺物出土状況埋土中の出土遺物はなく、小穴から土器37

点が出土した。 P3からはVI期のき襲D類と高坪C類が出土し

ており、 VH期の遺物は確認できなかった。

出土遺物 5990はVI期費D1b類。屈曲部から口縁部上段が

外側へ引き出される。 5991、5992はVI期高坪C類。 5991の

杯底部は平坦で、 5992の脚部は透孔付近から下方が内湾す

る。

時期 出土遺物の時期から、 VI期と考えられる。

o 10cm 

(8=1/4) 

園1749 88477遺物実測園
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170 第5章東部域の調査成呆

ものはvn期に属する。

出土遺物 5993は四期費B3類。口縁部がくの宇に屈曲し、直線的に

聞く。端部に強い押圧を加え、外方へ粘土がはみ出す。 5994は刊期

高坪C類。杯底部から口縁部が聞いて立ち上がる。

之993

時期 出土遺物の時期から、四期と考えられる。 。
(S=1/4) 

SB479 (遺構:図 1753・1754、遺物:図1755) 園1752 SB478遺物実測園

検出状況 東部西側中央の竪穴住居跡密集域に位置し、西側は撹乱により失われている。北側で

SB477を、東側でSB481を切り、掘形底面でSB478を検出した。本遺構の平面形は北側は明瞭であっ

たが、南側は不明瞭であった.

形状 北西一南東長約4.0mで、隅丸方形を呈する。深さは約O.2mで、壁面の傾斜は急である。

埋土 3層に分層した。 1・2層が覆土、 6層が掘形埋土である。覆土はほぼ水平に堆積し、 1層中

土

。

310 3|〉 w 床面完掘状況 A 上 Pl 工

¥ぞI'，/-乏蕊ν6004 ハ 一、一一

日'

土語 5999土誕¥11018 
ω11 ... """ 8013 

1 2.6Y3/1 黒褐色土ややしまり強い粘性やゃあり
l辺自岨以下の土器片2%含 む 径70血以下の亜円礎・ E角112%含む

Z 5Y3/1 オリープ黒色土ややしまる 粘性やゃあり 5Y4/1 灰色土プロック20%含む
3 2.6Y3/1 黒褐色土ややしまる 粘性やゃあり{豊町嘗埋土)
4 2.6Y3/1 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり 7.5Y4/1 灰色土プロック30%含む{壁構坦土)
5 2.6Y3/1 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり 7.5Y4/1 灰色土プロック15%含む{壁構坦土)
6 2.6Y3/1 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり 7.5Y4/1 灰色土プロック30%含む

2m 

(S=1/50) 
国 1753SB479遺構図(， ) 

1 2.回2/1 黒色士
ややしまる粘性やゃあり(柱痕跡〕

2 2.回3/1 黒褐色士ややしまる粘性やゃあり
3 7.5Y4/1 灰色士ややしまる粘性やゃあり

2.回3/1 黒褐色士プロック16括合む

8.7Om %J 

1 2.5Y3/1 黒褐色土(やや暗い)
ややしまる粘性あり(注漉跡)

2 2.5Y3/1 黒褐色土
ややしまる粘性やゃあり

3 IOY4/1 灰色土ややしまる粘性やゃあり
2.5Y3/1 黒褐色プロック30私含む

8.7伽ーせデ

1 2.5Y3/1 黒褐色土
ややしまる特性やゃあり

2 5Y4/1 灰色土ややしまる粘性やゃあり
5Y3/1 オy-プ黒色土プロック30%含む

P4 
H IH'  

6.7伽 』 宇 ず

2 

1 2.5Y3/1 黒掲色土
ややしまる粘位やゃあり

Z 1.5Y4/1 灰色土ややしまる粘性やゃあり
5Y3/1 オy-プ黒色プロック20%含む

8.7Omセ告す

1 2.6Y3/1 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり
2 6Y3/1 オUープ黒色土ややしまる粘性あり

1.6Y6/1 灰色プロック16%含む
3 6Y3/1 オUープ黒色土ややしまる粘性あり
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172 第5章東部域の調査成呆

に内湾し、端部は内傾して肥厚する。胴部は球形を呈するが、やや縦方向に長い。摩耗が著しいが、

ハケ目がわずかに残る。 6004、6005は口縁部で、弱く屈曲して端部が肥厚する。 6006は四期~区期費

D類。底部から器壁の薄い脚部が聞く。 6007はE期鉢。胴部は丸みを帯び、口縁部が直線的に外側に

聞く。 6008はV期高杯B類。脚部は円住状で、透孔付近から外反する。 6009はVI期高杯C3b類。口縁

部が肥厚し、内面に多条沈線を施文する。 6010、6011はVII期高坪c4c類。 6010は内外面ともに加飾す

る。やや厚い器壁の内面には多条沈線を施文する。端部を尖らせ、その外面には山形文、多条沈線を

施文する.山形文は端部直下に認められ、クシによる二重山形文となる。 6011は口縁部途中まで段を

形成し、その上方に多条沈線のみを施文する。 6012、6013は四期高坪C類。ともに脚部が円錐状に開

く。 6014は刊期高部D5類。端部の平坦面及び内面に多条沈線を施し、内面には多条沈線聞に 3帯の

連孤文を施文する。 6015は四期高杯。脚部が付根から短く大きく開く。 6016はE期高杯。器壁の薄い

作りの脚部が円錐状に聞き、細かいミガキが認められる。 6017、6018は唖期器台ロ 6017は杯底部から

口縁部が短く外反する。 6018は内湾する小型の受部が完存する。 6019、6020はともにVI期.......VII期手担

ねC類。平底から口縁部が外傾して直線的に立ち上がる。

時期 出土遺物は羽期.......lX期に属するが、刊期のSB478より後出することから、咽期~区期と考えら

れる。
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55 88479遺物実測園
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円一~1 5Y2/1 黒色土
ややしまる粘性ややあり

2 5Y2/2 オリープ黒色土
ややしまる粘性ややあり
5Y6/1 灰色プロックをS鴨舎fi

P2 
E 412 E' 

凧留一

1 5Y3/2 オy-プ黒色土
ややしまる粘性やゃあり

2 5Y5/1 灰色土
ややしまる粘性やゃあり

3 5Y2/1 黒色土
ややしまる粘性やゃあり

4 5Y4/1 灰色土
ややしまる粘性やゃあり

5 5Y4/1 灰色土
ややしまる粘性やゃあり
5Y2/1 黒色プロックを5%含む

P3 
F 1 F' 

6.70m .. ξhI 

2 ， 

1 5Y3/1 オリープ黒色士
ややしまる粘性ややあり

2 5Y3/2 オリープ黒色士
ややしまる粘性ややあり
5Y6/1 灰色プロックを10括合む

P4 
G 1 G' 

6.70m"""'¥:ぇ

l母

東部域の調査成呆
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1 5Y3/2 オFープ黒色土
ややしまる粘位やゃあり

2 5Y2/1 黒色土
ややしまる粘位やゃあり

2m 

C' C 
6.7伽n
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88481遺構図

現状では、多条沈糠聞に山形文を 2帯、羽状文を 1帯施文する。

精轍な作りで、刺突は員の可能性が高い。 6024はE期高坪。脚

部の聞きはわずかで、円柱状に近い。

時期唖期-lX期のSB479とVI期~四期のSB482に切られるこ

とと、出土遺物の時期から、 VI期-V1期と考えられる。

園 1758

(S=1!4) 

SB481遺物実測園園 1759
SB482 (遺構:図 1760、遺物:園 1761)

東部西側中央の竪穴住居跡密集域に位置する。東西両側は撹乱により失われ、北側を

SB479に切られ、北側でSB481を切る。本遺構の平面形は南辺西側は比較的明瞭であったが、東側に

検出状況

むかうにつれて不明瞭になった。南辺のみしか検出できていないが、南辺が直線的で底面が平坦であ

ることから竪穴住居跡と判断した。

南辺が直糠的にのびることから、方形を呈すると考えられる。深さは約O.lmであり、壁面の傾形状

斜は急である。
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176 第 5章東部域の調査成呆

土器片は混入と考えられる。

出土遺物 6025はV期-VI期壷Ala類。口縁部が外反し、端部を下方に大きく拡張する。上方への拡

張もわずかに認められ、端部外面には6条の擬凹線が認められる。 6026はW期壷H2b類。口縁部が

内湾気味に立ち kがり、口縁部中位ややドまで細かい加飾が認められる。多条沈線を施文し、その聞

に小さなクシ状工具を用いて山形文、刺突文を加えている。精微な作りの資料である。 6027はVI期

~羽期蚕H2a類。口縁部が内湾し、加飾は見られない。 6028はVI期~四期議。木葉文状の線刻が認め

られるものの確認可能な範囲が狭く、現状では文様全体の様相は不明である。 6029はV期-VI期費

B類。脚部が短く直立気味に開き、器壁は厚い。 6030はVI期~刊期要。胴部には粗いハケ目が残り、

ど~

/ヰ"阻
6031 

¥ 

o 10cm 

-ーーーーーーーー(8=1/4) 

6回2

計
九
虹

E
-

言
ぷ

6041 可で聞
図1761 8B482遺物実測園

~ 

コ

。
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178 第5章東部域の調査成呆

口縁部内面にも顕著な平坦面を形成する。端部外面には刺突文を施文する。 6050はVI期費D2b類。口

縁部が短く明確に屈曲し、上方がわずかに引き出される。 6051はVI期費D類脚部。 6052はVI期~四期

望。口縁部が明瞭に屈曲する。強く外方に引き出され、平坦面を形成する。端部は直立気味に立ち上

がり、外面には煤が付着する。 6053'"6062は咽期費D類。 6053、6054、6062は脚部。 6062は器壁の

薄い作りである。 6055は口縁部と胴部の一部と、脚部すべてを欠損する。 6057より小型であるo 6056 

はほぼ完形品で、器高約llcmの小型品である。 6057はほぼ完形。日縁部は大きく外方に引き出され、

端部は外反気味となる。胴部最大径は中央の上方となり、全面に組いハケ目が認められる.最大径の

部位より下方には煤が付着する。脚部はやや細身で、脚高が高い。 6058、6060、6061は口縁部が6061

子|ロ

。
(8=1/50) 

回

曲
面
白
ヨ

S8482-問

，f. 
A 

A Pl 

E 

6.50mーモ

1 5YZ/l 黒色土ややしまる粘性やゃあり
土器片を多〈含む 5Y6/l 灰色プロックを5%含む

2 5YZ/2 オロープ黒色土ややしまる粘性やゃあり
5Y6/l 灰色プロックを10%含む

A 
8.80m "" 2 2 

1 6Y3/2 オPープ黒色士ややしまる粘性キゃあり 6Y6/1 灰色プロックを1%含む
2 6Y2/2 オPープ黒色士ややしまる粘性キゃあり 6Y6/1 灰色プロックを1%含む炭化粧をわずかに含む
3 6Y2/1 III色士ややしまる粘性ややあり 6Y6/l 灰色プロックを10%含む
4 6Y4/1 灰色士ややしまる粘性ややあり 6Y6/l 灰色プロックを20%含む

C 

8.80m 

C' 

2m 

園 1762 S8483遺構図(1 ) 
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180 第5章東部域の調査成呆

面には円形浮文を貼付する固内面の端部に沿った一帯に煤が付着しており、二次的な使用が認められ

る。

時期 出土遺物の時期から刊期~四期と考えられるが、本遺構は百期~刊期のSB482床面で検出して

おり、出士遺物の時期と遺構の重複関係とが矛盾している。 SB483-Pl付近の出土士器は咽期"'1X期の

SB484の土器集中箇所の下に位置することから、遺構の平面形の確認時に誤認した可能性がある.

m~Æ側3
eω1 

ω58 

6064 

船田 J~側5
。 10cm 

園 1765 5B483遺物実測園 (2)
(5=1/4) 

SB484 (遺構:園 1766、遺物:園 1767)

検出状況 東部西側中央の竪穴住居跡密集域に位置する。中央と西側は撹乱により失われ、北西隅は

SK05487に切られている。本遺構周辺は遺構の重複が著しく、平面形は不明瞭であった。

形状 東西両端の形状は不明であるが、南北長約5.6mで北西隅が西側へやや突出する不整方形を呈

する。深さは約O.lmであり、壁画の傾斜は南辺と北辺が急で、西辺は緩やかである。

埋土 2層に分層し、上層は炭化粒を含む。上下層ともプロック土が混入し、層界の凹凸も顕著であ

るととから、人為堆積と考えられる。

床面 平坦であり、貼床は(整地度)、炉跡、壁溝は確認できなかった。床面では小穴を6基検出した

が、いずれも浅く土層断面等で柱痕跡を確認できなかったため、その性格は不明である。

遺物出土状況 埋土中から土器1，848点、小穴から土器86点が出土した。土器は北壁沿いで細かく割

れた破片が多数出土したものの、残存状態の良好な破片は出土しなかった。出土遺物は羽期"'1X期の

土器片が含まれ、わずかに縄文土器や I期の土器片も出土した。

出土遺物 6068は四期聾D類。口縁部が大きく外方に引き出され、端部は外反する。 6069は四期~区

期費脚部。器壁が非常に薄い。 6070はE期望。 6068より口縁部の屈曲が弱くなる。

時期 出土遺物の時期はVI期.......IX期であるが、本遺構は刊期~四期のSB483より後出するため、 VIII期

.......IX期と考えられる。
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182 第5章東部域の調査成呆

6070 
6068 ω69 。 10cm 

(S=1/4) 

固1767 88484遺物実測園

SB485 (遺構:図 1768)

検出状況 東部西側中央の竪穴住居跡密集域

に位置する。東西両側は撹乱により失われてお

り、北側はSB484に、南側はSB486に切られて

いる。検出時には両遺構の埋土と異なり、 V層

のブロック土が全体的に含まれていた。本遺構

の周縁はすべて竪穴住居跡に切られているた

め平面形は不明であるが、底面が平坦であるこ

とや埋士除去後に小穴を検出したため竪穴住

居跡と判断した。

て取 勺 ιト.L""-L.&.""'....""'....""'....叫.，L.J，..).....L.，Lム.........ム..&...&...&.0..&.....ιム屯ム市ιι

~ SP0973 
SB4B4干5 tr..1 

錨484-干6

。
SK切 SB485 。P2

γ 

埋土 2層に分層した。上下層ともプロック土 ザ刊TTTTTTTTTT'J""""，，，，，，，円TTT'r円"''''TT'''TT，...，..，...，.千円......

が含まれていることから、人為堆積と考えられ い?

る。

床面平坦であり、貼床(整地土)、炉跡、壁

溝は確認できなかった。床面では小穴を2基検

出し、そのうち P2は掘形が深く壁面の傾斜が

ほぼ垂直であることから、柱穴の可能性がある。

遺物出土状況埋土中から土器166点、小穴か

ら土器5点が出土した。出土土器には羽期~四

期及び縄文土器の小片が含まれるが、いずれも

小片であり図示していない。

時期 咽期""1X期の SB484と四期""vm期の

SB486に切られることと、出土遺物の時期から、

羽期-VlI期と考えられる。

SB486 (遺構:図 1769-1771、遺物:図 1772)

1 5Y2/2 オPープ黒色士ややしまる粘佐やゃあり
5Y6/1 灰色プロックを20%含む

2 5Y6/1 灰色土ややしまる粘性やゃあり
5Y2/2 オPープ黒色プロックを3%含む

_ Pl _ 

e扇ーて三プー

1 5Y2/2 オロープ黒色士
ややしまる粘性ややあり

6.60サ

5Y日11 灰色プロックを5%含む
1 6Y3/2 オリープ黒色士

ややしまる粘性やゃあり
2 6Y2/1 黒色士2m ややしまる粘性やゃあり

(S=1/50) 
6Y6/1 灰色プロ yク告3%含む

園 1768 SB485遺構図

検出状況 東部西側中央の竪穴住居跡密集域に位置する。中央と西側、南東隅は撹乱により失われ、

北側でSB485を切る。本遺構の平面形は明瞭であった。

形状 南北長約5.1mで、隅丸方形を呈する。深さは約O.2mであり、壁画の傾斜は急である。

埋土 4層に分層した。 1----3層が覆土、 5層が掘形埋土である。覆土はほぼ水平堆積であり、床面

直上に堆積している 3層のみプロック土を多く含む。

床面 平坦で貼床(整地士)がある。住居の中央付近で炉跡を確認した面を床面と判断したが、硬化
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184 第5章 東部域の調査成果

J
'F
2
 

.lz 

炉
1
4寸
3
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問

F

4

1
高

r 

内

15Y3/2オリーブ黒色士ややしまる粘性ややあり
5Y6/1灰色プロックを10%台む

25Y2/1鳳色土ややしまる粘性ややあり
5Y6/1灰色プロァタを3%台む

35Y4/1灰色土ややしまる粘性ややあり
5Y3/1オPープ黒色プロックを40%含む

45Y4/1灰色土ややしまる粘性キゃあり
5Y3/1オロープ黒色プロyクを3%台む

8Ft 
110YR6/6明貧褐色士
ややしまる粘性ややあり焼士

22.5Y3/2嶋禍色士
ややしまる粘性やゃあり焼士粧を含む
5Y6/1灰色プロックを10%含む

35Y3/2オリーブ黒色士ややしまる粘性やゃあり

内

15Y2It .. 色土ややしまる粘性ややあり
5Y6/1灰色プロックを10%含む

25Y4/1灰色土ややしまる給性やゃあり

15Y3/1オリーブ黒色土ややしまる粘性ややあり
5Y6/1灰色プロックを10%含む

25Y4/1灰色土ややしまる粘性やゃあり
5Y3/1オリープ鳳色プロックを3%含む

郷軍.!I!掴状況

蜘噂7

15Y3/1オロープ鳳色土ややしまる 粘性ややあり
25Y2/1 .. 色土ややしまる粘性やゃあり
5Y6/1灰色プロァタを10%含む{柱痕跡)

35Y2/2オロープ鳳色土
ややし$る粘性やゃあり{柱痕跡)

45Y4/1灰色土ややしまる粘性やゃあり

5Y2/2オロープ風色プロックを20%含む(鏑形埋戻土)

15Y3/2オリーブ尿色土ややしまる粘性やゃあり
25Y2/1 .. 色土ややしまる粘性やゃあり
35Y2/2オロープ緑色土ややしまる結性やゃあり
5Y6/1灰色プロフクを3%含む

N P12-

e蜘ーー一
15Y2/1 .. 色土
ややしまる 粘性やゃあり
5Y6/1灰色プロックを10%含む

園1770 SB486遺構図 (2) 

M 
E倒h

Pl0 
15Y2/1黒色土 ややしまる粘性やゃあり
25Y4/1灰色土 ややしまる粘性やゃあり

35Y3/2オリーブ鳳色土
ややしまる粘性やゃあり
5Y6八灰色プロックを宮0%含む

Pl1 
15Y2/2オPープ属色土
ややしまる粘性やゃあり

25Y2/1 ;11色土 ややしまる粘性ややあり
5Y6/1灰色プロックを10%含む

35Y2/1黒色土 ややしまる粘性やゃあり
5Y6/1灰色プロックをω%含む

45Y2/2オPープ黒色土
ややしまる粘性やゃあり
5Y6/1灰色プロックを5%含む

55Y4/1灰色土ややしまる粘性ややあり
5Y2/2オリープ鳳色プロックを3%含む

蜘で吉一

15Y2/1黒色土ややしまる粘性ややあり
5Y6/1灰色プロックを6%含む

25Y4/1灰色土ややしまる粘性ややあり

J

一可
15Y2/2オリーブ..色土
ややしまる粘性やゃあり
5Y6/1灰色プロックを10%含む

25Y2/1黒色土
ややしまる粘性やゃあり

J
V
 15Y2/l鳳色土
ややし:I!る粘性やゃあり
5Y6/1灰色プロックを3%含む

25Y4Il灰色土
ややし宮る粘性ややあり
町0/1灰色プロックを2晴%含む

35Y2/2オy-プ鳳色土
ややしまる粘性ややあり

バ一[す
15Y4Il灰色土
ややしまる粘性やゃあり
5Y2/l緑色プロyクを20%含む

25Y3/2オリーブ拠色土
ややしまる粘性やゃあり。 2m 

(S=1/5ω 
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186 第5章東部域の調査成呆

: 防 J

関75 印78
ω76 

'6聞に二で4一二斗。 6081 

~6雌亡ø 6086 
6082 

6084 。 10cm 

(8=1/4) 
園1772 SB486遺物実測園

上の小穴から土器203点、掘形底面の小穴から土器53点が出土し、掘形周縁の溝状遺構 (SDl)から

は遺物が出土しなかった。埋土中からは遺物が散在して出士し、床面に近いほど大きな土器片が出土

した。床面上の小穴ではP1とP10から遺物の出土が目立ち、掘形底面の小穴からはいずれも 10点以

下しか遺物が出土しなかった。出土土器の時期はV期"-'IX期に属し、そのうちvn期~四期の遺物が多

く、他の時期の遺物は混入と考えられる。

出土遺物 6071はvn期査A5類。口縁部が短く外反して立ち上がり、端部下端を大きく拡張する。口

縁部内面には羽状文を施文し、直下に段を設ける。端部外面には擬凹線を施文し、赤彩、棒状浮文が

認められる。 6072は刊期壷B2a類。口縁部が大きく外反し、端部に顕著な平坦面を持つ.口縁部内面

には先の細い工具による線刻が認められ、山形が幾重にも重なる形が複数描かれる。 6073は四期"-'IX

期査。大きく外反する口縁部に2箇所の穿孔が認められ、焼成前に形成されたものである。 6074はvn
期~四期壷。胴部上半にはハケ調整の後に直線文を施文する。文様に歪みが見られたり施文時の押圧

が一定でなかったりして、やや粗雑な印象を受けるロ最大径以下にはハケ調整後にミガキを施し、全

体に赤彩が認められる。 6075、6076は刊期費E3類。ともに口縁部が短く外反する。 6075はナデによ

って端部に平坦面を形成し、一部で粘土が外方にはみ出す。 6076は器面に粗いハケ調整を施す。 6077

は刊期聾D2b類。口縁部が短く明確に屈曲し、上方がわずかに引き出される。 6078は咽期費D
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東部域の調査成呆

量
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第5章
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A' 

P3出土状混困

@' G 

11M里士ややしまる粘性キゃあり 回'4/1 灰色プロフクを5%台b
オHープ黒色士キキしまる 粘性ややあり 5Y6/l 灰色プロックを1%含む
灰恒士ややしまる粘性キゃあり 回'2/2 オロープ黒色プロックを10%含む

1 6Y2/1 
2 6Y2/2 
3 6Y4/1 

Q' 

C' C 
6，60m 

1 6Y2/1 黒色土ややしまる粘性やゃあり
6Y6/1 灰色プロックを10%含む

2 6Y3/2 ォロープ黒色土
ややしまる粘性やゃあり
6Y6/1 灰色プロックを10%含む 2m 。

(8=1/50) 50cm 。

5B487遺構図(1)園 1773

(8=1/20) 
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東部域の調査成呆

床面 本遺構直下に方形周溝墓の周溝が巡っており、床面の認定も難しかった。床面は平坦であり、

貼床(整地土)、炉跡、壁溝は確認できなかった。床面上にて小穴を 3基検出し、いずれも平面形は明

瞭に確認できたが、掘形は浅く単層であり、その性格は不明である。

第5章190 

埋士中から土器1.274点、石器類4点、小穴から土器2点が出土した。出土土器の多く遺物出土状況

はV期~四期のものであるが、他の竪穴住居跡と比較するとV期のものがやや目立つ.百期の遺物は

混入の可能性が高い。

出土遺物 6092はV期-VI期壷K類。口縁部径10c皿弱の小型品である。直立気味の頚部から口縁部が

短く外反し、端部には顕著な平坦面を形成する。内外面ともに丁寧なミガキ調整を施し、精鰍品とい

口縁部内面には、端部際と屈曲部側にそれぞれ直能文帯を配置し、その聞にヘラで文様を加え

る.斜格子状、弧状、鋸歯状などの文様が混在し、規則的な施文ではない可能性がある。器形そのも

える。

~Iト回 vi 

、可~ (d) 

少yバ/ぺjl卜同 s附

少iQ

のの丁寧な作りとは対照的に、施文に関しては雑である。端部には細かな刺突を加える。 6093は

A 土器 1 
6.60m 内

土=ざ土」ー←Jー士一

炭化粧を含む1 6Y2/2 オPープ黒色土ややしまる粘性やゃあり
2日3/2 オPープ黒色土ややしまる粘性やゃあり

6Y6/1 灰色プロックを10%含む
3 6Y2/1 黒色士ややしまる粘性やゃあり

6Y6/1 灰色プロックを3%含む

C' 

F?F  
6.ωrn-てとア

SB4ω 

M
 

H
 

個
持
鵠

1 6Y2/Z オPープ黒色土
ややしまる粘性やゃあり
6Y6/1 灰色プロックを
20%含む

1 6Y2/2 オリープ黒色土
ややしまる粘性やゃあり
6Y6/1 灰色プロックを3%含む

1 5YZ/2 オロープ黒色土
ややしまる粘性やゃあり
5Y6/1 灰色プロックを20%台む

H 

'" 
‘a 

剖

勧1。
(S=1/50) 

F司i¥1
Z主ヨ弓ヨ¥¥11

~~ 'I 

~It\ ¥ 
I (.?" I "ふ 6097

S8488遺構図園1776

ιJ、蜘
lOcm 。六議Fベ60糾

(S=1/4) 

SB488遺物実測園園1777
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V期壷固台付査の脚部片で、裾部が強く外反し、端部には顕著な平坦面をもっ。 6094はV期費Blb類。

口縁部が短く外反し、端部に平坦面をもっ.端部には刺突を加える.内面にはケズりを施し、堅轍な

作りの資料である。屈曲部にのみ煤が付着する。 6095は刊期費B2類。口縁部が短く屈曲し、端部は平

弥生時代後期から古墳時代前期の遺構と遺物第3節

坦となる。 6096はV期高杯A2類。杯部は浅い皿状となり、口縁部が短く直立する。 6097はV期高部

B2類。付根から透孔までは円柱状で、宜線文帯を等間隔に4箇所に配する。透孔を3方向に配置し、

透孔以下は外反する。

時期 刊期のSB487に切られるが、出土遺物の時期からV期~刊期と考えられる。

SB489 (遺構:図 1778、遺物:園 1779)

検出状況 東部西側中央の竪穴住居跡密集域に位置し、東側は撹乱により失われている。北側は

SB487に切られ、西側でSB488を切る。本遺構付近は遺構の重複が著しく、平面形は不明瞭であった。

撹乱壁面を精査して平面形の確定に努めたが、誤認している可能性もある。

形状 遺構の西辺しか検出できていないため、形状は不明である。深さは約O.1mであり、壁面の傾斜

は急である。

2層に分層した。ブロック土が混入し層界の凹凸が顕著であることから、人為堆積と考えられ埋土

る。

床面の認定も困難であったが、壁沿いに色調の濃い黒色士を帯状に検出したため、壁溝と判断

1 5Y3/1 オリープ黒色土ややしまる
粘性ややあり 炭化粧をわずかに含む

2 5Y3/2 オリープ黒色土ややしまる
粘性ややあり 5Y4j1 灰色土を全体的に含む

3 5Y4/1 灰色土ややしまる粘性やゃあり
5Y3/2 オリープ黒色プロックを10%含む

γ ん斗r099

凧す-

A 
6.60m 

灰色土ややしまる粘性やゃあり
黒色土ややしまる粘性やゃあり
灰色プロ yクを3%含む

1 oY4/1 
2 OY2/1 

oY6/1 

0 2m 

(8=1/50) 

6099 

。

j 

~>--
錨489

国司・曲。=

剖

床面

8B489遺構図園 1778



東部域の調査成果

した。床面は平坦であり、貼床(整地土)、炉跡は確認できなかった。なお、床面では掘形の浅い小穴

をl基検出したが、その性格は不明である。

第 5章192 

埋土中から土器172点、壁溝から土器3点が出土した。住居の南側にて粘土塊とやや

I期とN期 、609

遺物出土状況

残りの良い土器片が出土した。出土土器は刊期のものが多く、

の土器片がわずかに出土したが、いずれも混入と考えられる。
完N 訴が子'

出土遺物 6098はI期壷。沈線文系の壷の可能性がある。 6099は刊期高杯

H2類。部部は碗状を呈し、内外面ともにミガキ調整を施す。外面端部直下

には多条沈線を施文する。 。
vn期のSB487に切られるが、出土遺物の時期からvn期と考えられる。時期 (S=1/4) 

SB489遺物実測図図 1779

SB490 (遺構:図 1780、遺物:図 1781)

東部西側南寄りの竪穴住居跡密集域に位置し、東側は撹乱により失われている。南側で

SB491を切り、埋土上面でSH025を検出した。

検出状況

西辺と南辺しか検出できていないが、両辺がほぼ直角に屈曲することから方形を呈すると考え形状

られる。深さはO.1m未満であり、壁面の傾斜は急である。

単層である。炭化粒とブロック土を含み、人為堆積と考えられる。

床面 平坦であり、貼床(整地土)、炉跡は確認できなかった。床面上にて 1基の小穴とやや幅広の壁

溝を検出した。小穴は浅く、壁溝は西壁中央付近で途切れている。

遺物出土状況 埋土中から土器64点、壁溝から土器43点、小穴から土器5点が出土した。埋土から

の出土土器はVI期~刊期のものが多いが、いずれも細片である。

埋土

除
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1 5Y3/1 オリープ黒色士ややしまる粘性やゃあり
炭化粒をわずかに含む 5Y6/1 灰色プロックを3%含む

2 5Y4/1 灰色土ややしまる粘性やゃあり
5Y3/1 オリープ黒色プロックを5%含む

ー一~
て

1 5Y2/1 黒色土ややしまる粘性やゃあり
5Y6/1 灰色プロックを20%含む

2 5Y4/1 灰色土ややしまる粘性やゃあり
5Y2/1 黒色プロックを10%含む。 2m 

(S=1/50) 寸:

SB490遺構図園 1780
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DZ1∞ 

弥生時代後期から古墳時代前期の遺構と遺物

6100は四期費C2類。口縁部がくの字に屈曲し、やや内湾する。出土遺物

端部は平坦である.

時期 刊期のSB491を切るが、出土遺物の時期から四期以降と考えられる。

第3節

(8=1/4) 
5B490遺物実測園園1781

担491(遺構;図 1782、遺物:園1783)

東部西側南寄り竪穴住居跡密集域に位置する。東西両側は撹乱により失われ、北東側を

SB490に、南東側をSB492に切られている。本遺構周辺の遺構検出面の埋土は、全体的にV層に灰色

検出状況

土が混入する土であり、平面形の確定が困難であった。

遺構の北辺と南辺のわずかな範囲しか検出できていないが、両辺はほぼ平行することから方形

を呈すると考えられる。深さは約0.2mであり、壁面の傾斜は比較的急である。

形状

単層であり、プロック土を含むととから人為堆積と考えられる。

やや凹凸があり、貼床(整地土)、炉跡、壁溝は確認できなかった。床面はプロック土を含む土

で形成されており、南西側はそれを住居埋土と誤認して掘り過ぎてしまった。なお、この床面構成土

埋土

床面

は本遺構周辺に広く展開しており、 SK05579として掘削した。つまり、 SK05579の埋士は人為堆積で

あり、かつSB491の床面を構成する土であるといえる。床面では2基の小穴を検出したが、いずれ

A' A 
6.70m 

1 6Y3/1 オ日ープ黒色土ややしまる粘性やゃあり
品開11 灰色プロックを6%含む

C' c 

ベミプ

Pl 

1 5Y2/1 黒色土
ややしまる粘性やゃあり
5Y6/1 灰色プロ yクを20%含む
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1 町2/2 オ日ープ黒色土
ややしまる粘性やゃあり
町6/1 灰色プロタタを
3%含む

(8=1/50) 

。
@ 
@ S8492 

。

十十
結

58491遺構図園1782
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も掘形が浅く、単層である。

遺物出土状況 埋土中から土器266点、小穴から土器17点が出土した。埋土中の出土土器はVlI期の遺

物が多い。

出土遺物 6101、6102は河期饗B3類。 6101は内外面ともにナデ調整を施し、同様にナデによって凹

凸のある平坦商を形成する.6102は口縁部がくの字に屈曲し、内外面ともに粗いハケ目が認められる。

端部には平坦面を形成し、下端にはユピナ

ト 全く 豆ヲFデ痕が残る。 6103は羽期鉢B類。口縁部

がやや内湾し、端部を丸くおさめる。 6104

は河期高杯D3類。口縁部内面及び端部平

坦面に多条沈線を施す。

時期 出土遺物の時期から、四期と考えら

れる。

6102 

6101 

yu 

冨
F

(8=1/4) 
園 1783 SB491遺物実測図

58492 (遺構・図 1784圃 1785、遺物:図 1786)

検出状況 東部西側南寄り竪穴住居跡密集域に位置する。中央を撹乱により失われ、北側でSB491を

切る。平商形は比較的明瞭であった。

形状 南北長約5.3mであり、柱穴配置から南北に長い長方形を呈すると考えられる。深さは約O.lm

で、壁面の傾斜は西側がやや緩やかで、南北側が急である。

埋土 2層に分層した。層界の凹凸が顕著で、埋士中に炭化物やブロック士が混入していることから、

人為堆積と考えられる。

床面 平坦であり、貼床(整地土)、炉跡、壁溝は確認できなかった。床面上にて12基の小穴を検出し、

問、問、 P11は土層断面で柱痕跡を確認した。また、 P2は掘形が深く、壁面の傾斜も急である。平面

的な位置関係から問、問、 P10、P12が柱穴と考えられる。

遺物出土状況 埋土中から土器1，321点、石器類 1点、小穴から土器106点が出土した。樫土中の出土

土器はVI期-VlI期のものが多く、わずかにW期の土禄片が混入している。なお、p7からVlI期費D類 (611ω、

P9からVI期-VlI期務A類 (6108)が出土した。

出土遺物 6105はIV期蚕Al類。口縁部が屈曲して内傾し、 1条の回線が認められる。 6106はIV期壷

H類。斜格子文を施文した上に沈線が2条認められる。黒褐色を呈する胎土が特徴的である。 6107は

VI期~刊期褒脚部。脚部は完存し、やや内湾する。端部は接地面に対して平坦になるように形成され、

粘土の一部が内側にはみ出している。 6108は羽期~刊期褒A3類@口縁部がくの字に屈曲し、端部は

やや内湾して直立気味に立つ。 6109は四期饗B3類。口縁部がくの字に屈曲し、内商には粗いハケ目が

認められる。外面及び端部平坦面は断続的なナデによって形成される。 6110は羽期嚢D2b類。口縁部

下段が外方に引き出され、上段が短く外反する。 6111は四期寝D3類。口縁部が大きく外方に拡張され、

端部も強く外反して開く。 6112は四期高杯C4d類。日縁部が内湾して立ち上がり、端部を丸くおさめ

る。内面には多条沈線を施文し、沈線聞にI[J形文を2帯加える。 6113は砥石。肩平な亜円磯の平坦面

を砥面として利用し、割れた面に煤が付着している。

時期 出土遺物の時期はVI期-VlI期であるが、VlI期のSB491を切ることからVlI期と考えられる。
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東部域の調査成果

6伽可ナ

第 5章

6~主T

196 

15Y3/2オリーブ黒色士
ややしまる
粘性やゃあり
炭化粒をわずかに含む
5Y6/1灰色プロックを
20%含む

12.5Y3/1黒褐色士
ややしまる粘性やゃあり
2.5Y6/1黄灰色プロックを3%含む

22.5Y2/1黒色土
ややしまる粘性やゃあり
2.5Y6/1黄灰色プロックを30%含む

12.5Y3/1黒褐色土
ややしまる粘性やゃあり
2.5Y6/1黄灰色プロックを3%含む

22.5Y5/1黄灰色土
ややしまる粘性ややあり
2.5Y2/1黒色プロックを3%含む

15Y3/1オリーブ黒色土
ややしまる粘性やゃあり

25Y4/1灰色士
ややしまる粘性やゃあり
5Y6/1灰色ブロックを
20%含む

P' 

1 2.5Y3/1 黒褐色土しまる粘性あり
鉄分沈着あり 灰色土のプロック20%含む

2 5Y4/1 灰色士ややしまる粘性やゃあり
鉄分沈着やゃあり

対デ

P12 

15Y4/1灰色士ややしまる粘性やゃあり
5Y6/1灰色プロックを30%含む炭化粒をわずかに含む

25Y4/2灰オリーブ色土ややしまる粘性やゃあり
5Y3/1オリープ黒色プロックを10%含む

35Y3/2オリーブ黒色土ややしまる粘性やゃあり
5Y6/1灰色プロックを5%含む(柱痕跡)

45Y5/1灰色土ややしまる粘性やゃあり
5Y3/1オリープ黒色プロックを3%含む(掘形埋戻土)

6.40m定歩

2m 。
(S=1/50) 

S8492遺構図 (2) 図 1785

、6106

6107 

之109文言ミご幽詮年一三三~叩
10cm 

20cm 

(S=1/4) 

(6113:S=1/8) 

。
。

とフ
S8492遺物実測図

九
く
¥ 図 1786

SB493 (遺構:図 1787・1788、遺物:図 1789)

東部西側南寄り竪穴住居跡密集域に位置し、遺構の大半は調査区域外へとのびている。平

面形は、北西側と北東側は明瞭であったが、南東側は不明瞭であった。

検出状況

北西一南東長約4.7mであり、方形を呈する。深さはO.1m未満であり、壁面の傾斜は急である。

単層である。ブロック土を含むことから人為堆積と考えられる。

ほぼ平坦であり、貼床(整地土)、炉跡は確認できなかった。住居の北側は、床面下に方形周溝

墓の周溝が位置し、床面の認定が難しく若干掘りすぎてしまった。床面では小穴を 14基確認し、その

うち P1のみ土層断面で柱痕跡を確認した。 P1を柱穴と仮定するならば、柱痕跡は確認できていない

ものの位置的にP1に対応する P2も柱穴となる。なお、住居南西隅で検出したP3は平面形が明瞭であ

形状

埋土

床面

り、調査中は壁溝と考えていたが、他の壁面沿いでは確認できなかったため浅い土坑とした。

埋土中から土器404点、小穴から土器45点が出土した。埋土中の出土土器はVI期~刊遺物出土状況

期のものが多い。

出土遺物 6114はVI期~刊期費C2類。口縁部が外反し、端部付近でやや内湾する。器壁は厚く、端部

には顕著な平坦面をもっ。 6115は羽期~四期高坪C類。脚裾部が内湾し、外面に煤が付着する。 6116

はVI期.....__vn期高坪C3b類。口縁端部内面を肥厚し、その上に多条沈線を施文する。 6117はVI期.....__vn期

高部C3c類。口縁部内面に多条沈線を施す。 6118はvn期高坪の脚部。小型高部脚部で穿孔が複数個所
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S伺 mーモ;:r

1 町2/1 黒色土
ややしまる粘性やゃあり

2 町3/2 オリープ黒色土
ややしまる粘性やゃあり
5Y6/1 灰色プロックを
3%含む

P!2 0 
6.50m_てま::r・

1 5Y3/2 オリープ黒色士
ややしまる粘性やゃあり
5Y6/1 灰色プロフタを
10%含む

ム ヤ L
6.50.明ー-=L:...一

1 5YZ/1 黒色土
ややしまる粘性ややあり
5Y6/1 灰色プロックを
10%含む

P13 
___E_ 1 一里二
s目50m--.;;;虫，ー

1 町'2/2 ;t~ープ黒色土
ややしまる粘性ゃゃあり
5Y6/1 灰色プロックを
30%含む

6.50可7

1 町2/2 オリープ黒色土
ややしまる粘性やゃあり
町6/1 灰色プロックを3%台む

2 町3/2 オリープ黒色土
ややしまる粘性やゃあり
粗砂を全体的に含む

_ P14 _ 
~旦ー 1 ~ 
6.50m-古 f

1 5Y3/2 ォ~-プ黒色土 《

ややしまる特性やゃあり M 

5Y4/1 灰色プロックを
3%含む

Pll 一
一旦_ 1士縛一旦-
6.50m可ナ

1 5Y2/1 黒色土
ややしまる粘性やゃあり

2 5YS/2 オ日ープ黒色土
ややしまる粘性やゃあり
5Y6/1 灰色プロックを
20%含む

2m 

(S=1/50) 

園 1788 58493遺構図 (2)

認められる。残存部位が限られるため

に全容は不明だが、焼成前に形成され

たと考えられる小孔抗現状では3方向、

2段に確認できる.

時期 出土遺物の時期から、羽期......vn

期と考えられる。

SB494 (遺構:図 1790・1791、遺物:圏 1792)

y 言著書 7
6116 6117 

用e.6118 

。 10cm 

6115 (S=1/4) 

園 1789 88493遺物実測園

検出状況 東部西側南寄りの竪穴住居跡密集域に位置し、東西両側を撹乱により失われている。平面

形は不明瞭であったが、撹乱壁面を精査したととろ、炭化物層が薄く帯状に堆積しているととを確認

し、その上下層の広がりを根拠に平面形を確定した。なお、検出時において、住居南側に白色粘土が

ブロック状に散在していた。

形状 南北長約4.5mである。北辺と南辺は平行せず不整方形を呈し、南西隅は鈍角気味に広がる。住

居の北辺沿いの深さは約O.2mであり、壁面の傾斜は急である。

埋土 9層に分層した。 1......7層が覆土、 9・10層が掘形埋土である。全体的にプロック土を多く含

み、最上層(1層)と床面直上層 (7層)が特に多い。 2層は炭化物や炭化粧の集積層であり、北壁際

と中央付近から南側を除いて全面に確認できた。 2層にはわずかに炭化材も確認でき、焼土粒も含ま

れていた。炭化材は草本類が炭化したもので、その向きは不規則で編んであるようには見えなかった。

その直下に焼土ブロック集積層である 3層を確認し、炭化粒が含まれていた。炭化材の遣存状況は極

めて悪いが、全体的に広がる炭化粒と焼土集積層の存在から、焼失家屋と判断した。

床面 平坦であり、貼床(整地土)がある。床面にて小穴を 14基検出し、およそ南北方向に列状に並

んでいるように見える。小穴のうち、 PlとP13は土層断面で住痕跡を確認し、 Plは位置的に柱穴と認

定できるかもしれない。壁溝は残存している床面を全周しており、その掘形は深い。なお、 P7は壁画

に平坦面を有する穴であり、壁溝を切っている。炉跡は確認できなかった.

掘形 床面には明確な硬化面を確認できなかったが、床面を構成する土は灰色ブロック土を含んでい

たため、整地していると判断した。貼床(整地士)は比較的厚く、プロック士を含む。掘形底面から
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仁コ炭化物範囲

Eコ 焼主範囲

炭化物・焼土検出状況
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関 m-wA 1土器 2 3 2 7 1 2 右 A・
日高 l

七三三---とど 目 ¥も6122¥ - 、
内 10 、

1 2.6Y3/l 黒褐色士ややしまる粘性やゃあり 炭化粧を多〈含む
2.6Y6/l 黄灰色プロ yクを20%含む 6YS/l 灰白色粘士プロックを含む

2炭化物、炭化粧集積層焼士粧を多〈含む
3 7.6Y7/4 にぶい櫨色士 しまりあり 粘性やゃあり 焼士プロック集積層
4 6Y3/2 オHープ黒色士ややしまる粘性やゃあり 炭化粧を含む
5 2.6Y4/l 黄灰色士ややしまる 粘性やゃあり 2.6Y7/l 灰白色プロフタを印私含む
6 2.6Y3/l 黒褐色士ややしまる 粘性やゃあり 2.6Y6/1 黄灰色プロフタを3%含む
7 2.6Y3/3 暗オリープ褐色士ややしまる粘性ややあり 2.6Y6/1 黄灰色プロックを30%含む
8 2.6Y4/1 黄灰色士ややしまる粘性やゃあり
9 2.6Y3/2 黒褐色士ややしまる 粘性やゃあり 2.6Y7/1 灰白色プロフタを10私含む
10 2.6Y3/1 黒褐色士ややしまる 粘性やゃあり 2.6Y7/1 灰白色プロフタを印私含む

P2 F 
一 "一自由omv

3 

1町宮/2 オリープ黒色土
ややしまる粘性やゃあり
炭化絃をわずかに含む(柱痕跡)

2町2/2 オリープ黒色土
ややしまる粘性やゃあり
616/1 灰色プロックを20%含む
(柱痕跡}

S町宮/1 オリープ黒色土
ややしまる粘性やゃあり
616/1 灰色プロックを40%含む
(掴形埋戻士)

問一一可
C' 

1 5Y3/Z オFープ黒色土
ややしまる粘性やゃあり

2 5Y2/1 黒色土
ややしまる粘性やゃあり
5Y6/1 灰色プロックを
10%含む

3 5Y3/1 オ9-プ黒色土
ややしまる粘性やゃあり

1 613/2 オHープ黒色土
ややしまる粘性やゃあり
炭化粒をわずかに含む

2 612/1 黒色土
ややしまる粘性やゃあり

3 612/2 オHープ黒色土
ややしまる粘性やゃあり
616/1 灰色プロックを
10%含む

6.60mだす伽す

2m 

c 
6.60m 

(S"'1/50) 

。

1 10m!1 黒色士
ややしまる粘性やゃあり
炭化物集積層

2 6Y4/1 灰色士ややしまる粘性ややあり
3 6Y2/2 オPープ黒色士

ややしまる粘性やゃあり
6Y6/1灰色プロックを10%含む

4 6Y2/1 黒色士ややしまる粘性やゃあり

S出94遺構図(1 ) 

1 5Y3/Z オ日ープ黒色土
ややしまる粘性やゃあり
5Y6/1 灰色プロックを10%含む

2 5y4/1 灰色土
ややしまる粘性やゃあり

3 5Y2/1 黒色土
ややしまる粘性やゃあり
5Y6/1 灰色プロックを3%含む

園 1790
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東部域の調査成果
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1 5Y4/1 灰色土
ややしまる粘性やゃあり
5Y6/1 灰色プロックを
3%台む

2 5Y2/1 ..色土
ややしまる粘性~ゃあり

3 2.町2/1 鳳色土
ややしまる 粘性.~ゃあ り
炭化粧を含む

1 512/1 黒色土
ややしまる粘性やゃあり
516/1 灰色プロックを
5%含む

2 512/2 オ目ープ黒色土
ややしまる粕伎やゃあり
516/1 灰色プロックを
20%含む

6蜘.
1 2.6YS/l 黒鍋色士 ややしまる粘性やゃあり

炭化艦をわずかに含む
2日3/1 オPープ黒色土 ややしまる粘性やゃあり

oY6/1 灰色プロックを4日明含む(柱痕跡)
3庇2/1 黒色士 ややしまる粘性やゃあり

oY6/1 灰色プロックを10%含む(柱痕跡)
4 oY6/1 灰色士 ややしまる粘性やゃあり

庇3/1 オリープ黒色プロックをs%含む(線形趨戻士)

_ P12 _ 

両官一
2 

1 513/1 オ日一プ黒色土
ややし主る粘性やゃあり

2 513/2 オ日一プ黒色土
ややし主る粘性やゃあり
5Y6/1 灰色プロックを
10%含む

1 5Y3/2 オPープ..色土
ややし主る粘性やゃあり 炭化物を含む
516/1 灰色プロックを20%含む

2 5Y2/1 黒色土 ややし蛮る粘性やゃあり
S是仕勉をわずかに含む{住京高事}

3 5Y3/1 オ日ープ鳳色土
ややし主る粘性やゃあり{住痕跡)

4 514/1 灰色土 ややし':1:る粘性やゃあり
(.形埋戻土)

5 514/1灰色土 ややしまる粘性ややあり
5Y3/1 オ日ープ黒色プロックを20%含む
(語形甥戻土)

1 6Y3/2 オHープ黒色士
ややしまる粘性やゃあり
6Y6/1 灰色プロックを10%含む

2 6Y4/1灰色土ややしまる粘性ややあり
6Y6/1 灰色プロックをs%含む

1 513/2 オリープ黒色土
ややしまる粘性やゃあり

2 512/1鳳色土ややしまる粘性やゃあり
516/1 灰色プロックを10%含む

3 2.5Y2/1 ..色土ややしまる 粘性やゃあり

蜘対T

1 6Y3/1 オPープ黒色土
ややしまる 粘性やゃあり 炭化粧を含む

2 6Y2/1 黒色土ややしまる粘性やゃあり
6Y6/1 灰色プロックを10%含む

1 6Y3/2 オリープ黒色土ややしまる粘性やゃあり
段tt継をわずかに含む

2 6Y3/1 鳳色土ややしまる粘性やゃあり

自 制 問 『 す
P15 

掴罰事完鋼状況

1 6Y3/2 オリープ鳳色土
ややしまる粘性やゃあり
6Y2Il .色プロックを3%含む

1 5Y3/2 オリープ黒色土
ややしまる 粘性やゃあり

2 5Y4/1 灰色土ややしまる粘性やゃあり
5Y3/2オHープ黒色プロックを10%含む

6蜘 r==戸

附

V
1 5y4/1 灰色土

ややしまる粘性ややあり
5Y6/1灰色プロ:t?を30%含む

よ P?DP21x・
8.50m~ケ

P20 
1 5Y3/1 オリープ鳳色土

ややしまる粘性やゃあり
5Y6/1 灰色プロックを40%含む

P21 
2 5Y3/1 オ日ープ鳳色土

ややしまる粘性やゃあり
5Y6/1 灰色プロックを10%含む

2m 

1 5Y3/1 オリープ黒色土
ややしまる 粘性キゃあり
6Y6/1灰色プロフクを10%台む

2 6Y4/1 灰色土ややしまる粘性やゃあり
6Y3/1オPープ黒色プロククを3%含む

… P19 .._ 

a百すー
S 2 

1 5Y3/2 オPープ黒色士
ややしまる粘性ややあり
5Y6/1 灰色プロククを3%台む(柱痕跡}

2 5Y2/1 緑色士
ややしまる粘性キゃあり(柱痕跡}

3 5Y4/1 灰色士ややしまる粘性やゃあり
5Y3/2 オ日ープ黒色プロックを10%含む
{御形埋戻士)

P22γ  

自助n¥rK
2 

。1 6Y2/2 オPープ黒色土
ややしまる粘性やゃあり
炭化粧を含む

2 6Y4/1 灰色土
ややしまる粘性やゃあり

mg 

Pl1!J 
1。。。P2

OD~ 
@P-4 ， .. 
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句
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喝
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(S=1/50) 

S倒94遺構図 (2)園 1791
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でほぼ完存するものの、全体的に組雑な作りの資料である。 6132はVI期~四期高坪C2c類。口縁部が

内湾し、内面には多条沈線を施文するo 6133はE期高杯。脚部が円錐状に聞くが、中央部がわずかに

膨らむ。

時期 出土遺物の時期から、羽期"，vn期と考えられる。

SB495 (遺構:図 1793、遺物:園1794)

検出状況 東部西側南寄りの竪穴住居跡密集域に位置し、中央と東側は撹乱により失われ、甫北側は

調査区域外へとのびている。平面形はやや不明瞭であ

ったが、底面が平坦で小穴を検出したことから竪穴住

居跡と判断した。

形状 北西辺の一部しか検出できていないため、形状

は不明である。深さは約O.lmであり、壁面の傾斜は急

である。なお、本遺構の東側に位置するSB496と主軸
A 

6.50m 
A' 

Pl がほぼ一致するものの、床面の検出標高が異なるため、

別遺構と判断した. 1 5Y2/2 オリープ黒色土ややしまる粘性やゃあり
畏さ2cml<J.下の円礁をわずかに含む

埋土 単層であり、円礁をわずかに含む。
Pl B・

6.50m 1 床面平坦であり、貼床(整地士)、炉跡、壁溝は確認

できなかった。床面上にて小穴 l基を検出したが、掘

形は浅く、その性格は不明である。

ーて=- 15Y2/2 オリープ黒色士ややしまる
粘性ややあり 6Y6/1 灰色プロフクを3%含む。 勧1

遺物出土状況 埋土中から土器136点、小穴から土器
(8=1/50) 

園 1793 SB495遺構図
4点が出土した。埋土中の出土土器はVI期のものが多い。

本遺構はS2181、S2182、S2184の周溝埋土上層に位置するためか、町

期の壷や曹の破片が混入している。

出土遺物 6134はVI期蜜D1b類。屈曲部から口縁部下段が外方に引き

出され、外面には刺突が認められる。 6135はVI期高杯B3b類。口縁部

が坪底部から強く外反し、内外面ともに煤が付着する。

時期 出土遺物の時期から、 VI期と考えられる。

SB496 (遺構:図 1796、遺物:園1795)

5ヨeミ~~孔丸九Z弘弘1悶3

#スλλ:iL 3お5 

。 10cm 

(8=1/4) 

園 1794 SB495遺物実測園

検出状況 東部西側甫寄りの竪穴住居跡密集域に位置し、西側は撹乱により失われている。東側で

SB497を切り、北側はSK05526に、南側はSB498に切られる。平面形は不明瞭で、検出時には何度も

精査を繰り返した。

形状 北東辺と南東辺しか検出できていないが、両辺がほぼ直角に屈曲することから方形を呈すると

考えられる。東辺はやや内側に反り気味で、深さはO.1m未満であり、壁画の傾斜は急である。

埋土 単層である.プロック土を含むことから人為堆積と考えられる。

床面 平坦であり、貼床(整地土)、炉跡、壁溝は確認できなかった。東壁面沿いで小穴を 2基検出し

たが、いずれも浅く、その性格は不明である。
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遺物出土状況埋土中から土器73点、小穴から土器2点が出土した。埋土中の出土土器は羽期のもの

が多い.

出土遺物 6136は羽期~刊期器台B1a類。口縁部が直線的に聞き、わずか

に外反する。端部は平坦となる。

r:;:?~三236
o 10cm 

(S=1/4) 
時期 重複するSB497、SB498ともにVI期.........vn期であることと、出土遺物の

図 1795 SB496遺物実測園
時期から、羽期~四期と考えられる。

言| / vl 
ZFE|回ぜ¥附」 ザ

1 iiY2/1 黒色士

1 5Y3/2 :{"~ープ黒色土 ややしまる
ややしまる粘性やゃあり 粘性ややあり

k f / ll SY6/1 灰色プロックを5%含む S10Y6%/台lむ灰色プロックを

一企_ v
Y
. SB496 JI __A MC Om 一一一-一一一ー- 戸-FF  -L P12 1L 

一 --0一 '-' 6.50m可ケ

'-(、
1 5Y2/1 黒色士

ややしまる
粘性ややあり
5Y6/1 灰色プロックを
5%含む

I~ - 111:11 / / |句//判~ (S=1/50) 

園 1796 SB496遺構図

SB497 (遺構:園 1797、遺物:園 179的

検出状況 東部西側南寄りの竪穴住居跡密集域に位置し、南側はSB501に、西側はSB496、SB498、

SB500に切られる。本遺構周辺は遺構の重複が著しく、平面形は不明瞭であった。

形状遺構の北西間のみしか検出できていないが、およそ方形を呈すると考えられる。深さは約O.1m

で、壁画の傾斜は急である。

埋土 2層に分層した。ブロック土の混入が目立つことから、人為堆積と考えられる.

床面 平坦であり、貼床(整地土)、炉跡、壁溝は確認できなかった。床面上にて5基の小穴を検出し

たが、いずれも浅く、柱穴と想定できる遺構は確認できなかった。

遺物出土状況 埋土中から土器394点、小穴から土器18点が出土した。埋土中の出土土器は羽期.........vn

期のものが多く、わずかにW期の土器片が混入している。

出土遺物 6137はH期費D1b類。端部に刺突を加える。 6138はVI期~刊期曹A3類。口縁端部が内湾

し、端部にはわずかな平坦面をもっ。 6139はW期高杯。口縁部が内湾し、肥厚する端部には平坦面を

形成する。端部直下には3条の回線が認められる。 6140はVI期高杯C3b類。口縁端部を肥厚し、多条

沈線を施文する。 6141は刊期高坪H類。脚部が直線的に聞き、端部には平坦面を形成する。外面には

3条 1組の多条沈線聞に大振りの連孤文を配する。端部には外傾面を形成し、多条沈線を施す。 6142

はU期~刊期手裡ね土器D類。全形は不明だが、胴部は丸く形成され壷形を呈すると考えられる。

時期 v.........四期のSB501とVI.......四期のSB496、SB498に切られるが、出土遺物の時期からVI期~四期

と考えられる。



オFープ黒色土ややしまる粘性やゃあり
灰色プロックを5%含む
オFープ黒色土ややしまる粘性やゃあり
灰色プロックを20%含む

1 5Y2(2 
5Y6(1 

2 5Y3(2 
5Y6(1 

D P2 D・
6.50m可rr

C Pl C・
6.5伽"土ァ

1 町~/I オリープ黒色士
ややしまる粘性やゃあり
5Y6/1 灰色プロックを
1%含む

1 6Y3(2 オHープ黒色土
ややしまる粘性やゃあり
6Y6(1 灰色プロyクを
3%含む

F ~4 F" 

8.50rn--，;;:ケ
E P3 E' 

日 Om一てu

1 5Y2/2 オ日ープ黒色士
ややしまる粘性ヰキあり
5Y自11 灰色プロッタを
3%含tt

1 5Y2/2 オリープ黒色土
ややしまる粘性やゃあり
5Y6/1 灰色プロックを
10%含む

G P5 G' 

E田50m_て三7

2m 

(8;1/50) 

1 町212 オリープ黒色土
ややしまる粘性やゃあり
町6/1 灰色プロックを3%含む
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東部域の調査成呆

担496

SB497 
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5B497遺構図園 1797

P 汚138 号~ 6139 気喜二二ヰー尋否問

(5=1/4) 重重齢トミ引安140
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SB498 (遺構:図 1799、遺物:園1800)

検出状況 東部西側甫寄りの竪穴住居跡密集域に位置し、西側は撹乱により失われている。北側で

SB496を切り、南側でSB500に切られる。平面形は比較的明瞭であった。

形状 遺構の大半が調査区域外に位置するため、形状は不明である。深さは約O.lmで、壁画の傾斜は

比較的急である。

2層に分層した。 上層は炭化粒をわずかに含み、下層にはプロック土が混入する。層界の凹凸

もみられるととから、人為堆積と考えられる。

床面 平坦であり、貼床(整地土)、炉跡、壁溝は確認できなかった。床面の認定は困難であり、小

穴が明確に見える深さまで掘削したため、若干掘りすぎたかもしれない。床面上では小穴を 3基検出

埋土
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種参λ1紛

東部域の調査成果

から四期高部C類 (6146)が出土した.

出土遺物

を施文する。

第5寧206 

6146は刊期高部C4c類。やや内湾する口縁部内面に多条沈椋

(S=1/4) 

SB499遺物実測園

。

園 1801

e五百~-
A' 

ベ享一

出土遺物の時期から、四期と考えられる。

σ

一i

時期

1町4/1灰色土
ややしまる粘性やゃあり

2町3/2 オ日ープ鳳色土
ややしまる粘性やゃあり
町4/1 灰色プロックを
3%含む

1 5Y4/1灰色土ややしまる
粘性やゃあり

2 5Y3/1 オリープ黒色土ややしまる
粘性やゃあり
SY6/1 灰色プロックを10%含む

3 釘3/2 オHープ黒色土
ややしまる粘性やゃあり

4 SY2/1 黒色土ややしまる
粘性やゃあり 炭化訟をむずかに含む

C 
6.5Om 211 。

(S=I/60) 

羽田o(遺構:図 1803、遺物:園 1804)

検出状況 東部西側甫寄りの竪穴住居跡密集域に位置し、西側は撹乱により失われている。東側で

SB501を切り、本遺構の床面でSB499を検出した。

遺構の北東隅のみしか検出で ー ，1田
きていないが、方形を呈すると考え

SB499遺構図囲 1802

A
ハ
下
T

1 6Y3/2 オ日ープ鳳色土
ややしまる粘伎やゃあり
炭化魅をわずかに含む

2 6Y2I2 オリープ黒色土
ややしまる粘性やゃあり
6Y6/1 灰色プロックを10%含む

ー Pl _. 

8.高」〆ー

1 2.5Y3/1 .. 褐色土
ややしまる粘性やゃあり
2.5Y6/1 貨灰色プロックを10%含む

形状

面の傾斜は急である.

2層に分層した。 2層はプロ

ック土を含むため整地士の可能性を

1層下では遺構を検出

2層下まで掘削した。埋土

られる。深さは約O.2mであり、壁

埋土

検討したが、

できず、

は人為堆積と考えられる。

暗弱m~

1 2.5Y3/1 I臨調Is土
ややしまる粘性やゃあり
2.5Y6/1 貧灰色プロ ックを5%含む

床面

炉跡、壁溝は確認できなかった。床

面上にて小穴3基を検出した。いず

れも東辺に沿っており、掘形は浅く、

平坦であり、貼床(整地土)、

J
一

V
貧灰色土 ややし主る粘性ややあり
貧灰色プロックを20%含む
黒褐色土 ややしまる粘性ややあり

2百

SB500遺構図
(S=1/50) 

1 2.町4/1
2.町 6/1

2 2.町 3/1。

園 1803

柱穴と想定できる遺構はない。

遺物出土状況埋土中から土器353点、

小穴から土器5点が出土した。埋土

中の出土土器は羽期~四期のものが

多く、 W期、 V期、唖期の遺物がわ

ずかに混入する。
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6制m-界ア

15Y3/lオリーブ黒色土
ややしまる粘性やゃあり

25Y5/l灰色土ややしまる粘性やゃあり
5Y3/1オFープ黒色プロックを5%台む

_ P2 _ 
一王'-- 1 ー玉-
6ー組問可辛T

15Y3/lオリ}プ黒色土
ややしまる粘性ヰ中あり

25Y4!l灰色土ややしまる粘性やゃあり
5Y3/1オpープ黒色プロックを20%台む

闘す

15Y3/2オリーブ黒色士
ややしまる粘性ヰキあり

25Y2/l黒色士ややしまる粘性ややあP

12.5Y2/1黒色土ややしまる特性やゃあり
5Y6/1灰色プロックを3%含む

22.5Y2/2オリーブ黒色土
ややしまる粘性やゃあり

32.5Y3/1オPープ黒色土
ややしまる粘性やゃあり
5Y6/1灰色プロヲクを10%含む

.. P5 .. 
一旦ー土器 一旦-

8伽マ
2 

15Y2/1黒色土ややしまる粘性やゃあり
25Y2/2オFープ黒色土ややしまる
粘性やゃあり5Y6/1灰色プロックを5%含む

¥ぞ

j 

tv 

東部域の調査成呆第5章208 
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A' 石

石 土器

土器A 
6.50m 

目'B 
6.邸加1

C' 

、¥

1 5Y3/2 ~yープ黒色土ややしまる粘性やゃあり5Y6/1 灰色プロックを10私含む鋭化粒を含む
2 5Y2/2 ~yープ黒色土ややしまる粘性やゃあり長初回以下の円棋をわずかに含む湿地土)

U 創1。
(S=1/50) 

8B501遺構図(1)園 1805
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210 第5章東部域の調査成呆

大きくなり、器面に文様は認められない。 6164はV期高坪B3b類。坪部は浅い皿状を呈し、口縁部が

短く強く外反する。内面の屈曲はやや不明瞭で、端部を丸くおさめる。屈曲部の外面には顕著な稜が

形成される。内外面ともに丁寧なミガキによって器面調整を施している。 6165はV期高坪B類。中空

の脚部が円錐状に聞き、透孔付近を境に大きく外反する。 6166はV期高杯B類。坪底部から脚部が細

く円錐状に伸び、裾部は外反して大きく聞く。透孔は3方向に配置される。 6167はV期器台Al類。円

柱状の脚部から受部が大きく聞く。脚裾部は、 3方向に配置された透孔を境として外反気味に大きく

聞き、端部にはわずかに平坦面が認められる。 6168、6169はともにE期壷A2類o 6168は胴部片で、

二枚具による直線文が認められる。 6169は頭部下方に6168と同様の宜線文が認められる。

時期 VI期~咽期のSB500、VI期のSB502に切られることと、出土遺物の時期から、 V期~四期と考

えられる.

一一之153

連立グ

訟157

でヲ乙市6

6158 

~-三=三手三王三三万グ 6162

t-1~t~ 

月~6161

6165 6166 6167 

/ fノヴ)

，¥"" きさ¥，，"
o 10明田

園 1807 SB501遺物実測園 (S=1/4) 
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212 第 5章東部域の調査成呆

6173はW期褒C1類。口縁部がゆるやかに外反し、端部付近でわずかに内湾するロ端部内面には内傾面

を形成して直線文を施文している。頭部直下には直線文を施文し、その下方にはクシによる刺突が認

められる。 6174は刊期要。脚部が内湾し、外面には粗いハケ自が残る。 6175は四期費D類。屈曲する

口縁部が大きく聞き、一部に打ち欠きが認められる。器壁の薄い胸部全面に粗いハケ日が残り、主に

胴部下半に煤が付着する。最大径は胴部中央よりやや上方に位置し、肩部が強く張る。 6176は刊期高

杯C2c類。口縁部が内湾して立ち上がり、多条沈線を施す。 6177、6178はともに澗期高杯。 6177は杯

底部にわずかに平坦面をもち、口縁部が内湾気味に立ち上がる。内面に段は認められないが、外面に

はわずかに稜が認められる。脚部は付根が細く、円錐状に開く。 6178は6177と酷似するが、やや大型

で口縁部が大きく聞く。 6179は用途不明石製品。粘板岩製で、表面は研磨により整形され、断面方形

を呈する。

時期 V期~W期の SB501 を切り、 w期の SB503 に切られる。また、 P2からw期の賓が出土している

ことから羽期と考える@なお、出土遺物にvm期のものが含まれるが、その頃が最終埋没時期と考える。

6170 

~~て巴

。 100m 

(S=I/4) 

園 1809 SB502遺物実測園

沼田3(遺構関 1810・1811、遺物:図 1812)

「満宮支

ζコI。
(6179: 8=2/3) 

6179 

5cm 

検出状況東部西側南寄りの竪穴住居跡密集域に位置する.中央は撹乱により失われ、西側でSB504

を切り、底面でSB505を検出した。平面形は北西辺と南西辺が比較的明隙であったが、南北の撹乱以

東は不明瞭であった。

形 状北西南東長約4.3m、北東南西長約4.9mであり、東辺がわずかに外側に聞く不整長方形を

呈する。深さは約O.lmであり、壁画の傾斜は急である。
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214 第5章 東部域の調査成呆

埋土 2層に分層した。 1層が覆土、 2層が掘形埋土である。 1層は小礁をわずかに含むが、プロッ

ク土の混入は確認できなかった。

床面 平坦であり、床面には明確な硬化面を確認できなかったが、全体的にブロック土を含む黒色土

が広がり、その上面で遺構を検出したので、貼床(整地士)と判断した。床面上にて6基の小穴を検

出し、そのうちP3とP4は土層断面で柱痕跡を確認でき、 P1とP2は掘形が比較的深い.柱穴の推定は

困難だが、 P2とP4の2本柱の可能性もある。なお、炉跡と壁溝は確認できなかった。

掘形 貼床はとても薄く、それを掘削すると掘形底面で小穴を8基検出した.その多くは浅いが、 P10

とP12は深く、 P12では土層断面で柱痕跡を確認し、その内部から砥石と高坪の脚部片が出土した。

遺物出土状況 埋土中から土器1，719点、石器類3点、小穴から土器179点、石器類1点が出土した。

埋土中の出土土器はVI期.......vn期のものが多く、 P8からVI期~刊期の鉢B類 (6183)、刊期の費D類

掴形完揖状況

yd(aB ム守?
1qfQT 

61B9 

|トー

jG 長十

6.3ロサ
P!l 0 

6.蜘可主f

_ P12 _ 
.L一石 1 ー工-
6.30m-.-斗で:oo::+r-

1 6Y3/1 オロープ黒色士
ややしまる
粘性ややあり

2 6Y2/1 黒色士

‘τ認rv
8184 .¥ .... 1 6Y3/1 オリープ黒色士 別刷 刷89

ややしまる
粘性やゃあり 1 2.5Y3/2 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり

2町3/2 オリープ黒色土ややしまる粘性やゃあり
町6/1 灰色プロックを20%含む

3 町2/2 オリープ黒色土ややしまる粘性やゃあり
町6/1 灰色プロックを3%含む(掴形坦戻土)

6.30mτg 

1町3/1 オリープ黒色土
ややしまる粘性やゃあり
5Y6/1 灰色プロックを20%含む

2町3/2 オリープ黒色土
ややしまる粘性やゃあり

8伽「も戸

1 5Y3/1 オリープ黒色土
ややしまる粘性やゃあり
5Y6/1 灰色プロックを30%含む

6.60m-w 
1 町3/2 オリープ黒色土

ややしまる粘性やゃあり
5Y6/1 灰色プロックを10%含む

6.60mτ辛r

1 町3/1 オロープ黒色土
ややしまる粘性やゃあり

2 5Y4I1 灰色土
ややしまる粘性やゃあり
5Y6/1 灰色プロックを5%含む

6.30mす

1町3/1 オリープ黒色土
ややしまる粘性やゃあり

2町2/1 黒色土
ややしまる粘性やゃあり
町6/1 灰色プロックを10%含む

4 町3/2 オリープ黒色土ややしまる粘性やゃあり(柱痕跡)ややしまる
粘性ややあり 5 町2/1 黒色土ややしまる粘性やゃあり 内

町6/1 灰色プロックを5%含む(柱漉跡) V 2m 

園 1811 SB503遺構図 (2)
(S=I/50) 
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216 第5章 東部域の調査成呆

浅かった。

遺物出土状況 埋土中から土器292点、石器類 1点、小穴から土器135点、壁溝から土器11点が出土

した。また、 P2の底面付近にて炭化物が出土した。

出土遺物 6190は羽期......vn期高部C類。脚部が内湾する。 6191は刊期高杯C4b類。口縁端部に内傾

面を形成し、そこに多条沈線を施文する。 6192は刊期高杯G3b類。口縁部がわずかに内湾し、端部

直下に多条沈線を施す。 6193は刃器。素材とする縦長剥片の縁辺に、連続する細かい剥離を施して

いる.

時期 VI期~四期のSB506を切り、刊期のSB503に切られるととと、出土遺物の時期から、四期と考

えられる。

。

ー|。

.， 

害|田

A 
8.50m 

メ--

A' 

=ニミ

2m 

(S"'1/50) 

害宥孔191

1町3/1 オリープ黒色土
ややしまる粘性やゃあり
炭化粒わずかに含む
町6/1灰色プロックを5%台む

2 町2/1 黒色土
ややしまる粘性やゃあり

園 1813

6190 

8B504遺構図

6192 ζ二二〉
園 1814 SB504遺物実測園

1昼間/2 オy-プ黒色土ややしまる 粘性やゃあり
2 5Y4!1灰色土ややしまる粘性ややあり

昼間/2 オy-プ黒色プロックを5%含む
3 5Y2/1 黒色土ややしまる粘性やゃあり

可
1 5Y3/1 オy-プ黒色ニとややしまる 粘性やゃあり
2 5Y3/2 オy-プ黒色主ややしまる粘性やゃあり

5Y6/1 灰色プロックをlQ%含む
3 5Y2/1 黒色土ややしまる粘性やゃあり

¥i!Jで
P4 
1 6Y3/2 オPープ黒色土ややしまる粘性やゃあり
2 6Y2/1 黒色土ややしまる粘性ややあり
3 6Y2/2 オPープ黒色土ややしまる粘性やゃあり

6Y6/1 灰色プロックを2Q%含む

P3 
1 6Y2/1 
2 6Y6/1 

6Y2/1 

黒色土ややしまる粘性ややあり
灰色土ややしまる粘性ややあり
黒色プロックを3%含む

1 5Y2/2 オy-プ黒色主ややしまる粘性やゃあり
2 5Y5/1 灰色土ややしまる粘性やゃあり

5Y2/2 オPープ黒色プロックをlQ%含む

。 100m 

(8;;;1/4) 。 50m 

6193 (6193: 8;;;2/3) 
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沼田5(遺構:図 1815)

検出状況東部西側南寄りの竪穴住居跡密集域に位置する.本遺構はSB503とSB504の床面で検出し、

埋土は確認できず、ほぽ直角に屈曲する壁溝2条を検出したために竪穴住居跡と判断した。

形状 南西辺と南東辺の壁溝のみしか確認できていないが、およそ方形を呈すると考えられる。

床面 ほぽ平坦であり、貼床(整地土)、炉跡は確認できなかった.本住居の床面に伴う遺構は、 SB503・

SB504の床面で確認した遺構のいずれかと考えられるが、特定する根拠が乏しい。しかし、 P1のみ土

層断面で柱痕跡を確認し、位置的に本遺構に伴う柱穴の可能性がある.また、当遺跡の竪穴住居跡は

一辺4m前後の規模が多く、本遺構も同規模とするならば、 SB503-P8がP1に対応する柱穴になる可能

性がある。

遺物出土状況 壁溝から土器5点、小穴 (pl)から土器9点が出土したが、いずれも細片であり図示

していない。

時期

。
8伽す7

1 5Y2/2 オリ)プ黒色土ややしまる粘性やゃあり
5Y6/1 灰色プロックを3%含む

2 町3/1 オリ)プ黒色土ややしまる粘性やゃあり
5Y6/1 灰色プロックを20%含む(住癒跡)

3 5Y2/1 黒色土ややしまる特性やゃあり 〔柱痕跡)
4 5Y4/1 灰色土ややしまる特性やゃあり

5Y3/1 オリ)プ黒色プロックを5%含む(掘形極戻土)

脚
ザ

壁溝2
DID'  

6.30rn-ψー

1町2/1 黒色土
ややしまる
粘性ややあり
oY6/1 灰色プロックを3%含む

1 6Y2/1 黒色土
ややしまる
粘性やゃあり

A' 

。 2m 

(S=1/50) 

園 1815 SB505遺構図

沼田6(遺構:図 1816・1817、遺物:圏 1818)

検出状況 東部西側甫寄りの竪穴住居跡密集域に位置する。東西両側は撹乱により失われ、北側は

SB503とSB504に切られ、南西側はSB509に切られるロ本遺構の南辺は比較的明瞭に確認できた。

形状 南辺は直線的にのびるが、南辺しか検出していないため、形状は不明である。深さは約O.lmで

あり、壁面の傾斜は比較的急である。

埋土 2層に分層した。層界に凹凸がみられ、いずれの層もプロック土が混入しているととから人為

堆積と考えられる.

床面 平坦であり、貼床(整地土)は確認できず、床面にて小穴を 18基検出した。しかし、本遺構の

床面ではSB507とSB508も検出しており、 18基のうちには両遺構に属する穴も含まれている。この
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A' 土持A 
6 .. 伺 m

1 6Y2/1 黒色土ややしまる粘性やゃあり 長さl岨以下の円環をわずかに含む町6/1 灰色プロックを3%含む
2 6Y3/Z オHープ黒色土ややしまる 粘性やゃあり 5Y6/1 灰色プロックを20%含む

C' C 
6.40m 

2m 。
(S=1/50) 

S8506遺構図(1 ) 国 1816
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から中央付近にかけての焼土が部分的にみえていた。焼土の厚さは約 lc血で、遺構を掘削すると南

東側が深くなり、南東端では土坑底面で焼土を確認できた.なお、本遺構に伴う壁溝は確認できてい

ない。

遺物出土状況 埋土中から土器2，795点、石器類3点、小穴から土器239点、炉跡から土器2点が出土

した。埋土中の出土土器はVI期~四期のものが多く、 IV期とV期の土器片もわずかに出土した.また、

問、 P4， P5、 P9からもVI期~vn期の遺物が出土した。

出土遺物 6194は羽期~羽期壷H2b類。口縁端部が内湾して端部を尖らせ、直下に沈線を 2条施文

する， 6195、6196はVI期~刊期費A3類。 6195は口縁部が外反し、端部付近で屈曲して直立する。端

部内面にはナデによると考えられる凹面がわずかに認められ、外面には刺突を加える。 6196は口縁

部が屈曲して受口状となり、端部には顕著な平坦面をもっ.6197はVI期~刊期賓A4類。口縁部が短

く外反し、端部付近でわずかに屈曲する。端部はほぼ直立して尖り、霞 Fには刺突を加える。頚部商

下に直線文が認められる.6198はW期資E2類。口縁部が短く屈曲し、端部を尖らせる。最大径は胴

部中央からやや下がり、胴部形状はやや下膨れ気味である。短い脚部が内湾気味に開き、接地面は平

坦である。器面に文様は認められず、ハケによる調整痕が認められる。 6199は羽期褒D2b類。屈曲す

る口縁部が上下段ともに強く屈曲する。 6200はvn期褒D類。器壁の薄い脚部がわずかに内湾して開き、

端部内面には粘土の折り返しが認められる。 6201はVI期高杯G3b類。杯底部は平坦であるが、口縁

部との段は不明瞭である@口縁部が外傾して聞き、わずかに内湾傾向を示す。端部付近は直立するよ

うに内湾し、寵立気味の部位にのみ多条沈線を施す。器面全体にミガキ調整が認められる， 6202は

σD側 、ζ二ヨーご尻195 ℃ヨ4:?6196 i:J乙叩

~諺扇存言書又 6間

世田 ¥判 フ之

o 1日開
園置置置置置置置置E 置置置

(8=1/4) 

〈こ〉 6206 
どこ三三』

o 5聞

(6206.6207:5=2/3) 
6207 

園 1818 88506遺物実測園
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東部域の調査成呆

住居埋土は確認できず、掘形埋土をわずかに確認したのみである。

ほぽ平坦であり、貼床鍾地土)がある。床面上にて小穴を12基検出した。本遺構の床面はSB506、

SB507とほぼ同じ高さであり、 12基のうちには両遺構に属する穴が含まれ、遺構の重複関係等からP1

第5章222 

埋土

床面

'" P5を本遺構に属するものと判断した。 P1、P2、P4は柱痕跡を士層断面で確認でき、 P1とP2は柱痕

跡と掘形の形状が類似し、平面的な位置関係から本遺構の柱穴と考えた。なお、壁溝は南壁沿いと東

壁沿いの南側で確認できた。壁溝の平面形は明瞭であったが、掘形は浅く、住居の南東隅で途切れて

山

)

…

、
問
。
ヒ

凶

ro¥ペ
パ

門

戸
夕
、

1

則

匂

山

町-

A

Y

 

L
Y

少

1 6Y3/2 オロープ黒色士
ややしまる粘性ややあり
長さlcm以下の円横者わずかに含む

2 6Y2/2 オロープ黒色士
ややしまる 粘性やゃあり(粧菰跡)

3 6Y2/1 鳳坐士
ややしまる 粘性やゃあり(担菰跡)

4 6Y4/2 灰オ3ープ色士
ややしまる粘性やゃあり
粗砂を含む(据1形埋戻士)

5 6Y3/1 オリープ黒色士
ややしまる粘性ややあり
6Y6/1 灰色プロックを10%台む
(掘形埋戻士)

P2 F' 

8.40m1 

N-.!:I道展'14
¥ 3 I-J 

いる。炉跡は確認できなかった。

il田

剖

~Iロ

G' 

1 5Y2/2 オy-プ黒色土
ややしまる粘性やゃあり
5Y6/1 灰色プロックを3%含む

6.3可F7

1 5Y2/2 オリープ婦色土
ややしまる 粘性やゃあり(柱痕跡)

2 5Y3/2 オリープ婦色土
ややしまる 粘性やゃあり(柱痕跡)

3 5Y4/1 灰色土ややしまる粘性やゃあり
(掘形埋戻土)

6.70mーで7
A' 

.d:，.-

A

一m

J

ノ

E・

尺事E

Pl 

黒色士ややしまる粘性やゃあり
灰色プロックを3%含む
灰色士ややしまる粘性やゃあり
黒色プロックを10%台む

1 6Y2/1 
6Y6/1 

2 6Y6/1 
6Y2/1 

1 6Y2/2 オリープ黒色士ややしまる粘性やゃあり
6Y6/1 灰色プロックを3%含む

重溝 J 

B伽寸〆

C' 

1 5Y2/Z オ日ープ黒色土
ややしまる粘性やゃあり
5Y6/1 灰色プロックを3%含む

1 日2/2 オ日ープ黒色土
ややしまる粘性ややあP
日6/1 灰色プロタタを10%含む

2 日2/1 黒色土
ややしまる粘性ややあP
(往極跡}

S 日2/2 オ日ープ黒色土
ややしまる粘性ややあP
(往極跡}

4 日3/1 オ日}プ黒色土
ややしまる粘性やゃあり
町4/1 灰色プロタタを3%含む
(掴形湿戻土)

5 町4/1 灰色土
ややしまる粘性やゃあり
日3/1 オ日}プ黒色土を
全体的に含む
(掴形湿戻土)

C 

6.401明

2m 

(S=1/50) 

。
SB508遺構図園 1820
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」
可
司

d''.4'4

況状揖完苗床

ミ|。き|回

制

。.

mf-???2 

掴形完掴状況

開

閉

1 2.5Y3/1 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり 長さ2咽以下の阿離をわずかに含む
2.5Y6/1 黄灰色プロックを10%含む

2 5YZ/1 黒色ニとややしまる 粘性やゃあり 5Y6/1 灰色プロックを3%含む(盤漕1極土)
3 5YZ/2 オIJ-プ黒色土ややしまる 粘性やゃあり 長さ10叫下の阿国障をわずかに含む峰構2埋土〕
4 5Y3/2 オFープ黒色土ややしまる粘性やゃあり{盛構3埋土}
5 5Y3/2 オFープ黒色土ややしまる粘性やゃあり 5Y6/1 灰色プロックを3%含む瞳構4埋土}
6 5YZ/1 黒色ニとややしまる 粘性やゃあり(盤漕5埋土)

6.3Or官7
E ~2 1 

6.30mJ己ニア

1 5Y3/1 オリープ黒色士
ややしまる粘性やゃあり
5Y6/1 灰色プロ yクを3%含む

1 5Y3!2 オロープ黒色土ややしまる粘性やゃあり
炭化粧をわずかに含む

2 5YS!1 灰色土ややしまる粘性やゃあり
長さ2咽以下の円穫を含む{柱癖跡)

3 5Y2!1 黒色土ややしまる粘性やゃあり
(掘形坦戻土)

一下 相 m苗 f

1 5Y3!2 オロープ黒色土
ややしまる粘性やゃあり

2 5Y4!1 灰色土
ややしまる粘性やゃあり

3 5Y2!1 黒色土
ややしまる粘性やゃあり
5Y6!1 灰色プロックを5%含む

P6 
1 5Y4j1 灰色土ややしまる粘性やゃあり
2 町3/1 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり
S 町3/2 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり

長さ1岨以下の円磁を含む

自蜘、ナ

P7 
1町3/2 オリープ黒色土ややしまる粘性ややあり
2 5Y4j1 灰色土ややしまる粘性やゃあり
S町3/1 オリープ黒色土ややしまる粘性やゃあり

砂碩を多く含む

1 5Y3!1 オロープ黒色土
ややしまる粘性やゃあり
5Y6!1灰色プロックを10%台む

園 1823 SB509遺構図

6.30m芯ET
1 5Y2j1 黒色土ややしまる粘性ゃゃあり

炭化粧をわずかに含む
2 5Y2j2 オロープ鳳色土

ややしまる粘性やゃあり
炭化粧をわずかに含む{柱痕跡)

3 5Y4j1 灰色土ややしまる粘性ゃゃあり
(掘形埋戻土)

P8 内 J

6AOm 11 ， 

2 
2 

p8 

1 5Y3!2 オロープ黒色土
ややしまる粘性やゃあり

2 5Y2j1 黒色土ややしまる粘性やゃあり
5Y6!1灰色プロックを5%台む

p9 

1 5Y2j2 オロープ黒色土
ややしまる粘性やゃあり
5Y6!1 灰色プロックを20%含む

2 5Y2j1 黒色土ややしまる粘性やゃあり

。 h 

(S"'I/50) 
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東部域の調査成呆

出土遺物 6216はVI期~刊期費A4類。口縁部が短く外反し、端部が

わずか屈曲して外面に平坦面を形成する.端部は尖り気味となり、外

面には刺突を加える。頭部には太い沈線が1条認められる。 6217はVI

第5章226 

。
期~刊期鉢A3a類。口i陵部が短く外反し、端部上端が拡張され、尖り

(8=1/4) 

5B510遺物実測園園 1825
気味である。

VI期~四期のSB509、SB512に切られるが、出土遺物の時期か時期

ら百期~刊期と考えられる。

SB511 (遺構:図 1826・1828、遺物:図1827)

検出状況 東部西側南寄りの竪穴住居跡密集域に位置し、 08_9地点と 11_5地点にて検出した。中央

を撹乱により失われており、平面形は比較的明瞭であった。西側はSB509に、南西側はSB512に、南

東側はSD1153に、それぞれ切られている。

形状 南側は定かでないものの、およそ方形を呈すると考えられる。深さはO.1m未満であり、壁面の

傾斜は比較的急である固

08_9地点では検出時に床面の遺構が見えていたが、 11_5地点ではわずかに埋土を確認できた.埋土

埋土は単層であり、プロック土と小円礁を含むととから、人為堆積と考えられる。

~I回

¥
¥
m
M
-白

2m 。A 621園、 1 A' 
6.40m ~、，

ノ~

1 5Y2/1 黒色土ややしまる粘性ややあり 5Y6/1 灰色プロックを3%含む畏さ2岨以下の円磁をわずかに含む
2 5Y2/2 オPープ黒色土ややしまる粘性やゃあり 町6/1 灰色プロフタを5%含む

(S=I/50) 

C' c 
6.40m 

5B511遺構図(1 ) 園 1826
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東部域の調査成呆第5章228 

深さは約OJmで、壁面の傾斜は比較的急である。

2層に分層した。ほぽ水平堆積であり、下層は炭化粒をわずかに含んでいた。北壁沿いでは、

床面からやや上位レベルで、 29cmX20cmの範囲で焼土塊を検出した。その全体形はU字状を呈し、厚

埋土

1......5cm程度の粘性の高い褐色さは約5......10皿と薄い。また、東壁沿いでは、床面からやや上位で、

粘土塊がまとまって出土した。焼土塊や褐色粘土塊の検出した標高値がほぼ同じであることから、本

来は床面が 1層と 2層の層界付近であった可能性もあるが、遺構はすべて2層下で検出した。

平坦であり、貼床(整地土)、壁溝は確認できず、床面にて6基の小穴を検出した。 このうち、

1 2.日3/1 黒褐色土
ややしまる粘性やゃあり

2 2.町4/1 黄灰色土
ややしまる粘性やゃあり
2.日3/1 黒褐色プロックを10%含む

8.30m栢

問

63L4ずG
il回

H

由
陣
岡
田
由

N
N品

床面

1 6Y2/1 黒色士
ややしまる粘性やゃあり
6Y7/1 灰白色プロックを20%含む

2 6Y2/2 オロープ黒色土
ややしまる粘性やゃあり

3 6Y3/1 オロープ黒色土
ややしまる粘性やゃあり
(柱痕跡)

4 6Y4/1 灰色士
ややしまる粘性やゃあり
6Y6/1 灰色プロックを30%含む
(掘形埋戻土)

B五百対?f-
SK05588 

SB512 

j
x
 

欝
ト+

‘' 

1 5Y3/1 オリープ黒色土
ややしまる粘性やゃあり
長さ1.叫L下の同様をわずかに含む

2 5Y4/1 灰色土
ややしまる粘性やゃあり

ロ

面
白
品
目
ヨ

雨対-

A・粘土

主7
ー
も
さ
4
7
2

8225斗

/ 
A 

8.40m 

1 2.5Y3/1 黒褐色土
ややしまる粘性やゃあり

2 2.5Y3/2 黒褐色土
ややしまる粘性やゃあり
(往痕跡か)

3 2.5Y2/1 黒色土
ややしまる粘性やゃあり
(往痕跡か)

4 2.5Y4/1 貧灰色土
ややしまる粘性やゃあり
2.5Y3/1 黒褐色プロックを10%含む
(掘形温戻土か)

1 2.5Y4/1 黄灰色土ややしまる粘性やゃあり 長さ2...以下の円環を含む
2 2.5Y3/1 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり 炭化粧をわずかに含む

G・G 

8.40m 

P2 
F F・

6.30m_ー」一一一
ミ E二r- 1 2.5Y3/1 脚色土
宥 ややしまる粘性やゃあり

長さ3岨以下の円鳴をわずかに含む。

Pl 
~ ~. 1 6Y3/1 オPープ暴色土

日5日よ上一三ー ややしまる粘性やゃあり
~マフ「 長さ1四以下回円磁をわずかに含む
'c:;/ 2 6Y4/1 灰色土

3 ややしまる粘性やゃあり
3 6Y6/1 灰色土

ややしまる粘性やゃあり やや砂質 勧1

(S=1/印)
88512遺構図園 1829
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東部域の調査成呆第5章230 

期、 vn期のものがあるが、いずれも細片であり図示していない。

VI期......vn期のSB509......SB512に切られるが、出土遺物の時期からそれ以前と考えられる。

SB514 (遺構:図 1832)

検出状況東部西側南寄りに位置し、 SD1103掘削後に検出した。検出面ではすでに壁溝が見えており、

埋土は削平されたと考えられる。壁溝はSK05564、SK05566に切られている。

時期

壁溝の配置から不整方形を呈すると考えられ、壁溝 1と壁溝2の主軸方位が若干ずれているこ

とから、建て替えがなされた可能性がある。

ほぽ平坦であり、貼床(整地土)、炉跡は確認できなかった。検出面にて4基の小穴を検出し、

P1のみ掘形が深いことから柱穴の可能性がある。壁溝は途切れているが、深さがとても浅いことから

形状

床面

上部が削平されていると考えられる。

遺物出土状況 壁溝から土器8点、小穴から土器14点、石器類1点が出土したが、いずれも小片であ

り図示していない。

出土遺物が少なく、遺構の重複関係からも時期を言及できないため、不明である。

n

一γ
6伽す

4
4
4
4
4
4
4
4
 

時期

1 2.5Y4!2 暗灰黄色
ややしまる粘性やゃあり
徹砂を多く含む

1 2日'5/1 黄灰色土ややしまる粘性やゃあり
2日'6/1 黄灰色プロックを30%台む

2 2町3/1 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり
長さ2c叫L下の円積をわずかに含む

c 

6.2伽rー

1 6Y3/1 オロープ黒色土
ややしまる粘性やゃあり
2.6Y6/1 貧灰色プロックを20%含む

2 6Y6/1 灰色士ややしまる粘性やゃあり
6Y3/1 オロープ黒色プロックをo%含む

1 5Y3/1 オリープ黒色土
ややしまる 粘性やゃあり
長さ2c叫L下の円積をわずかに含む

2 5Y4/1 灰色土ややしまる粘性やゃあり

壁溝3
-tl』L
6.20mーぺ!r

壁溝2
G 石 G'

s五百十一一

1 6Y2/1 黒色土
ややしまる粘性やゃあり
6Y6/1 灰色プロックを
1%含む

2m 

1田2/1 黒色土
ややしまる粘性やゃあり
5Y6/1 灰色プロックを3%含む

6.20m~ 

1 2.町'3/1 黒褐色土
ややしまる 粘性やゃあり
2.5Y6/1 貧灰色プロックを20%含む 。

(S=1/50) 

SB515 (遺構:図 1834、遺物:園 1833)

検出状況 東部西側甫寄りに位置し、西側をSK05589とSDll03に切られている。本遺構付近の遺構

検出面は徴砂~シルト質土であり、上層からの多数の踏み込みが見られたため、平面形は不明瞭であ

SB514遺構図国 1832

った。

形状 西側を削平されているため形状は不明であるが、北東隅部は丸みを帯びている。深さはO.lm未

満であり、壁面の傾斜も不明瞭である。

単層であり、プロック士が混入していることから人為堆積と考えられる。埋土
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床面平坦であり、貼床(整地土)、炉跡、壁溝は確認できず、床面にて小穴を 3基検出した。そのう

ちPlは掘形が深く、 P3は最下層に炭化粒を含むが、住居の全形が不明であるため、その性格は不明で

ある。

遺物出土状況埋士中から土器22点、小穴から土器19点が出土した。

出土遺物 6226は四期高杯G3c類。脚部が肩平に聞き、外面に多条沈線を 哩聖弘主主~ 6226 

施文し、その聞に連弧文を 2帯加え、端部には刺突を加える。

時期 出土遺物の時期から、 vn期と考えられる。

010cm  

(5=1/4) 

国 1833S8515遺物実測園

~ 1 _5_ 
6.2日m~

…一
ト
v

四

回
同
ロ
ヨ

1 町3/1 オリープ黒色土
ややしまる粘性やゃあり
町7/1 灰白色プロックを10%含む

_ P2 _ 
」ι一 1 ....!L_ 

6. 1 Om-.:::::コ豆汐ー 自伽3号ア

。 創1

1町2/1 黒色士
キキしまる粘性ややあり
1iY6/1 灰色プロフクを
10%含む

2 1iY4/1 灰色士
ややしまる粘性ややあり
1iY3/2 オリープ黒色
プロックを30%含む

1町3/2 オリープ黒色土
ややしまる粘性やゃあり

2 町4/1 灰色土
ややしまる粘性やゃあり
町2./1 黒色プロックを10%含む

2 町2./1 黒色土
ややしまる粘性やゃあり
炭化粒をわずかに含む

SDllω 

(5=1/50) 
園 1834S8515遺構図

SB516 (遺構:園 1836、遺物:園1835)

検出状況 東部西側中央の遺構密集域に位置する。 V層上面において検出したが、平面形はやや不明

瞭であった。甫西隅部を土坑SK05801に切られ、 SZ178を切る。

形状東側の半分以上が調査区域外となるうえ、南側をSK05801に切られるため、全形は不明である。

確認範囲から方形を呈すると考えられ、北西隅部は丸みを帯び、北辺と西辺はそれぞれ直線的である。

深さは約O.lmであり、壁画の傾斜は急である。

埋土 2層に分層した。大半の埋土は黒褐色土であるが、その成因は不明である。

床面 ほぽ平坦で、貼床(整地士)、炉跡、壁溝は確認できなかった。床面上にて8基の小穴を確認し

た。柱痕跡は確認できなかったが、平面的な位置闘係からPlとP2が住穴と考えられる。

遺物出土状況 埋土中から土器316点、小穴から土器28点が出土した。埋土中からの出土土器はvn期
のものが多く、他にW期の小片がわずかに混入する。

出土遺物 6227は刊期査A3類。口縁部を上方に拡張し、内面には羽状文を施文する。端部には擬凹

線が認められ、 3条1組の棒状浮文が施される。端部には、棒状浮文上面も加えて全面に赤色顔料が

塗布される。 6228はvn期高坪C4d類。口縁

部内面に多条沈線を施文し、その聞に、現

状では山形文を 2帯加える。

時期 出土遺物の時期から、四期と考えら

れる。

宅事7.m

三ヨ位陣4427:(叩 )

SB516遺物実測園

10cm 
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~I回

----:3 

量 10同。i

L 
A 

1∞m 

司‘=

R ミァι十一

。P5

一?向
。7

SK05801 

A' 

:cc;弓手=ー 一一一ーに

1 2.5Y3/2 黒褐色車由貿士ややしまりあり 炭が混じる 径E岨以下の阿梅を少し含む
2. 2.5Y3/2 黒褐色車由貿士やや暗色ややしまりあり 司闘を含まず

寸ヨー
D D' 

6.60m-迂アー

同一~1 2.町3/1 黒褐色粘質土
やや暗色ややしまりあり
炭が混じる穫を含まず

P5 

G G' 

6.8命"

-co 

1 町3/2 オリープ黒色粘質土
ややしまりあり 療を含まず
黒土プロックを少し含む

1 2.5Y3/1 黒褐色粘質土
ややしまりあり 炭が混じる
磯を含まず
黒土プ=ッタを少し含む

1 5Y3/1 オHープ黒色調占質土
ややしまりあり 炭が混じる
磁を含まず

2. 2.5Y3/1 黒褐色粘質土
ややしまりあり 炭が混じる
磁を含まず

3 2.5Y3/2 黒褐色粘質土
ややしまりあり 炭が混じる
磁を含まず

p6 

H H' 

6.80m 

LIrー

P7 P8 

8.80m 

もえ
1 2.5Y3/1 黒褐色粘質土

ややしまりあり 磁を含まず
V届 (10Y5/1 灰色粘質シルト)
プロックを含む

1 2.5Y3/1 黒褐色粘質土
ややしまりあり
炭が少し混じる擦を含まず

1 Z.5Y3/1 黒褐色粘質土ややしまりあり 炭が混じる離を含まず
2. Z.5Y4/1 灰色粘質土ややしまりあり 穫を含まず

V層 (10Y5/1 灰色粘質シルト)プロックを少し含む
3 Z.5Y3/1 黒褐色粘質土ややしまりあり 炭が混じる離を含まず

。 2m 

(S"'1/50) 
園 1836 8B516遺構図

SB517 (遺構:図 1837・1838、遺物:園 1839)

検出状況 東部西側南寄りの竪穴住居跡密集域に位置する。炭化物や土器片を多く含む黒褐色土の範

囲を平面形として検出した。東岡部でSK06082を切り、南西側に撹乱があり、やや不明瞭であった。

形状 隣接調査区との空閑地があり、北東部のみを検出した。そのため全形は明らかではないが、北

西一南東長約5.0mの方形を呈すると考えられる。深さは約O.2mであり、壁面の傾斜は急である。

埋土 3層に分層した。土層図の 1・2層が覆土、 4層が掘形埋土である。覆土は炭化物や土器片を

含み、プロック土が混入しているととから、人為堆積と考えられる。

床面 ほぽ平坦で、貼床(整地土)があり、部分的に硬化面を確認した。床面上では、小穴7基と壁

溝を検出した。小穴の大半は浅いが、 Plのみ深くて士層断面で柱痕跡を確認した。平面的な位置関



�



234 第5章 東部域の調査成呆

P4 F 

問

1 2.5Y2/1黒色土しまる
粘性あり鉄分l:t着あり

2 2.5Y3/1黒褐色土しまる
粘性あり鉄分枕着あり

P4 

12.5Y3/1黒褐色土しまる粘性あり
灰色土のプロック割高含む鉄分沈着あり

P5 G' 

「ミr
1 2.5Y3/1黒褐色土

しまる粘性あり
鋭化物散在して含む

土器細片わず'~'I.::含む
鉄分沈着あり

P6 H' 

4ι 
1 2.5Y3/2黒褐色土

しまる粘也あり
灰色土10%含む
鉄分沈着わずかにあり

2 5Y4/1灰色土しまる粘性あり
lのプロック10%含む

Pl0 L 

P7 

蜘-{illト6.60m 

てす

1 2.5Y3/2黒褐色士
しまる粘性あり
灰色士20%台む
鉄分沈着あり

2 5Y3/1オリープ黒色士
しまる粘性あり
灰色士のプロック20%含む
鉄分沈着わずかにあり

Pll M' N 

1 5Y4/1灰色土
ややしまる粘位守中あり
炭化物わずかに含む

鉄分l:t着あり
2 2.5Y3/2黒褐色土

しまる粘性あり

鉄分l:t着やゃあり

P12 
N・

ミサ
8.50m 8.50m 1 

1 2.5Y3/2黒褐色士しまる粘性あり
炭化物わずかに含む鉄分沈着あり

2 2.5Y3/1黒褐色士しまる粘性あり
3 5Y3/1オPープ黒色土しまる粘性あり

鉄分沈着あり

一 哀ど
1 2.5Y3/1黒褐色土しまる粘性あり

炭化物わずかに含む
灰色土のプロックわずかに含む

2 町~/1 オリーブ黒色土しまる粘性あり
3 5Y4/1灰色土ややしまる粘性やゃあり

「ミT

1 15Y3/2オFープ黒色土
しまる粘性あり鉄分沈着あり

。

<O:J.::.;;;;;; 

1 7.5Y4/1灰オロープ色士
ややしまる粘性ややあり
上面黒褐色士混入
鉄分沈着あり

2m 

(8=1/50) 
園 1838 SB517遺構図 (2)

係からPlとP2が柱穴と考えられる。なお、壁溝は検出範囲において全周し、幅・深さともにほぼ一定

である。炉跡は確認できなかった。

掘形 比較的浅く埋士は単層で、灰色ブロック士が混入する。掴形底面は平坦で、小穴を5基検出し

た。そのうちP8では、土層断面で柱痕跡を確認した。床面では検出できなかったものの、平面的な位

置関係から、 P8とP9は、 PlとP2に先行する段階において柱穴であった可能性もある。そのため本住

居は、規模の拡張を行わずに床面を成形し、柱穴の位置をずらして再構築している可能性がある。

遺物出土状況 覆土と掘形埋土から土器705点、石器類4点、床面の小穴から土器63点、石器類2点、

壁溝から土器8点、石器類 1点が散在して出土した。また、掘形底面の小穴から土器7点、石器類 1

点が出土した。出土土器はVI期のものが多く、 P6からV期.......VI期の壷A類 (6229)が出土した。

出土遺物 6229はV期~羽期壷A3類。口縁部が外反し、内面には顕著な段を形成する。端部を下方

3本 1

口縁部内面に

はヘラによる羽状文を4，5帯配し、内外面と

もに赤彩を施す。 6230は砥石。表面の砥面

に拡張し、擬回線を施文した上に、

組の棒状浮文を貼り付ける。

には線状痕が残り、裏面は剥離している。

時期 出土遺物の時期と、 I期のSK06082

を切るととから、 VI期と考えられるロ

SB518 (遺構:園 1840、遺物:園 1841)

ヘヰ
園 1839

同-~
ξヨ。
(8=1/4) 

SB517遺物実測園

10cm 

検出状況 東部西側南寄りの竪穴住居跡密集域に位置するロ炭化物や土器片を多く含む黒褐色土の範

囲を平面形として検出し、その範囲内には長さ約 10cmの角磯や亜円磯も含まれていた。西側で

SK06082を切る。

形状 北辺と西辺のみを検出したため、規模は不明である。両辺とも直線的にのび、隅部はほぼ直角
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236 第5章東部域の調査成果

に屈曲することから、方形を呈すると考えられる。深さは約O.2mであり、壁面の傾斜は急である。

埋土 5層に分層した。土層図の 1・2層が覆土、 5""'7層が掘形埋土である。覆土には炭化物や土

器片とともにブロック土が混入することから、人為堆積と考えられる。

床面 平坦であり、貼床(整地土)がある。底面上では小穴3基と壁溝を検出した。小穴のうち、 P1

とP3では土層断面で住痕跡を確認したが、平面的な位置関係から、 P2とP3が柱穴と考えられる。な

お、壁溝は検出範囲において全周し、幅・深さともにほぼ一定である。炉跡は確認できなかった。

掘形 埋土の多くは単層で、オリーブ黒色及び灰色ブロック土が混入する。掘形底面は平坦で、小穴

を5基検出した。そのうち、 P4とP5では土層断面で住痕跡を確認し、平面的な位置関係から柱穴と考

えられる。床面では検出できなかったものの、 P2とP3に先行する段階において柱穴であった可能性

もある。そのため本遺構は、規模の拡張を行わずに床面を成形し、柱穴の位置をずらして再構築して

いる可能性がある。

遺物出土状況 覆土と掘形埋土から土器944点、石器類2点、床面の小穴から土器 15点、石器類2点、

壁溝から土器56点が出土した。また、掘形底面の小穴から土器14点が出土した。出土土器はVI期~

刊期のものが多く、 I期とW期の土器がわずかに混入している。

出土遺物 6231は町期査H類。斜格子文帯を挟んで直線文帯を配し、無文帯にはナデ調整が認められ

る。 6232はVI期~刊期壷。底部がやや突出する。 6233は刊期壷A類。胴部上半には、複数の直線文と

大振りの山形文が交互に施文され、最下部の直線文下には刺突を加える。直線文帯を除いた山形文周

辺及び刺突以下の無文帯に赤彩を施す。 6234はW期蜜A2類。口縁部が短く外反し、端部にタタキを

加える。胴部には右下がり方向のタタキ調整を施した後、左下がり方向に組いハケ調整を施す。 6235

はN期費A類。底部に穿孔が認められる。 6236はV期""'VI期費A1類。口縁部が屈曲し、端部にかけて

内傾する。内面にはナデによる凹面が形成され、外面にはヘラによる刺突を加える。 6237はVI期高杯

C3a類。内外面ともに丁寧なミガキを施す。 6238は四期高坪C4d類。内面に多条沈線を施し、その聞

に山形文を配する。 6239は砥石。砥面は2面残るが、それ以外は割れている。

時期 出土遺物の時期から、 VI期~刊期と考えられる。

~6231督当;2

畠 .la238
6233 

-~-p 守

/←ーで千一一ーし36 Eア
6239 。 10cm 

(S=1/4) 
図 1841 SB518遺物実測園
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238 第5章東部域の調査成呆

床面 ほぽ平坦であり、貼床(整地土)、炉跡、壁溝は確認できなかった。床面上では小穴を 5基検出

した。このうち、 P1とP2は土層断面でほぼ垂直にのびる柱痕跡を確認し、 P4では底面に円形の窪み

を確認した。また、 P3は掘形が深く、 P5は単層で掘形がやや浅い。このような形状や土層に加えて、

平面的な位置関係から P1""' P3を住穴と考えた。

遺物出土状況 埋土中から土器843点、小穴から土器103点が出土した。埋土中の土器片は散在した

状態で出土し、刊期の土器が多く、 W期の土器片がわずかに出土した。

出土遺物 6240はW期壷C類。頭部には斜格子文が認められ、それ以下はハケによる調整痕が残る.

6241はvn期査B3類。口j陵部が外反し、端部を丸く収める。 6242はN期型A2類。口縁部が短く屈曲し、

端部が肥厚する。平坦に仕上げられた端部には回線が 1条認められ、下端にはタタキが認められる。

6243はN期費A3類。口縁部が強く屈曲して直立し、端部や外面にタタキが認められる。 6244はVI期

~四期費。短い脚部がハの字に聞き、接地面を平坦に仕上げる。 6245は四期費B3類。口縁部が長く外

反し、内外面には粗いハケ調整痕が残る。端部はナデによって平坦面が形成され、作りがやや雑であ

る。 6246は刊期高坪D5類。浅く内湾する口縁部内面には多条沈線を施し、その聞に員による連弧文

帯を配する。

時期 出土遺物の時期から、四期と考えられる。

ιサ-
1 N1.5/0黒色粘質土

しまりやや弱い磁を含まず
灰色砂質士プロックを少し含む

2町2/1黒色砂質士
やや暗色ややしまりあり
炭が混じる離を含まず
V層{1OY5/1灰色粘質シルト)
プロックを含む

3 7.5Y2/1鼎坐砂賀士
ややしまりあり磁を含まず
黒色粘質士プロックを多く含む

1 5Y2/1黒色粘質土
やや茶色ややしまりあり
砂が混じる騰を含まず

2 7.5Y3/1オリーブ黒色砂質土
やや暗色ややしまりあり
費を含まず

H 

aωm 

P4 
H' 

「事一

1 5Y2/1黒色粘質土やや茶色
ややしまりあり炭が混じる襲を含まず

2 5Y3/1オリーブ黒色粘質土やや暗色
ややしまりあり炭が混じる襲を含まず

3 7.5Y3/1オ3ープ黒色粘質士
やや暗色ややしまりあり
炭が混じる磁を含まず

4 7.5Y4/1灰色粘質土 a 

やや暗色ややしまりあり U 

炭が混じる磁を含まず

園 1843 S8519遺構図 (2)

P5 

6.6Om 

ーに工ア

1町 2/1黒色粘質土
ややしまりあり炭が湿巴る
擦を含まず
V層(lOY5/1灰色粘質シルト)
プロックを少し含む

勧1

(S=1/50) 

ノ相 い工科-乙41 、一 CP 6242 

10聞

額 F1LAS智弘¥幣irZ
園 1844 S8519遺物実演l園

SB520 (遺構:図 1845、遺物:園 1846)

検出状況 東部西側南寄りの遺構が密集する範囲に位置する。西側は撹乱により失われ、東側上面に

も撹乱があった。また、南西側をSB521に切られ、南東側でSB522を切る。なお、平面形は不明瞭で

あった.

形状 全形は不明であるが、東辺は直線的にのび、隅部はほぼ直角に屈曲することと、柱穴の配置状

祝から、全形はおよそ方形を呈すると考えられる。深さは約O.lmであり、東壁画の傾斜はほぼ垂直
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240 第5章東部域の調査成呆

である。

埋土 3層に分層した。どの層にも炭が含まれ、ブロック土が混入することから、人為堆積と考えら

れる。

床面 ほぽ平坦であり、貼床(整地士)、炉跡、壁溝は確認できなかった。床面上では小穴を 5基検出

した.このうち、 P3のみ断面形が三角形を呈するが、他は逆台形を呈し、壁面の傾斜はほぼ垂直であ

る。柱痕跡は確認できなかったが、小穴の形状や平面的な位置関係からPl--P4 (もしくはPl--P3、P5)

が柱穴と考えられる。

遺物出土状況 埋土中から土器1，600点、木製品2点、小穴から土器37点が出土した。埋土中の遺物

は散在して出土し、 VI期--VII期の土器が多い。

出土遺物 6247はVI期--VII期壷A3類。口縁部が外反し、端部を上下両方に拡張する。内面は顕著な

段をもって屈曲し、段は粘土を貼付して形成する。端部外面には沈線が 1条認められ、内面の加飾は

外側から羽状文、円形刺突文、直線文の順に配置さ

れる。 6248はVI期.......VII期型。脚部がやや内湾し、接

地面を平坦に仕上げる。 6249は刊期高坪G3c類固脚 i ~J三1
" r三事::-=4/

部が肩平に聞き、端部付近を多条沈線と山形文で加 6247 6248 

飾する。脚裾端部には平坦面をもち、沈線を施す。

時期 VI期.......vn期のSB522を切り、 vn期のSB521に

切られる乙とと、出土遺物の時期からVI期.......vn期と

考えられる。

SB521 (遺構:図 1847、遺物:園1848)

o lOcm 

主主主ロ 6249 (S=1/4) 

園 1846 88520遺物実測園

検出状況 東部西側甫寄りの遺構が密集する範囲に位置する。西約半分は調査区域外にあり、東側か

ら南側にかけてSB520とSB522、SB524を切る。本遺構周辺は多くの遺構が重複しており、土壌化の進

行もあって平面形は不明瞭であった。

形状 束辺はやや外側に膨らみ、南辺はほぼ直線的にのびる.西側約半分が調査区域外に位置するが、

北東隅と南東隅がほぼ直角に屈曲するととから、南北長約5.0mの方形を呈すると考えられる。深さは

約O.lmであり、壁画の傾斜は北壁がやや緩く、東壁と南壁は急である。

埋土 5層に分層した。全体的にV層プロックを含んでおり、人為堆積と考えられる。なお、 3層上

画では焼土の可能性がある赤色を呈する画を確認した。

床面 ほぽ平坦であり、貼床(整地土)、炉跡は確認できなかった。床面はV層ブロックが多く含まれ

ており、床面よりやや下がった位置で小穴5基と壁溝を検出した。乙のうち、 P3以外の4基は掘形が

深く、 P5では士層断面で柱痕跡を確認し、底面は南側が深く落ち込んだ。床面における平面的な位置

や小穴の形状、深さなどから P1とP2が柱穴の可能性がある。壁溝は南壁に沿って検出した。幅約0.3

m--0.4mとやや広く、埋土中にプロック土が含まれる。

遺物出土状況 埋土中から土器2，263点、小穴から土器38点、壁溝から土器93点が出土した。埋土中

の土器は散在して出土し、壁溝内では比較的残りの良い遺物 (6251、6254)がまとまって横位で出土

した。士器は羽期~刊期のものが多く、 W期のものがわずかに混入する。
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以下はわずかに内湾する固

時期 出土遺物は羽期~四期のものが多いが、 vn期のSB524を切ることから四期と考えられる。

6252 

6254 てミ戸際;ケ 。 10cm 

(8=1/4) 

園 1848 SB521遺物実測園

SB522 (遺構:図 1849・1850、遺物:園 1851)

検出状況 東部西側南寄りの遺構が密集する範囲に位置する。上部をSB520、SB521、SB523、SB524

等に切られていることから平面形を明確に把握することができず、各遺構の底面にて本遺構の壁溝を

確認した.なお、埋土は部分的にしか残存しておらず、東側は調査区域外へのびている。

形状 上部が削平され、東側が調査区域外へのびているため定かではないが、壁溝の平面形からおよ

ブど三三』

S酪24干S ¥三
穴ヘ

A
a
1
4

，，
 

‘，h
y

h

 

Jr干

SK06175 

A 

6.60m 
A' 

土器 土場

。 2m 

1 2.5Y2!1黒色粘質土やや茶色ややしまりあり炭が混じる笹批品以下の円援を少し含む

V届(10Y5!1灰色粘質シルト)プロックを含む
(5=1/50) 

園 1849 SB522遺構図(1)
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さはO.1m未満で、残存している壁面の傾斜は比較的急である。

単層で、炭と直径3c血以下の円礁をわずかに含む。

ほぽ平坦であり、貼床(整地土)、炉跡、壁溝は確認できなかった。床面上では小穴を 2基検出

埋土

床面

した。 Plは単層、 P2は3層に分層したが、柱痕跡は確認できず、いずれも掘形は浅い。そのため、性

格は不明である。

遺物出土状況 埋土中から土器711点、小穴から土器26点が出土した。埋土中の土器は散在して出土

し、北西隅の床面上にて残りの良い高邦G類 (6262)が内面を上にして出土した。出土土器は羽期~

vn期のものが多い。

出土遺物 6258は刊期査G2b類。口縁部が直立し、端部直下に多条沈線を施文する。内外面に煤が付

着するo 6259はVI期.......vn期費。脚部がハの宇に聞き、わずかに内湾する。 6260はvn期費E3類。口縁

部が短く外反し、端部にはナデによって平坦面を形成する。頚部内面は屈曲が強く、屈曲部の外面に

は粘土を充填してわずかながら直立する部位を形成する。 6261は羽期-vn期鉢A2類。口縁部が短く

外反し、端部先端で短く屈曲して受口状を呈する。外面は直立し、端部は尖る。 6262はVI期高坪G3b

類。平坦な杯底部から口縁部が直線的に外傾して聞き、端部を丸くおさめる。口縁部直下にのみ多条

沈線が認められ、杯底部に段は認められない。 6263はvn期高杯G3c類の脚裾部。端部には顕著な平坦

面をもっ。外面には多条沈線及び刺突文を交互に回し、端部平坦酉には沈線のみを施文する。端部上

端にも刺突を加え、精轍なっくりの資料である。 6264は羽期~刊期器台B2a類。受部がやや内湾し、

A・

B' 

~ 

B 
6，6白羽

/ 
域全 苓=ユ~ー土.

1 2.5Y2/1黒色粘賀土やや暗色炭が混じる
径:3c皿以下の阿棋を少し含む

C' c 

----..:てロー

Pl 

SK06168 

d y 

叫ート、
、叫¥ト

、‘， )‘ 

i九:>-)0. 88523 
. -'(~")I，. A 

a 、"'. ~干
t 句、、ダ
J N二、‘ /if
i 、Jト/ヂ|

ぜ'()o.)I'χl

、、

Q タ/

A 

1 2.町 3/1黒褐色粘質土やや暗色砂地E混じる磁を含まず

V層{10YS/l灰色粘質シルト)プロックを少し含む

D' 

下平一

P2 

1 5Y2/1黒色粘質土ややしまりあり炭が混じる積を含まず

V層{lOY5/1灰色車由貿""レト)プロックを少し含む

2 5Y2/1黒色粘質土やや暗色ややしまりあり

炭が混じる穫を含まず
V層{1OYS/l灰色粘質、ンルト)プロックを含む

3 N2/0黒色粘質土やや茶色ややしまりあり
炭が混じる鳴を含まず

V眉(10ys/l灰色粘質以Wト)プロックを含む {B'J遺構)

2m 。

86523遺構図図1852

(S=1/50) 
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は内面の屈曲は認められないが、外面の屈曲する稜は突帯状となり、きわめて明瞭である。 6275はvn
期高杯C類。脚裾部がやや内湾する。 6276はvn期高杯C2c類。口縁部がやや内湾し、内面に多条沈線

を施文する。 6277は銅蟻。有茎織で、厳身は膨をもっ長三角形を呈する。基部には鋳型段階のパリが

一部に残る。

時期 VI期~刊期のSB522を切ることと、小穴出土遺物の時期から四期と考えられる。

トヤ
糖

fl田

γ
h
!円

1

〉ナ一 込て

A・
自由Om

畠一_s三三 =手-z 

1 5V2/1黒恒粘質士やキしまりあり炭が混じる径5個以下の円磁を少し含む
2 2.5Y2/1黒色粘質士ややしまりあり炭が混じる磁を含まず
3 5Y3/1オリープ黒色粘賀士ややしまりあり積を含まず黒士プロフクが混じる
4 2.5Y2/1黒色粘質士やや暗色やキしまりあり炭が混じる磁を含まず

径5咽のV層(10Y5/1灰色粘賀シルト)プロックを含む

P4 P5 P5 

伽一手〆土宮ヘ......:...Eヂ
G 

自40m
G・

¥孟.J._..._.J

1 2.5Y2/1暴色粘質土やや暗色
ややしまりあり炭が混じる
径3回以下の円礁を少し含む
V層(10Y5/1灰色粘質シルト}プロックを少し含む

2 2.5Y2/1暴色粘質土ややしまりあり穫を含まず
V層(10Y5/1灰色粘質シルト}プロックを含む

P7 

6.60m 

---=左f

3 2町宮/1黒色粘質土ややしまりあり炭が混じる
径5cm以下の円型車砂し含む
径1回以下のV層 (1日Y5/1灰色粘質シルト)プロックを含む

4 2町宮/1黒色粘質土ややしまりあり

炭が混じる磁を含まず
V層(10Y5/1灰色粘質シルト}プロックを多く含む

P8 
J J' 

6.60m 土雫

、久之j

1 2.5Y2/1黒色粘質土ややしまりあり
炭が混じる複を含まず
V眉(10Y5/1灰色粘質シルト)プロックを含む

1 2.5Y2/1黒色粘質土ややしまりあり

炭が混じる擦を含まf

園1854SB524遺構図

Pl 
c C' 

8.60m 

πサー
1 2.町 2/1黒色粘質土

ややしまりあり炭が混じる
礎を含まず

2 2.町 3/1黒褐色粘質土
ややしまりあり炭が混じる
礎を含まず

P2. 
D D' 

8.40rrL--.す-

1 2.5Y2/1黒色粘質土
ややしまりあり炭が混じる
磁を含まず
V層(I0Y5/1灰色粘質シルト)
プロックを含む

2 2.5Y4Il灰色粘質土
ややしまりあり炭が混じる
磁を含まず
V層(I0Y5/1灰色粘質シルト)
プロックを含む

ι 中一一
1 2.5Y2/1黒色粘質土

ややしまりあり炭が湿巴る
磁を含まず
V屠(1町5/1灰色粘質シルド)
プロックを少し含む

2 2.5Y3/1黒褐色粘賀土
ややしまりあり炭が湿巴る
経5回以下の円離を少し含む
V層(1町5/1灰色粘質シルト)
プロックを少し含む

P6 

H 

自由Om
H' 

'----!.〆J

1 2.5Y3/3黒色粘質土
ややしまりあり民が混じる
径1回以下の円磁を含む
V届(10Y5/1灰色粘質シルド)
プロックを含む

。 2m 

(S=1/50) 
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三全対2 B' 

主持 土続

格寸~5叫片」一三
..... ， JI'環:ta

B 

6.40m 

6 2.5Y2/1黒色粘質土やや暗色民が混じる礁を含まず
7 2.5Y3/1黒褐色粕質土やや暗色践が混じる磁を含まず

V居 (10Y5/1灰色粘質シルト)プロックを多く含む
8 5Y4/1灰色粘質シルトややしまりあり礁を含まず黒土プロックを含む
9 2.5Y2/1黒色粘質土ややしまりあり炭が混じる積を含まず

V居 (10Y5/1灰色鮎質シルト〉プロックを多く含む
10 5Y2/1黒色粘質土ややしまりあり炭が混じる粛を含まず

V居 (10Y5/1灰色鮎質シルト〉プロックを多く含む
11 5Y4/2 灰オ~-プ砂質土と2.5Y2/1 黒色粕質土との混在
12 2.5Y2/1黒色粘質土ややしまりあり民が混じる磁を含まず

A-A・，8-8'土色

1 5Y4/1灰色粘質土 I凪層
:1 2.5Y3/2 オ~-プ黒色粕質土 Ib居
3 2.5Y3/1 オ~-プ黒色粕質土やや暗色

ややしまりあり炭がま己る径3回以下の同様が少し混じる
V層 (IOY5/1灰色粘質シルト)プロックを含む

4 2.5Y2/1黒色粕質土ややしまりあり炭が混じる棋を含まず
V層 (10Y5/1灰色粘質シルト〕プロックを含む

5 2.5Y2/1黒色粕質土ややしまりあり炭が混じる棋を含まず
V層 (1目Y5/1灰色粘質シルト〕プロック多〈含む
上面にうすく炭化物が堆積するところありこれがひとつの床面

0' D 
6.印刷 } 

- a 2 

C' 0 
6.50m 

-・『 2m 

c-c' ，0-0'土色

1 2.5Y2/1黒色土しまる粘性あり鉄分枕着あり炭化物散在してわずかに含む 7.5Y4/1灰色土のプロック'40蝿含む
:1 2.5Y3/1黒褐色土しまる粘性あり鉄分沈着あり lのプロックZ側含む 7.5Y4/1灰色土のプロックわずかに含む
3 2.5Y3/1黒褐色土しまる粘性あり 7.5Y4/1灰色土のプロック筑班含む

(8=1/50) 

。
T 

女，281一伊て

S8525遺構図国 1856

里竺士4ζ16278

10側

(8=1/4) 

。
ャヰー三王認79マ

S8525遺物実測園

SB526 (遺構:園 1858)

検出状況東部西側南寄りの竪穴住居跡密集域に位置する。遺物包含層掘削後、幅約O.lmの溝を 2条

検出し、それらがほぼ直角をなす位置関係になるため、竪穴住居跡の壁溝とした。検出した溝は隅部

が確認できず、断続的であった。なお、北側はSB525に切られる。

東側半分ほどが調査区域外になるため全形は不明であるが、およそ方形を呈すると考えられる。形状

また、壁溝はつながっていないため、隅部の状況は不明である。

平坦であり、貼床(整地土)、炉跡は確認できなかった。直角をなす位置関係にある壁溝の内側

で、小穴を 5基検出した。そのうち、 Pl、P2、P5は掘形が深く、 PlとP5では土層断面で柱痕跡を確認

床面

した。平面的な位置関係から、 PlとP2が柱穴と考えられる。

遺物出土状況 小穴から土器19点、壁溝から土器28点が出土した。しかし、いずれも細片であり、図

示していない。

刊期のSB525に切られるため、刊期以前と考えられる。時期
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土)、炉跡は確認できなかった固床面にて壁溝及び2基の小穴を検出した。壁溝は確認した範囲では途

切れることなく全周しており、底面はほぼ平坦である。 Plは浅いものの、北東隅部との位置関係から

住穴の可能性がある。

遺物出土状況埋士中から土器242点、小穴から土器4点、壁構から士器20点が出土した。埋士中の

出土土器はV期~四期の細片が多く、わずかに I期の遠賀川系土器

片が含まれる。また、 PlからV期の壷A類 (6282)の口縁部片が出

土した.

出土遺物 6282はV期壷Ala類。口縁端部を下方に拡張する。端部

には擁凹線が認められ、内面には羽状文を施文する。

時期 Pl出土遺物の時期からV期と考えられ、刊期には埋没したと

考えられる。

SB528 (遺構:図 1861、遺物:園1862)

検出状況東部西側中央の遺構密集域

に位置するo V層上面において検出し、

平面形は明瞭であった。竪穴住居跡の

東側を検出したが、西側の隣接する調

査区では確認できなかった。

形状南北長約4.4mで隅丸方形状を呈

する。北東隅に比べて南東隅は丸みが

顕著であり、東辺はほぼ直線的にのびる。

深さは約0.2mで、壁面の傾斜は急であ

る。

埋土 5層に分層した。 1--3層が覆士、

4・5が掘形埋土である。覆土には炭

化物が混入しているものの、その成因

は不明である。

1 2.町3/1 黒褐色粘質土
ややしまりあり
炭が混じる磁を含まず

A' 

2 2.町3/1 黒褐色枯質土やや暗色
ややしまりあり 炭が混じる
径3cln以下の円離を少し含む

3 2.町3/1 黒褐色粘質土やや淡色

。 10棚

(8;;;1/4) 

園1860SB527遺物実演l園

B 
8.80m 

Pl 日'

可ヨー

6.80m 

D 
6.80m 

1 5Y2/1 黒色粘質土
ややしまりあり
炭が混じる穫を含まず

2 5Y2/1 黒色粘質土
やや暗色ややしまりあり
積を含まず

P4 P2 c 

官三重也

1 2.6Y3/1 黒褐色粘質土
ややしまりあり
炭が混じる磁を含まず
灰色土プロックを多く含む

2 2.6Y2/1 黒色粕質土
ややしまりあり
炭が混じる磁を含まず

3 2.6Y4I1 灰色粕質土
ややしまりあり 礎を含まず
黒色土プロックを少し含む

4 1.6Y4I1 灰色~li'Þ質土
ややしまりあり 讃を含まず
黒色土プロックを含む

5 2.6Y3/1 黒褐色粘質士
ややしまりあり
炭が混じる磁を含まず
灰色土プロックを含む

6 1.6Y4I1 灰色砂質土
ややしまりあり 礎を含まず
黒色土プロックを含む

P3 0' 

ー己ァ

床面 ほぽ平坦で、灰色土ブロックを

含む面を床面とした。床面にて4基の

小穴を検出し、そのうちPl、P2、P4は

掘形が深く、壁面の傾斜も急である。

平面的な位置関係から PlとP2が住穴

の可能性がある。なお、壁溝及び炉跡

は確認できなかった。
ややしまりあり 炭が混じる療を含まず

4 2.町3/1 黒褐色粘質土

1 5Y3/1 オリープ黒色粘質土
やや暗色ややしまりあり
磁を含まず

遺物出土状況埋土中から土器389点、

小穴から土器3点が出土した。土器の

時期は羽期--vn期である。

ややしまりあり 畿を含まず
5 5Y4/1 灰色粘質土

V屑 (10Y5/1 灰色粘質シルト〕

ややしまりあり 畿を含まず 。 プロックを含む

(S=I/50) 
園 1861 S8528遺構図

2m 
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SK05740などに切られ、他遺構との重複が著しく平面形は不明瞭であった。

形状 南北長約6固Om、東西長約5.7mの不整隅丸方形を呈する。北側の隅部は丸みが顕著であり、各

辺は北辺を除いてほぼ重線的にのびている。深さは約O.2rnであり、壁画の傾斜は急である。

埋土 5層に分層した。塩土全体に炭化物の混入が認められ、北壁から西壁にかけては壁画沿いに斜

めの堆積がある。また、全体的にブロック土が混入することから人為堆積と考えられる。

床面 ほぽ平坦であるが、貼床(整地土)は確認できず、床面にて2基の小穴を検出したロ小穴の埋

土はいずれも単屑であるが、 P2よりも Plが深く、 Plは壁面の傾斜も急である。底面の標高に差があ

るものの、平面的な位置関係から PlとP2は柱穴の可能性がある。なお、壁溝及び炉跡は確認できな

かった@

遺物出土状況埋土中から土器2，137点、小穴から土器2点が出土した。埋土中の土器は細片が目立ち、

時期的にはvn期のものが多いが、わずかに I期の遠賀JII系土器や、 W期の査、費片が含まれている。

出土遺物 6284はVI-vn期壷胴部。やや不明瞭ながら、数条の線刻が認められる。 6285はVlI期幾B3類。

口縁部がくの字に屈曲し、尖り気味の端部をユビナデで形成する。 6286は四期費E類脚部。小型の脚

部が直線的に開く。 6287は刊期高杯G3類脚部。付根から裾部まで脚部が強く聞き、透孔は単孔を 3

方向に配置する.6288は刊期高坪G3c類脚部。裾部が肩平に開き、端部には平坦面をもっ。外面に多

条沈線が認められ、端部には二枚貝による刺突文、多条沈線開には二枚貝による二重連孤文を2帯施

文する。 6289はI期遠賀川系土器の壷。木葉文もしくは速弧文と考えられる文様が認められる。

時期 遺構の重複関係から時期は言及できないが、出土遺物の時期からVlI期と考えられる。

ぞう 0!62叫

6285 6286 

盤、 6289

。 10聞

園 1864 8B529遺物実測園 (8=1/4) 

S呂志30(遺構幽図 186渇)

検出状況東部西側中央の遺構密集域に位置する。北側をSK05631など、西側をSB529など、南側を

SK05720などに切られるように、他遺構との重複が著しく平面形は不明瞭であった。

形状規模は不明であるが、確認できた範囲から平前形は方形の可能性が高い。東辺は霞線的で、南

東隅はほぼ直角に屈曲している。深さは約0.1rnであり、壁面の傾斜はやや急である。

埋土 4層に分層した。思土中央が窪む堆積であるが、ブロック土が混入していることや、遺構の重

複が著しいととから、人為堆積と考えられる。

床面 ほぽ平坦であり、貼床(整地土)、壁溝、炉跡を確認することはできなかった.床面と同じ標高

で多くの小穴を検出したが、掘形の形状及び埋土の状況から PlとP2が柱穴と考えられる。

遺物出土状況 埋土中から土器1，498点、石器類 1点、小穴から土器73点が出土した。土器の時期は
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zil 土器 土棒±器
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日'

様

『一一一一
24 i2 -/ 

明土~j量』号 }J号、
¥， '-一一一ー人 当 r毛主二一一二三ー二ご ' 一一-

14 14 

1 2.M/1黒色粘質土ややしまりあり磁を含まず
炭化材と炭化物を多く含む

22.M/1黒色粘質土やや暗色ややしまりあり碩を含まず
細かい炭化物を多〈含む

32.M/1黒褐色粘質土ややしまりあり磁を含まず
細かい炭化物を多く含む
V層(10Y5/1灰色粘質シルト)プロックを含む

42.5Y4/1灰色粘質土やや暗色ややしまりあり
磁を含まず細かい炭化物を含む
V層(10Y5/1灰色粘質シルト)プロックを含む

52.M/1黒色粘質土ややしまりあり炭が多〈混じる磁を含まず
細かいV届(10Y5/1灰色粘質シルト)プロックを含む

6 5Y4I1灰色粘質土ややしまりあり磁を含まず黒土プロックを含む
72.M/1黒色粘質土ややしまりあり炭が混じる磁を含まず

V層(10Y5/1灰色粘質シルト)プロックを含む
82.M/1黒褐色粘質土やや暗色ややしまりあり炭が混じる離を含まず

径Icm以下のV届(1OY5/1灰色粘質シルト)プロックを少し含む
9 2.5Y2/1黒色粘質土やや暗色ややしまりあり炭が少し混じる磁を含まず
102.5Y2/1黒色粘質土ややしまりあり炭が少しJ混じる榛40を含まず開r2

V層(10Y5/1灰色粘質シルト)プロックを多〈含む
11 5Y4Il灰色粘質土やや暗色ややしまりあり硫を含まず黒土プロックを含む
12 2.5Y2/1黒色粘質土やや決色ややしまりあり炭が混じる撲を含まず

ユ.:' ? 21 

C' 

炭 l~6 I 

口やすこ) ~ 
13 2.5Y3/1黒褐色粘質土やや暗色ややしまりあり炭が混じる磁を含まず

V届(IOY5/1灰色粘質シルト)プロックを含む
14 2.5Y3/1黒褐色粘質土ややしまりあり炭が混じる礁を含まず
15 2.5沼 11黒色粘質土ややしまりあり車両が混じる磁を含まず柱痕跡か?
16 2.5Y3/2黒褐色粘質土固くしまる炭焼土継が混じる

鳴を含まず(上面被熱か?)
1110Y4/1 灰色砂質土ややしまりあ唖炭が混じる積を含まず

黒土プ由ツタを含む
18 2.5Y3/1黒褐色粘質土ややしまりあり炭が混じる硫を含まず

V届(IOY5/1灰色粘質シルト)プロックを多く含む
19 2.5Y3/1黒褐色粘質土やや暗色ややしまりあり磁を含まず
20 2.5Y3/1黒褐色粘質土ややしまりあり炭が混じる硫を含まず

V届(IOY5/1灰色粘質シルト)プロックを含む
21 1.5Y4I1灰色砂質土ややしまりあり炭が混じる

磁を含まず黒土プロックを含む
22 2.5Y2/1黒色粘質土やキ暗色ややしまりあり炭が混じる磁を含まず
23 2.5Y3/1黒褐色粘質土 2やや暗色ややしまりあり炭が混じる

径3cm以下の円離を少し含む
24 2.5Y3/1黒褐色粘質土ややしまりあり炭が混じる礎を含まず。 h 

園 1866 S6531遺構図(1 ) 
(S=1/50) 
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部と北西隅部は丸みを帯び、南東隅部は鋭角気味である。深さは約O.lmであり、壁画の傾斜は比較的

急である。

埋土 24層に分層した。面的な広がりが確認できる埋土は l層と 7層である。埋土上層には焼土ブロ

ックが、埋土全体には炭化物が認められる。住居中央付近では床面よりやや k位で炭化材が面的に広

がっており、材の遺存状態は良くないものの、材の方向は中央から放射状となって出土したものが目

立つ。樹種同定の結果、炭化材の多くはクりもしくはその可能性のある材であった(第6章第7節参

照)。また、炭化材を含む7層にはブロック土の混入が認められる。

床面 ほぽ平坦であり、貼床{整地土)は確認できなかった。床面にて 9基の小穴と壁溝、溝などを

確認した@平面的な位置関係から Pl~ P4が柱穴と考えられ、そのうち Pl と P4では士層断面で柱痕跡

を確認した。東壁と南壁沿いでは溝状の浅い遺構を確認し、壁溝の一部と判断した。 SD1と SD2は浅

い溝状遺構で、 P9はSDlとSD2の間にある小穴である。 P9の検問時の平前形は明瞭で、底商は凹凸が

ある。土器がまとまって出土し、土器とともに亜円磯も出土した。なお、炉跡は確認できなかった。

遺物出土状況埋土中から土器3.315点、石器類1点、種子類 1点、小穴から土器218点、壁溝から土

器13点、 SD3とSD4から土器7点が出土したe 住居の北西隅部では、床面直上において羽期~刊期の

壷D類 (6296)が逆位で出土した。また、 P9の中央やや南寄りから台付衰の脚部片が出土した。出土

土器はVI期~河期のものが多く、わずかに四期~医期のものも出土したが、混入と考えられる。

紹531遭抽出土状混園

E " 
J南-、d 省a咽f--

8 ¥¥ ¥1 一ι
l..:~，，"，母

」一円 ‘きが .. 
""i 1 __!i_ 

. 唖 J
申哩9¥.叫

唖 S ae噛 L 
唱酔

-Af宅s3t6語ad、t 

e 。
iとニごイー¥

一予/ 壁漕2
¥ぞ'

。 2m 

(S=1j5D) 
図 1868 SB531遺構図 (3)
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直立し、顕著な平坦函を形成する。外商には刺突文が認められる。日縁部内面には焼成前穿孔が 1孔

認められる。胸部外面にはハケ後ミガキ調整が認められる。 6297はK期壷。柳ケ坪型壷で、口縁部内

面及び端部に羽状文が認められる。 6298はK期鉢。口縁部下段が外反し、屈曲して上段がさらに強

く外反する。外面に一部煤が付着する。 6299はVI期-w期高杯D4類。口縁部が大きく開き、端部に

顕著な平坦面を形成する。内面には多条沈線を施文し、その間にヘラによる山形文1帯及びヘラによ

る菱形文 1帯を加えるロ 6300は刊期高部G3c類。脚裾部が平坦に開き、端部に平坦面を形成する。裾

部上面には多条沈線を施文し、その聞にクシによる山形文3帯を加える。 6301、6302は羽期~河期

手短ね土器E類。 6301は高杯脚部を模したと考えられ、裾部が外反する， 6302の脚部は短く、大き

く聞く。 6303は土製品。円盤状を量し、中心に穿孔が認められる。胎土・調整からV期-w期の可能

性がある。

時期 出土遺物の時期から、羽期-w期と考えられる。

58532 (遺構闘図 1870、遺物:図 1871)

検出状況東部西側中央の遺構密集域に位置し、南側は調査区域外にのびる。 SDll07とSK05746に切

られ、北側でSB533を切る.平面形は不明瞭であった。

形状 東西長約4.2mの不整方形を呈する。各辺ともに直線的にのびるが、北西隅部は大きく湾曲して

いる。深さはO.1m未満であり、壁面の傾斜は急である。

埋土 2層に分層した。いずれもブロック土の混入が認められ、人為堆積と考えられるe

床面 ほぽ平坦であり、貼床(整地士)は確認できなかった。床面にで 5基の小穴を検出し、そのう

ちP1では柱痕跡を確認した。底面の標高に差があり、掘形とややずれているが、平面的な位置関係か

らP1-P4が柱穴と考えられる。なお、壁溝と炉跡は確認できなかった。

遺物出土状況 埋土中から土器2，695点、石器類 1点、小穴から土器149点が出土した。出土土器はVI

期~刊期のものが多く、わずかに四期-lX期のものも出土した。住居南側では土器がまとまって出土

し、 P3検出面にて壷J類 (6306)と饗E類 (6310)が横位で、高杯坪部 (6316)が正位で出土した。

また、 P3から鉢B類 (6314)が出土した。

出土遺物 6304は羽期-w期資A5類。口縁部が内湾し、端部付近を肥厚して上下に拡張する。口縁

部内面には羽状文を施文し、端部には擬凹線が認められる。 6305はVI期~羽期査。頚部直下には直

線文を施文し、その下方に山形文状の刺突文が認められる.胴部は球形を呈し、底部は平底でやや突

出する。器面調整はミガキを基本とし、内外商ともに部分的に煤が付着し、破断面にも煤が付着する。

6306は羽期-w期壷11類。口縁部が短く外傾し、やや内湾する@胴部最大径は上方に位歯して肩部

が張り、底部は平底である。外商は全面にミガキ調整を施すa 器商の一部に煤が付着する。 6307は刊

期壷A類。胴部上半に幅広の直線文を2帯施文し、その問に山形文が認められる。 6308は羽期褒D1a

類。口縁部の屈曲が明瞭で、上段が短く外反して内傾面を形成する。外函には刺突が認められる.

6309はVI期-w期褒D類。器函には粗いハケ目が残る。 6310はVI期-w期褒E5類。日縁部が短く内

湾し、端部を丸くおさめる@胸部最大径は上方に位置して肩部が張り、脚部がハの宇に開く.器面に

は粗いハケ目が残り、煤が付着する。 6311は四期費B3類。口縁部がくの字に屈折し、口縁部が重線

的に外傾する@頚部には口縁部形成時の貼付痕が認められ、端部には断続的なナデによる平坦面を形
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はミガキ調整を施すロ内面には多条沈線を施文し、その聞にヘラによる連弧文が認められるが、器面

の摩耗が著しく、文様は不明瞭である。

時期 出土遺物の多くは羽期~四期であり、 P3からもほぼ同時期の遺物が出土した。羽期~刊期の

SB533を切ることから、 vn期-vm期と考えられる。

/議
総写6304

6315 

6311 

SB533 (遺構:園 1872、遺物:園 1873)

6307 

6316 

¥警医::::1s314 

\季塗fZ.~
園 1871 SB532遺物実測園

010cm  

(S=I/4) 

検出状況 東部西側中央の遺構密集域に位置する。南北方向に直線的にのびる溝2条(壁溝 1、2)

を検出し、その内側に柱穴を確認したため、竪穴住居跡と判断した。検出面において壁溝が見えてお

り、埋土は削平されたと考えられる。北東側をSB531に、南東側をSB532に切られている。

形状 南北辺は確認できていないが、東西2条の壁溝の配置から、隅丸方形状と考えられる。なお、

壁溝聞の距離は約5.2mである。

床面 壁溝聞において3基の小穴を検出した。いずれも掘形が深く、壁画の傾斜は急であり、平面的

な位置関係から柱穴と考えられる.また、 PlとP2では住痕跡を確認した.なお、貼床(整地土)と炉

跡は確認できなかったロ

遺物出土状況柱穴から土器41点、壁溝から土器7点が出土した。いずれも羽期-vn期の小片である.

出土遺物 6318は刊期壷H2b類。口縁部外面に多条沈線を施文し、その聞にヘラによる山形文、刺突

文を加える。内外面ともにミガキ調整を施す。 6319はVI期~刊期嚢A4類。口縁端部が強く内湾し、
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262 第5章東部域の調査成呆

端部は尖り気味であるロ

時期 VI期~四期のSB531に切られるが、出土

遺物の時期からVI期~四期と考えられる。

メ〉-JFす 1;

園 1873 SB533遺物実測園

SB534 (遺構;図 1874-1876、遺物;図 1877)

検出状況 東部西側中央の竪穴住居跡密集域に位置し、北側が調査区域外にある。 V層上面における

検出であり、遺構の重複が著しいため平面形が不明瞭であった。北東側でSB536に、中央東寄りで

』
川

Uト

+i

回

目
白
ロ
ヨ

問。
z 

SB536 

片箆tp:

-@P1 
~ 

P10 Yラ/

• 

C' 

壁溝5 。
A 

SK05922 

A 
6.80巾

L ニーi2 t-------d一一ーしぶ
A' 

1 2.町3/1黒褐色粘質士ややしまりあり磁を含まず V眉(10Y5/1灰色粘質シルト)プロックを含む
2 2.町3/1黒褐色粘質士やや暗色ややしまりあり援を含まず V居(IOYS/l灰色粘質シルト)プロフクを含む
3 2.町2/1黒色粘質士ややしまりあり炭が混じる磁を含まず V居(IOYS/l灰色粘質シルト)プロフクを少し含む
4 2.5Y3/1黒褐色枯質土やや暗色ややしまりあり離を含まず制かいV層(lOY5/1灰色粘質シN ト)プロックを含む
5 2.5Y3/1黒褐色枯質土やや暗色ややしまりあり炭が混じる療を含まず
6 2.5Y3/1黒褐色枯質土ややしまりあり炭が混じる離を含まず V層(lOY5/l灰色粘質シルト)プロックを多く含む
7 2.5Y4/Z暗灰黄色粘質土ややしまりあり 径3回以下の同様を含む(撹乱) 。 2m 

園 1874SB534遺構図(1) (S"1/5ω 
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264 第5章東部域の調査成呆

SD1122に、南西側でSK05922に切られ、南側でSB535を切る。

形状 東西長約5.2mで、南北に長い長方形を呈する.確認できた3辺は直線的で、南西隅部はほぼ直

角であるが、南東隅部は丸みを帯びる。深さは約O.1mであり、壁画の傾斜は比較的急である。

埋士 7層に分層した。埋土中にプロック士の混入が多く、層界の凹凸もみられるため人為堆積と考

えられる.なお、埋土掘削中に北西部の床面近くで炭化物の広がりを確認した。

床面 ほぽ平坦であり、貼床(整地土)は確認できなかった。床面上で小穴22基と壁溝を含む溝状

P15 

一
T
U

R 

1 2.5Y3/1黒褐色粘質土 やや暗色ややしまりあり
民が少し混じる鳴を含まず
V層(10Y5/1灰色粘質シルト)プロックを少し含む

両 3~-

1 2.5Y3/1黒褐色粕質土ややしまりあり
脱が混じる鳴を含まず
細かいV層(10Y5/1灰色粘質シルト}
プロックを多く含む

2 2.5Y3/1黒褐色粕質土やや淡色
脱が混じる鳴を含まず
径1回以下のV層(10Y5/1灰色粕質シルト)
プロックを多く含む

3 7.5Y4/1灰色砂質土
ややしまりあり離を含まず
黒土プロックを含む

P21 

以

P16 P17 

1 2.5Y3/1黒褐色粘質士ややしまりあり
炭が混じる棋を含まず
V層(10Y5/1灰色粘質シルト)プロックを含む

1 2.町2/1黒色粘質士ややしまりあり
炭が混じる療を含まず

22.町3/1黒褐色粘質士ややしまりあり
炭が混じる療を含まず

P19 P20 
V 

7.00m 

v W 

7.00m 

W 

__j[J2 むまd

1 2.5Y2/1黒色粘質土
やや淡色ややしまりあり
炭が混じる磁を含まず
V層(IOY5/1灰色粘質シルト)
プロックを多く含む

2 5Y4/1灰色砂質土
ややしまりあり積を含まず

1 2.5Y2/1黒色粘質土ややしまりあり炭が混じる離を含まず
V届(10YS/l灰色粘質シルト)プロックを含む

2届Y2/1黒色粘質土ややしまりあり炭が混じる礁を含まず
V届(10YS/l灰色粘質シルト)プロックを含む

3届Y2/1黒色粘質土やや淡色ややしまりあり炭が混じる磁を含まず
V届(10YS/l灰色粘質シルト)プロックを含む

4 5Y6/2灰オPープ色粘質土ややしまりあり離を含まず
黒土プロフクを含む

5 5Y6/1灰色秒質土やや淡色ややしまりあり積を含まず
黒土プロフクを少し含む

壁溝5 壁溝1P22 
Y Y' 

6.BOm.....ーてこEフ一一
Z 

7.∞m 
Z' 

1 2.5Y2/1黒色粘質土ややしまりあり
炭が混じる視を含まず
V層(lOY5/1灰色結質シルト)プロックを少し含む

2 2.5Y3/1黒褐色粘質土ややしまりあり
炭が混じる視を含まず

壁満6壁溝2

・ a
?目。

m『，1 .2 

1 2.5Y2/1黒色粘貧土やや茶色ややしまりあり
炭が混じる積を含まず

V居 (10Y5/1灰色粘質シルト)プログクを含む
2 2.5Y2/1黒色粘貧土やや茶色ややしまりあり

炭が混じる積を含まず

V居 (10Y5/1灰色粘質シルト)プログクを含む

壁溝S
d d' 

6.80町L-....，，:←

1 2.5Y2/1黒色粘質土やや茶色ややしまりあり
炭が混じる礎を含まず
V屠 (10Y5/1灰色粘質シルト)プロックを含む

ーー、
Mγ ーす

1 2.5Y3/1黒褐色粘質土
ややしまりあり炭が少Lおじる
V層(10Y5/1灰色粘質シルト)プロッタを含む

1 2.5Y3/1黒褐色粘質土ややしまりあり炭が混じる
直属を含まず V層(10Y5/1灰色粘質シルト}プロックを青む

2 2.5Y3/1黒褐色粘質土やや淡色ややしまりあり炭が混じる
直属を含まず V層(10Y5/1灰色粘質シルト}プロックを青む

壁溝3壁溝7
b b' 

7.。命"
ー占...b-ー

釦1 壁溝4

1 2.5Y2/1黒色粘質土ややしまりあり
炭が混じる磁を含まず
V層(lOYS/1灰色粘質シルト)プロックを含む

2 2.町 3/1黒褐色粘質土ややしまりあり
炭が混じる磁を含まず
V層(lOYS/1灰色粘質シルト)プロックを含む

壁溝9

c 

d占盟
........... 、、 S防35-S01

1 2.5Y3/1黒褐色車由貿士ややしまりあり
炭古切か1.-混己る離を含まず
V届(10Y5/1灰色粘質シルト)プロックを多く含む

2 2.5Y3/1黒褐色車由貿士やや暗色ややしまりあり
炭が湿巴昌碩を含まず
V届(10Y5/1灰色粘質シルト)プロックを含む

3 2.5Y2/1黒色粘質士ややしまりあり
炭が混じる磁を含まず
V届(10Y5/1灰色粘質シルト)プロックを少し含む

。
6.80r和一~

• e' 

7∞m 

一~ 。 伽

1 2.5Y3/1黒褐色粘質土ややしまりあり療を含まず
V層(10Y5/1灰色粘質シルト}プロックを含む

園 1876 SB534遺構図 (3)

(8=1/50) 
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266 第5章 東部域の調査成果

遺物出土状況 埋土中から土器10点、壁溝から土器8点が出土した。大半がVI期.......vn期の小片だが、

わずかにV期のものも出土している。しかし、いずれも細片であり図示していない。

時期 VI期.......vn期のSB534に切られることから、それ以前と考えられる。

y 

£ρρρps削防即制3ω4
@ 邸蜘削附34仰4付Pl

Q 

。
錨~ö f5JÕ

θ♀18 

B' 

S8534-Pl0 

SB534 

E 

場2 。

盛潟2 D 

B存」h-1
壁溝1 c 

7.∞m 

ー斗ー
7蜘'J，

1 2.5Y5/1灰黄色砂貧土
ややしまりあり
V屠(10YS/l灰色結質
シルト)プロック・県土プロッ
クを含む

SDl ~ 

1 2.5Y3/1黒色給寅土やや
しまりあり炭が混じる
径3個以下の円療を多〈含む

1 SBo34・SDl坦土

1 5Y5/2灰色オPープ色紗貧土
ややしまりあり黒土プロックを含む

E 
6.8Om ..J.，. ~謹一 2 58534マ.114坦士

3 2.5Y2I1緑色結質士ややしまりあり
炭が混じる磁を合宮ず
V周(10Y6/1灰色粘質シルト)プロァクを少し含む

園 1878 5B535遺構図

12.5Y3/1黒褐色粘質土 ややしまりあり
』闘が少し混じる棋を含まず
V層(10Y5/1灰色粘賀シ凡，ト}プロックを多く含む

。 211 

(S=1/60) 
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268 第5章東部域の調査成呆

~四期の費 (6329)とともに砥石 (6331)が正位で出土した。また、埋土中からヒスイ製の勾玉 (6332)

も出土した。埋土中の土器は散在して出土し、百期-Vll期のものが多い。

出土遺物 6327は羽期~四期壷。胴部内面には粗いハケ目が残る。外面にはハケ及びナデによる調整

を加えるものの、輪積み痕が明瞭に残るなど雑な作りである。底部はやや小さく、中央が大きく窪む。

6328はVI期~四期壷A5類。口縁部を下方に大きく拡張し、内面には羽状文、端部平坦面には擬回線

を施文する。端部には赤彩を施す。 6329はVI期~四期費B2類。口縁部が強く外反して端部を丸くおさ

め、外面には煤が付着する。 6330は羽期~河期高杯C3c類。口縁部が内湾し、肥厚する内面に多条沈

線が認められる。 6331は砥石。肩平な円礁の表裏面を砥面として使用し、大きく窪んでいる。側面に

は多数の敵打痕が残り、表面下方に幅約0.6cmの溝状の窪みがある。 6332はヒスイ製の玉類。不整形

を呈し、穿孔の断面形は円錐状である。

時期 VI期~刊期のSB534を切るが、出土遺物の時期から羽期~四期と考えられる。

εヨ E三~ V6328 

可一刻万二:(~-<<':29

¥ 
園 1880 SB536遺物実測図

SB537 (遺構:図 1881・1882、遺物:園1883，...1885) 

-0-m G 
ιb 6332 

05cm  

(6332:S=1/1) 

01Ocm  

(S=1/4) 

検出状況 東部西側中央の遺構密集域に位置し、 SB538とSB540に切られる。本遺構周辺は、複数の

竪穴住居及び方形周溝墓の溝が重複し、平面形は不明瞭であった。なお、底面でSK05384を検出した

が、遺物の出土状況から、 SK05384は本遺構より後出する可能性が高い。

形状 北西一南東長約5.6m、北東一南西長約5.lmで、東西方向にやや長い不整方形を呈する。南東

辺は直線的だが、南西及び北西辺はやや蛇行する。深さは約0.2mであり、壁画の傾斜は急である。

埋土 4層に分層し、埋土全体に炭化物が混入する。また、中層以下にブロック土を含むととから、

人為堆積と考えられる。

床面 ほぽ平坦であり、貼床(整地土)は確認できなかった。床面上にて17基の小穴を検出した。い

ずれも土層断面で柱痕跡は確認できなかったが、 P13とP16は他の小穴よりも深く、壁画の傾斜も急

である。しかし、平面的な位置関係から柱穴を想定するのは困難である。なお、壁溝と炉跡は確認で

きなかった。

遺物出土状況 埋士中から土器6，457点、炭化材・炭化物1点、石器類8点、小穴から土器96点が出
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270 第5章東部域の調査成呆

土した。中央南寄りの床面上ではV期の壷J類 (6334)が口縁部を上にしてほぽ完形で出土し、その

横からV期の壷A類 (6333)の口縁部片が出土した。土器はV期~刊期のものが多く、わずかに咽期

やE期のものが混入する。なお、 SK05834出土遺物との接合は確認できなかった。

出土遺物 6333'" 6346は壷。 6333はV期査A1a類。口縁部が大きく外反し、端部を下方に拡張して

平坦面を形成する。口縁部内面には、端部際に刺突文を施文し、その内側に円形刺突文を配する。端

部平坦面にはクシによる羽状文を施文し、 3条 1組の棒状浮文を複数個所に貼付する。内面にはミガ

キ調整を施し、外面にはナデ、ハケを施す。頚部には貼付突帯が認められる。頭部の突帯直下に直線文、

波状文が認められる。 6334はV期査11類。口縁部が短く直線的にハの字に聞き、端部に顕著な平坦面

を形成する。底部を欠損するが、胴部最大径の肩部が強く張る。胴部下半の一部に煤が付着する。 6335、

6336はV期壷K類。 6335は頭部が長く直立し、口縁部が外反する.端部際の内外面にはナデによるわ

ずかな凹面が認められ、端部には外傾する平坦面を強いナデによって平坦に仕上げる。 6336は口縁部

が外反し、端部を大きく下方に拡張して端部に顕著な平坦面を形成する。端部には揮回線が認められ、

その上に円形浮文を貼付する。端部及び口縁部外面は、被熱のためか赤色化している。胎土から生駒

西麓産の可能性がある。 6337はV期壷。脚部がハの字に聞き、裾部が外反する。 6338はV期~羽期壷

A類.胴部上半に刺突文帯と直線文帯が交互に施文される。 6339はV期......VI期壷A1a類。ロ縁部が直

線的に外傾し、端部を下方に拡張して顕著な平坦面を形成する。口縁部内面には、端部側からクシに

よる羽状文2帯、直線文帯、クシによる羽状文2帯の順に施文される。端部には擬回線を施文し、 2

本 1組の縦位の棒状浮文を貼付する。 6340はV期~羽期査B2a類。頭部が胴部から直立気味に立ち上

がり、口縁部が大きく外反して端部に顕著な平坦面を形成する。 6341はV期......VI期壷。底部は小さく、

G 

6.ωm 

P7 P6 

暗環
八 2

1 2.5YZll黒色粘質土

G' 

ややしまりあり環を含まず
V屠 (lOY5/1灰色粘質シルト)
プロックを含む

2 5Y2/1黒色粘質土
ややしまりあり礎を含まず
V屠 (lOY5/1灰色粘質シルト)
プロックを少し含む

3 5Y2/1黒色粘質土
やや淡色ややしまりあり

炭が混じる E障を含まず
V屠 (lOY5/1灰色粘質シルト)

プロックを多く含む

P12 

6.60m~台'---.r-"

1 2.5Y3/1黒褐色粘質士
やや暗色ややしまりあり
炭が混じる棋を含まず

2 IOY4/1灰色砂質士
ややしまりあり棋を含まず
黒土プロックを含む

P13 P15 

P9 Pl0 Pll P14 

6.6お 23FI

ロ主ヰJ

J J' 

1 5Y2/1黒色粘質土やや暗色ややしまりあり
民が混じる磁を含まず

6.60m 

V層(lOY5/1灰色粘質シルト)プロックを少し含む
2 5Y2/1黒色粘質土やや暗色

ややしまりあり磁を含まず
V層(lOY5/1灰色粘質シルト)プロックを多〈含む

3 5Y2/1黒色粘質土やや暗色ややしまりあり
民が混じる磁を含まず
V層(lOY5/1灰色粘質シルト)プロックを含む

4 5Y2/1黒色粘質土やや淡色
ややしまりあり磁を含まず
V層(lOY5/1灰色粘質シルト)プロックを多〈含む

P16 P17 

しム会ムJ

1 5YZll黒色粘貧土
ややしまりあり炭が少L混じる
E離を含まず
V層(lOY5/1灰色粘質シルト)
プロックを少し含む

1 5Y3/1オリーブ黒色粘質土
ややしまりあり襖を含まず
V層(lOY5/1灰色粘質シルト)
プロックを含む

K' K' L じ M 

6.6Om 

M' 

6.ωm 

~ 

1 5Y2/1黒色粘質土
ややしまりあり離を含まず
V届 (IOY5/1灰色粘質的レト)
プロックを含む

じJL0

1 2.5Y2/1黒色粘貧土やや暗色ややしまりあり
炭が混じる模を含まず

レ~

V届(lOY5/1灰色粘質シルト}プロックを少し含む 15Y2/1黒色粘質土ややしまりあり炭が混じる積を含まず
2 5Y2/1黒色粘質土ややしまりあり V層(lOY5/1灰色粘質シルト)プロックを少し含む

炭金主少し混じる磁を含まず 2 5Y3/1刺ープ黒色粘質土やや暗色ややしまりあり喋を含まず
V届(10Y5/1灰色粘質シルト}プロックを含む V層(lOY5/1灰色粘質シルト)プロックを多く含む

3 5Y4/1灰色粘質土やや暗色ややしまりあり磁を含まず
V層(lOY5/1灰色粘質シルト)プロックを含む

。
園 1882 8B537遺構図 (2)

(5;;;1/50) 
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中央に窪みが認められる。胴部下半は直線的に外傾し、最大径の肩部が強〈屈曲するロ 6342はVI期~

四期壷B2a類@口縁部が大きく外反し、端部に顕著な平坦面を形成する。 6343は羽期~刊期壷B類.

底部は平底で、胴部下半の外面には粗いハケ目が残り、一部に煤が付着する。内面にはハケ後ナデを

施し、輪積み痕が残る。 6344はVI期-vn期壷H3類。口縁部が直線的に外傾し、端部付近がやや内湾す

る。 6345、6346はVI期~刊期壷。 6345は底部が一部残存し、胴部外面にはミガキ調整を施し、内面に

は粗いハケ目が残る。 6346は底部が平底で、外商は磨耗が進行しているため、文様や器商調整につい

ては不明である。内面にはハケ及びナデ痕が認められる。

6347 -6368は要。 6347はN期蜜D類。口縁部が短く外反し、端部を外方に拡張して顕著な平坦面

を形成する。平坦面上には3条の凹線が認められる。頚部には刺突文を施文し、外面には一部に煤が

付着する。 6348はV期費A1類。口縁部が外反し、端部が屈曲してほぼ直立する。外面には刺突を加

え、類部には直線文が認められる。 6349、6350はV期費A2a類。頚部が直立気味で、口縁端部がナデ

によって短く屈曲する。端部には平坦面を形成し、外面には刺突を加える.6350は頚部以下に直線文

を施文し、それ以下に刺突文が認められる。 6351はV期費A2b類。口縁部が外反し、端部が短く屈曲

して直立する。端部下端には刺突を加え、頚部以下には直線文、刺突文が認められる。 6352はV期費

A類.頭部直下にクシによる直線文、その下方にやや雑な波状文が認められる。 6353、6354はV期要

B1b類。口縁部が短く外反し、端部には顕著な平坦菌を形成する。 6353は胴部に文様は認められず、

外面はハケ調整を基本とする。内面にはナデ及びケズリが認められ、底部は平底で穿孔が認められる@

胴部最大径は上から 3分の lほどの上方に位置し、肩部が張る。外面には煤が付着する。 6354は頚部

直下に刺突文を施文し、ぞれ以下にはハケ目が残る。内面にはケズりが認められる。 6355はV期覆

A2a類。口縁部が外反し、端部がナデによって短く屈曲する。端部には平坦面を形成し、外面には刺

突を加える。頚部には直線文、下方に刺突文が認められる。 6356はV期繋A2b類。口縁部が外反し、

端部がナデとともに屈曲しでほぼ直立する。端部にはわずかに平坦面を形成し、外面には刺突を加え

る。頚部以下には幅広の直線文及び刺突文が認められ、一部に煤が付着する。 6357はV期-VI期費

A3類。口縁部が外反し、端部がやや屈曲して内湾する。外面には刺突を加え、頚部には直線文が認

められる。 6358はV期-VI期費B2類@口縁部が短く外反し、端部には強い平坦面を形成して沈線状

となる。内外商ともにナデ調整を施し、外面には煤が付着する。 6359はVI期-vn期褒A2b類。口縁部

が大きく外反し、端部がナデによって短く屈曲する。端部には平坦面を形成し、外面にも直立する平

坦面を形成する。頚部がやや肥厚する。 6360はVI期~刊期費A4類。口縁部がくの字に屈折し、端部

付近が内湾する。胴部外面には粗いハケ目が残り、煤が付着する。 6361はVI期~羽期蜜A3類。口縁

部がくの字に屈折し、端部付近がナデによって強く屈曲する。端部はほぼ直立して受口状を呈し、わ

ずかな平坦商を形成する。胸部に文様は認められず粗いハケが残り、煤が付着するa 脚部がハの字に

聞き、接地面が平坦である.6362、6363はVI期-vn期褒B2類。内外面ともにハケ調整を施す。胸部

外函には煤が付着する。 6362は口縁部がくの字に屈折し、長く開いて端部に平坦面を形成する.

6363は口縁部がなだらかに外反し、端部に平坦面を形成する。 6364、6365はVI期~四期費B4類。口

縁部が比較的長く屈折外反し、端部を丸くおさめる。 6364はI岡部外面に粗いハケ目が残り、煤が付着

する。内面にはケズリが認められる。胎土には比較的大きい砂粒が認められる。 6366は羽期~羽期褒

E4類。口縁部が短く外反し、端部を丸くおさめる@外面には一部に煤が付着する。 6367はvn期費E3類。
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6366 
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国 1884 SB537遺物実測固 (2)
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1 2.5Y2fl黒色粘質土ややしまりあり穫を含まず(植物痕?)
2 2.5Y2fl黒色粘質土やや淡色ややしまりあり積を含まず
3 2.5Y3fl黒褐色粘質土ややしまりあり炭が少し混じる擦を含まず
4 2.5Y3fl黒褐色粘質土やや暗色ややしまりあり炭が少し混じる礎を含まず
5 2.5Y3fl黒褐色粘質土やや暗色ややしまりあり炭が少し混じる擦を含まず
6 5Y3/1オリ}プ黒色粘質土やや茶色ややしまりあり炭が少し混じる擦を含まず
7 2.5Y3fl黒褐色粘質土やや暗色ややしまりあり炭が少し混じる擦を含まず
8 5Y2/1黒色粘質土やや茶色ややしまりあり炭が少し混じる礁を含まず

V層(IOY5/1灰色粘質シルト)プロックを少し含む
9 2.5Y2fl黒色粘質土ややしまりあり炭が少し混じる穫を含まず

V層(IOY5/1灰色粘質シルト)プロックを少し含む
10 2.5Y2fl黒色粘質土 やや淡色ややしまりあり炭が少し混じる擦を含まず

V周(IOY5/1灰色粘質シルト)プロックを少し含む
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1 5Y2/1黒色粘質土
やや淡色ややしまりあり
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V層(10Y5/1灰色粘質シJレト)
プロyクを含む

1 5Y2/1鳳色粘賀士
やや明色ややしまりあり
炭が少し混じる棋を含まず
V層(IOY5/1灰色粘質シルト)
プロックを含む

1 2.5Y2fl黒色粘質土
やや暗色ややしまりあり
占誌が少し混じる磁を含まず
V屠 (lOY5/1灰色粕質シルト)
プロックを少し含む

1 5Y2/1黒色粘質土
やや明色ややしまりあり碩を含まず

2 5Y3/1オ日ープ黒色粘質土
ややしまりあり磁を含まず。

園 1886 8B538遺構図(1)
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2 5Y3/1オロープ黒色粘質土
やや暗色ややしまりあり
礁を含まず
V層(10Y百/1灰色粘質シルト)
プロックを含む

3 5Y3/1オリープ黒色砂質土
やや粘性ありややしまりあり
礁を含まず
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1 2.5Y2/1緑色粘質土
ややしまりあり炭が混じる
礁を含まず
V屠(lOY5/1灰色粘質シルト)
プロックを含む
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1 2.5Y2/1黒色粘質土
ややしまりあり裂を含まず
V層(lOY5/1灰色粘質シルト)
プロyタを含む
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3 2.町3/2黒褐色粘震土しまり弱い療を含まず暗援埋土
4 2.町2/1黒色事古賀土やや暗色ややしまる炭が混じる穫を含まず
5 5Y2/1黒色粘質土やや官官色ややしまるl!Itが混じる穫量含まず
6 5Y3/1才Hープ黒色粘質土ややしまる援を含まず
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V層(10Y5/1灰色粘寅シルト}プロックを含む 2 5Y2/1 緑色給費土ややしまりあり穫を含まず
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園1889 S8539遺構園(1)



1 2.5Y2/1黒色粘質土
ややしまりあり炭が混じる穫を含まず
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ややしまりあり炭が混じる磁を含まず

3 7.5Y4/1灰色粘質土
やや暗色ややしまりあり療を含まず
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内
J
一
'圃

勾

a
-j

 

J
一肌

1 5Y2/1 .. 色粘質土ややしまりあり
股が混じる.を含まず
V居(10YS/l灰色粘質シルト)プロフクを少し含む

2 5Y2/1 .. 色粘質土やや首長色
ややしまりあり炭が少し羽じる喋を含まず
V居(lOYS/l灰色粘質シルト)プロックを含む

ι副司

第3節弥生時代後期から古墳時代前期の遺構と遺物 279 

出土状況園

ー-• 
A・

~ 

唖重F

右

，圃

P 

土器
. ..・炭

. ..嫡土

。 2聞

園 1890SB539遺織固 (2)
(S=1/50) 

附14 K6405

yh 

一

Tm
司
口

二

-
2

@ 

Gミb cm“ω 
。 1伐溜1“08 

6407 

(5=1/4) 
02an  

(倒08.倒的:5=1/1)

困1891 SB539遺物実測園



280 第 5章東部域の調査成呆

する。口縁部内面、端部ともにハケ調整を施す。 6399はv[期~刊期壷B2a類。口縁部が強〈外反し、

端部を上下に拡張して沈線を施文守る。 6400はv[期~四期壷G2a類。口縁部が外傾して長く立ち上が

り、端部付近が内湾する。 6401は羽期~刊期壷。器面にはミガキ調整を施し、弧状の線賓jが多数認め

られる。 6402はv[期-VIl期饗A4類。口縁部が屈折し、端部付近がわずかに内湾する。内面はナデ調整

を施すが、外面の作りは雑である。 6403はv[期-VIl期費B2類e 口縁部がくの字に屈折し、端部を丸く

おさめる。 6404はv[期~四期環。脚部を欠損する。外商にはハケ、内面にはハケ後ナデを施すロ外商

に弧状の煤が付着する。 6405はv[期~羽期高杯C類。脚部が付根から円錐状に開き、 2孔 1対の透孔

を2方向に配置する。 6406は刊期壷H2b類。口縁部が外傾して立ち上がり、端部付近が内湾する。口

縁部外面の中位のやや下まで多条沈線を施;文し、その聞にクシによる山形文を 2帯加える。もう一つ

の文様帯は、クシによる羽状文と対向山形文が同じ文様帯に施文される。 6407は砥石。凝灰岩製で、

中央で割れている。砥商は平滑で、上下端部の商には凹凸が認められる。 6408は管玉。縦方向にほぼ

半分に割れており、磨滅が著しい。 6409は丸玉。断面形は扇平で、厚さ 2.5皿を測る。

時期 v[期~四期の SB538 を切るが、埋土や P5 出土遺物の時期からv[期~VIl期と考えられる。

58540 (遺構:図 1892圃 1893、遺物:図 1894)

検出状況 東部西側中央の遺構密集域に位置する.平面形が不明瞭であったため、排水溝壁画を利用

して埋士を確認した@北側でSB537を切っており、南側は調査区域外に及ぶ。

形状 東西長約6.3mで、隅丸方形を呈すると考えられる。各辺は車線的にのび、深さは約O.2mで、

壁面の傾斜は急である。

埋土 18層に分層した。西壁沿いでブロック土を含む土が斜めに堆積している.また、全体的にプロ

ック土の混入が多く、層界の凹凸も認められるととから、人為堆積と考えられる。

床面 ほぽ平坦であり、貼床(整地士)は確認できなかった。床面上にて 17基の小穴を確認し、その

うち、郎、問、 P14では土層断面で柱痕跡を確認した。また、 P11は掘形が深く、壁面の傾斜がほぼ垂

直である。これらのいずれかが柱穴の可能性もあるが、平面的な位置関係から P1-P3の3基を柱穴

と考えた。なお、中央付近にて床面から少し浮いた高さで炭化材が出土したが、炉跡は確認できなか

った。また、壁溝も格認できなかった。

遺物出土状況埋士中から土器8，376点、石器類2点、小穴から土器239点が出土した。 V期~羽期の

土器片が散在して出土し、少量ながらW期のものも出土した。また、 Pl からV期~V[期高旅脚部 (6435)

が、町、 P7、P9からK期褒 (6430~ 6432)が出土した。

出土遺物 6410 はv[期~VIl期壷B2a類。口縁部が屈曲して外反し、端部には顕著な平坦面を形成する.

6411は羽期~羽期壷F1類。口縁部が短〈、直立気味である。 6412はV期資A2a類。口縁部が外反し、

端部が強いナデとともに屈曲して直立する。端部に内傾面を形成し、端部下端には刺突を加える。胴

部外面には全面にハケ調整を施し、その上から胴部上半には直線文と波状文を交互に聞を開けて2回

ずつ施文する。内面にはケズりが認められる固 6413~6415はV期費A2b類。 6413は口縁部が外反し、

端部が屈曲してつまみあげたように端部が尖る。端部には外傾する平坦面を形成し、下端に刺突を加

える。頚部直下には幅広の直線文帯を施文し、その下方に刺突文が認められる。器面には粗いハケ目

が残り、煤が付着する。内面にはケズりが認められる。 6414は口縁部が大きく外反し、端部が屈曲
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c 
8.80m 

~ 
'---' 

D 
8.8Or明

Pl 
E E' 

7.00m 

「主会一

1 Z.5Y3/1黒褐色粘賀土
ややしまりあり棋を含まず
V層(10YS/l灰色粘質シルト)
プロックを含む

陀

6.60mーてミ7一

1 Z.5YZ/l黒色粘質土
ややしまりあり炭が混じる

農を含まず
V屠(lOYS/l灰色粘賓シルト)
プロックを含む

、ぜ』

Pl1 P3 
G G・

6.6ト守ず

1 2.5Y2/1黒色粘質土
ややしまりあり炭が混じる擁を含まず
IOY5/l灰色粘質土プロックを含む

2 2.5Y2/1黒色粘質土
ややしまりあり炭が混じる擁を含まず

3 5Y2/1黒色粘質土

C' 

/一

D' 

P4 
H H' 

7.00m 

¥ムノ

1 2.5YZ/l黒色粘質土

ややしまりあり炭が混じる
艇を含まず

ややしまりあり炭が混じる軍駐在含まず V層 (IOY5/1灰色粘質シルト)
プロックを含む

7.00m 

P5 P6 

買さ詔

1 Z.5Y2/1黒色粘質士やや茶色ややしまりあり炭が混じる磯を含まず
2 2.5Y2/1黒色粘質士やや暗色ややしまりあり炭が混じる磯を含まず

V層(10YS/l灰色粘寅シルト〕プロックを含む
3 SY2/1黒色粘質士やや暗色ややしまりあり磯を含まず

V層(10YS/l灰色粘寅シルト)プロックを多〈含む

J 
6.80m 

P7 P8 
J' 

メ P

1 2.5Y2/1黒色粘質土ややしまりあり炭が混じる礎を含まず
2 SY2/1黒色粕質土ややしまりあり炭が混じる棋を含まず

V層(lOYS/l灰色粘質シルト)プロックを多〈含む
3 2.5Y2/1緑色粘質土やや暗色ややしまりあり炭が混じる

棋を含まず V居(lOYS/l灰色粘質シルト)プロックを含む
4 SY2/1黒色粘質土やや暗色ややしまりあり炭が混じる

棋を含まず V居(lOYS/l灰色粘質シルト)プロックを多〈含む

4 2.5Y2/1黒色粘質士ややしまりあり炭が禍じる磯を含まず
5 SY2/1黒色粘質士やや暗色ややしまり弱い炭が少し混じる様を含まず
6 10Y4/1灰色細砂ややしまりあり磁を含まず黒士プロックを含む
7 SY2/1黒色粘質士やや暗色ややしまり弱い穫を含まず

pg 

℃μ/ 
8・6伽'---Bフ_ 6.60m.........て工ア

土:.

1 2.5Y2/1黒色粘質土やや暗色

1 2.5Y2/1黒色粘質土やや暗色
ややしまりあり炭が混じる離を含まず

ややしまPあり炭が混じる慣を含まず
V層 (IDY5/1灰色特質シルト)

1 Z.5Y2/1黒色粘質土
ややしまりあり炭が混じる

擦を含まず
V層(10YS/l灰色結質シルト)プロックを含む

2 2.5Y2/1黒色粘質土

プロックを少し含む

ややしまりあり炭が混じる離を含まず
V層(10YS/l灰色結質シルト)プロックを多く含む

6.60m_喝yー 6.60111-弐守一

1 Z.5Y2/1黒色粘質土やや暗色
ややしまりあり炭が混じる棋を含まず

1 Z.5Y2/1黒色粘質土ややしまりあり

』誌が混じる軍駐在含まず
2 Z.5Y2/1黒色粘質土やや暗色

ややしまりあり磁を含まず
V層(10YS/l灰色粘賓シルト)
プロックを含む

2 5Y4(1灰色粘質土ややしまりあり

』誌が混じる軍駐在含まず

P16 

径3回以下のV屠
(1町 5/1灰色粘質シルト)
プロックを少し含む

1 2.5Y2/1黒色粘質士
ややしまりあり炭が混じる磁を含まず
V層(IOY5/1灰坐粘賀シルト)
プロックを含む

2 5Y2/1黒色粘質士
ややしまりあり炭が混じる磁を含まず

1 2.5Y2/1黒色粘質土
ややしまりあり炭が混じる
複を含まず
V層(10YS/l灰色粘質シルト)
プロックを含む

1 町 2/1黒色粘質土
ややしまりあり車誌が混じる

撲を含まず
V届(10Y5/1灰色粘質シルト]
プロyクを含む

3 7.5Y4/1灰色粘質土

3 5Y2(1黒色粘質土ややしまりあり

』誌が混じる軍駐在含まず
V層(10Y5/1灰色粘質シルト}
プロックを含む

V層(IOY5/1灰坐粘質シルト)プロフタを含む
ややしまりあり炭が混じる
磁を含まず黒土プロyクを含む

。 2m 

(S=1/50) 
園 1893 S8540遺構図 (2)
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284 第 5章東部域の調査成呆

し、その問に波状文らしき文様が認められるロ内外面ともにハケ調整を施し、外商には煤が付着する。

6417はVI期費D1a類。口縁部の屈曲が明瞭で、上段が短く外反して内傾面を形成する。外面には刺突

が認められる。 6418、 6419 は羽期~VIl期費 A3類。口縁部が外反し、端部が屈曲して短く直立する。

6418は端部を丸くおさめ、強いヨコナデ痕が認められる。 6419は端部に t曲、と外面に5jL坦面を形成し、

強いヨコナデ痕が認められる。頚部内面は明瞭に屈曲するが外面には粘土を貼付して肥厚し、直下に

は直線文が認められる。頚部外面には煤が付着する。 6420はVI期~四期褒A4類。口縁部が屈折し、端

部付近がわずかに内湾する。内面はナデ調整を施す。 6421は花期~羽期要。脚部を欠損する。外面に

はハケ、内面にはハケ後ナデを施す。内外面ともに煤が付着する。 6422はVI期~四期費B2類。口縁部

が強く外反して端部に平坦面を形成する。 6423は百期~刊期蜜B3類。口縁部が大きく外反し、端部に

は平坦面を形成する。 6424は羽期期費D1b類。口縁部が強く屈曲し、上段が短く外反して内傾面を形

成する。外商には刺突が認められる。 6425 はVI期~VIl期饗 E2類。口縁部が短く外反し、胴部外商には

ハケ目が残る。 6426はVIl期費B2類。端部には平坦面を形成する。段は強いヨコナデによって作出され

たと考えられる。 6427は四期高坪C4d類。やや内湾する口縁部内面に多条沈線を施文し、その聞にヘ

ラによる山形文2帯、クシによる対向山形文1帯が認められるo 6428はVIl期蜜D2b類。口縁部下段が

強く外方に引き出され、上段がわずかに屈曲する。 6429は四期費D類.口縁部の屈曲は痕跡的で、外

方に大きく聞く。 6430~6432はlX期費。 6430、6431は口縁部で、端部がやや肥厚して外商に煤が付

着する。 6432は脚部。 6433はV期高杯B2a類。浅い皿状の坪底部から口縁部が直立気味に立ち上がる@

口縁端部が強く外反し、端部を外方に引き出すように平坦面を形成する。屈曲部の稜は極めて明瞭で

ある。 6434は羽期~羽期高郎G3c類。口縁部に多条沈線を施文し、その聞にヘラによる山形文が2帯

認められるo 6435はV期-VI期高杯B類.脚部が付根から円錐状に開き、透孔は2段で3方向に配置

される。裾部は外反する。 6436は四期高杯H2類。坪部が碗状を呈し、端部内面には内傾函を形成する。

外面には多条沈線を施文し、その聞にヘラによる連弧文を 3帯加える。 6437は四期器台C2類。受部が

浅い皿状を皇し、端部を丸くおさめる。 6438、6439はVI期-VIl期手控ね土器C類。平底の底部から胴

部が外傾して聞く。 6438は口縁部が内湾し、内由ーにはユピナデ痕が認められる。 6439は特に小型品で

ある。

時期 埋土中の遺物はV期~四期までのものが多いが、 V期~四期のSB537を切っていることと、町、

P7、P9から区期賓が出土していることから、lX期と考える。

58541 (遺構・図 1895・1896、遺物:図 1897)

検出状況 東部西側中央の遺構密集域に位置する。 V層上面において検出したが、平面形は不明瞭で

あった。中央をSP1049とSP1050に切られ、南側でSB542を切っている。

形状規模は不明であるが、西辺と南辺が直線的にのび、南西隅部が丸みを帯びることから、隅丸方

形を呈すると考えられる。深さは約O.2mであり、壁画の傾斜は急である。

埋土 7層1::分層した。南北壁画沿いではブロック土を含む土が斜めに堆積しており、全体的に炭の

混入が認められる.また、ブロック土の混入も多く、人為堆積と考えられる。

床面 ほぽ平坦であり、貼床(整地土)は確認できなかった。床面上にて 19基の小穴を確認し、 P17

とP18では士層断面で柱痕跡を確認した。また、 P7、P12、P13などは掘形が深く、壁由‘の傾斜も急
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286 第5章東部域の調査成呆

P4 
G 

6.80m 

G' 

寸三子弐ー

P5 

H H' 
6.8命n

P7 附

亀蜘τ主? S帆モタ
ーで宇一

12，5Y2/1黒色粘質土
12，5Y2/1黒色粘質土 ややしまりあり複を含まず
ややしまりあり炭が混じる磁を含まず V層(lOY5/1灰色粘質シルト)

25Y3/1オロープ黒色粘質土 プロックを含む

ややしまりあり磁を含まず
V届(10Y5/1灰色粘質シルト〕プロックを含む

陀

1 V層(10Y6/1灰色粘質シルト)プロック
ω、動物の穴か?)

2. 2.5Y2/1黒色粘質士ややしまりあり磯を含まず
V層(IOY5/1灰色粘質シルト〕プロックを含む

35Y2/l黒色粘質士ややしまりあり事障を含まず
V層(IOY5/1灰色粘質シルト〕プロックを多〈含む

12，5Y2/1黒色枯質土
やや暗色ややしまりあり
炭が少し混じる離を含まず
V層(IOYS/l灰色結質シルト)
プロックを多〈含む

間一色え

P9 

l l' 
6，8Dm 

、・ーームー_./

1町2./1黒色粘質土ややしまりあり

炭が混じる磁を含まず
V届(10Y5/1灰色粘質シルト)プロックを含む

2.5Y4/1灰色粘質土ややしまりあり擦を含まず
V層(10Y5/1灰色粘質シルト)プロックを含む

P12 
0 

6.80m 

0・

土器

「ーι--.-----r

15Y2/1黒色粘質土
やや暗色ややしまりあり
炭が少u昆じる礎を含まず
V眉(1町 5/1灰色粘賓シルト)
プロックを多く含む

P14 P13 
p 

m
 

内

ueu 
eu 

SPl備。

Pl0 

M M' 

6，60m 

~三二r-

Pll 

N N' 

6，8Dm 

L 1 1-

15Y2/1黒色粘質士
ややしまりあり炭が少Lおじる
磁を含まず
V居(10Y5/1灰色粘質シルト)
プロッタを含む

12.5Y2/1 .色粘質士
やや暗色ややしまりあり
炭が混じる礎を含まず

P' 

6蜘「詰「

12.5Y2/1黒色車由貿士ややしまりあり
炭が多く混じる擦を含まず
V層(IOY5/1灰色粘質シルト)プロァクを含む

25Y2/1黒色粘質士ややしまりあり磯を含まず
35Y2/1黒色粘質士ややしまりありやや淡色
療を含まず

12，5Y2/1黒色粘質土やや暗色
ややしまりあり炭が少し混じる離を含まず

25Y2/1黒色粘質土やや暗色
ややしまりあり離を含まず
V届(10YS/l灰色粘質シルト)プロックを少し含む

35Y2/1黒色車由貿土ややしまりあり農を含まず
V届(10YS/l灰色粘質シルト)プロックを含む

45Y4/1灰色車由貿土やや暗色ややしまりあり擦を含まず
V届(10ys/l灰色粘質シルト)プロックを含む

12目5Y2/1黒色粘質士やや暗色ややしまりあり
炭が混じる磁を含まず

2. 5Y2/1黒色粘質士やや暗色ややしまりあり
炭が混じる磁を含まず

35Y2/l黒色粘質士やや暗色ややしまりあり
磁を含まず
V層(10Y5/1灰色粘質シルト)プロックを多く含む

45Y2/l黒色粘質士やや暗色ややしまりあり
炭が混じる磁を含まず

R R' 

-寺田}

12，5Y2/1黒色粘質土
やや暗色ややしまりあり
炭が混じる療を含まず
V届(10ys/l灰色粘質シルト)
プロックを含む

27，5Y4/1灰色粘質土
ややしまりあり離を含まず
黒土プロックを含む

P19 

I下司一

12.5Y2/1黒色粘質士
キや暗舎ややしまりあり
炭が混じる磯を含まず

2.5Y2/1 黒色粘貿士
キやしまりあり磁を含まず
V届(10Y5/1灰色粘質シルト)
プロックを多〈含む

31OY4/1灰坐粘質シルト
V届(10Y5/1灰坐粘質シルト}

。
(S=1/50) 

P17 
s s・

6.ωm 

明男
12.5Y2/l 11色車由貿士やや暗色ややしまりあり
炭が混じる磁を含まず
V届(IOY5/1灰色粘質シルト)プロッタを含む

25Y2/1黒色粘質士やや暗色ややしまりあり
炭が混じる磁を含まず
V層(IOY5/1灰色粘質シルト)プロフタを含む

310Y5/1灰色粘質士ややしまりあり棋を含まず
黒士プロックを含む

45Y2/1黒色粘質士やや茶色ややしまりあり
炭が混じる磁を含まず

昌5Y2/1黒色粘質士やや暗色ややしまりあり磁を含まず
V層(IOY6/1灰色粘質切レト)プロックを含む

610Y4/1灰色粘質士ややしまりあり棋を含まず
黒士プロックを少し含む

2m 

固 1896 SB541遺構図 (2)

P18 

判jムJ

12，5Y2/1黒色粘質土ややしまりあり炭が混じる療を含まず
V層(10Y5/1灰色粕質シルト)プロyクを含む

2. 2，町2/1黒色粘質土やや暗色ややしまりあり型車を含まず
径2巳血以下のV層(10Y5/1灰色粘質シルト)プロックを多〈含む

3町 2/1黒色粘質土やや暗色ややしまりあり療を含まず
径2巳血以下のV層(10Y5/1灰色粘質シルト)プロックを含む

45Y4/1灰色粘質土やや暗色ややしまりあり
操企含まず黒土プロックを含む

5町 2/1黒色粘質土やや暗色ややしまりあり
炭が混じる療を含まず
V層(10Y5/1灰色粕質シルト)プロックを多く含む

出土状況園1 出土状況圃2

『ミアι←マヰ鞍
E州

。 1m 

(S=1/20) 
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288 第 5章東部域の調査成呆

外傾しながら立ち上がる。 6446はVI期-vn期壷H類。胸部が扇平で、肩部が強く張る。外商にはミガ

キ調整を施す。 6447はVI期-vn期壷K類。頚部はやや外反気味であり、端部を欠損する.6448はV期

費A2b類。口縁部が大きく外反し、端部が屈曲しでほぼ直立する。端部を丸くおさめ、外面には刺突

を加える。 6449はVI期~刊期褒A3類。口縁部が外反し、端部が屈曲して短く直立する@端部には平坦

面を形成し、外面にも垂直な平坦面を形成する。 6450はVI期~刊期費D1b類.口縁部が強く屈曲し、

上段が短く外反する。外面には刺突が認められる。 6451は羽期-w期褒E4類。口縁部が短く屈折し、

端部を丸くおさめる。 6452はVI期~羽期費。胸部下半の形状は丸みを帯び、外面には粗いハケ目が残

る。内面にはハケ後ナデを施す。脚部の器壁は厚く、やや内湾気味にハの字に開く。 6453は羽期費

D2b類。口縁部が屈曲して聞き、端部が肥厚気味となる.6454はVI期-vn期鉢F類。胴部がやや内湾

して立ち上がり、口縁部を丸くおさめる。底部は平底で突出気味で、外面に強く煤が付着する。 6455

はVI期-vn期高坪C類。脚裾部が内湾して開く。 6456はV期器台A1a類。口縁部が外反し、端部に平

坦面を形成して円形刺突文を加える。内外面ともにミガキ調整を施す。 6457はV期器台A類。脚部は

1-:1"根から柱状にほぼ直立し、 3方向に配置された透孔を境に裾部が外反する.6458はV期-VI期器台

B類。口縁部が直線的に外傾し、わずかに外反する。脚部は付根から柱状にほぼ直立し、 3方向に配

置された透孔を境に裾部が外反する。 6459は羽期器台B1a類。口縁部が直線的に開き、端部に平坦面

を形成する。口縁部内面及び端部に煤が付着する。

時期 V期-vn期のSB542を切っているが、小穴出土遺物の時期や埋士出土遺物の時期から、羽期~

vn期と考えられる。

58542 (遺構:図 1898圃 18錦、遺物:図 19∞)

検出状況 東部西側中央の遺構密集域に位置する。 V層上面において検出し、平面形は不明瞭であっ

た。北東側をわずかにSB541に切られる。

形状 規模は不明であるが、北辺と商辺がおよそ車線的にのび、北西隅部は丸みを帯びながら重角気

味に屈曲することから、隣丸方形を呈すると考えられる。深さは約O.lmであり、壁画の傾斜は急であ

る。

埋土 4層に分層し、すべての層に炭が混じる。また、ブロック土の混入も多く、層界の凹凸も確認

できることから、人為堆積と考えられる。なお、 3層はブロック士の混入が顕著であったため、貼床(整

地土)の可能性もある.

床面 ほぽ平坦であり、貼床(整地土)は確認できなかった包床面上にて26基の小穴を確認し、大半

の遺構は埋土が単層か2層に分層できたが、 P15のみ土層断面で柱痕跡を確認した。 PlとP2はやや深

く、壁面の傾斜がほぼ垂直であるととや、平面的な位置関係から柱穴と考えられる。しかし、住居の

外縁ラインからかなり内側に位置するため、他の可能性を検討すべきかもしれない。なお、壁溝と炉

跡は確認できなかった。

遺物出土状況 埋土中から土器4，455点、石器類1点、小穴等から土器603点が出土した。 P9の南側の

埋土中層にて、 V期-VI期壷 (6464)とVI期-vn期高坪 (6478)が残りの良い状態で出土した。全体

的にはV期~医期までの時期幅の土器が出土し、その多くはV期~刊期に属する。

出土遺物 6460はN期壷C類。口縁部が大きく外反し、端部に平坦面を形成する。口縁部内面には
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扇形文が2帯認められる。 6461はV期壷Alb類。口縁部が大きく外反し、端部には顕著な平坦面を

形成する。口縁部内面には振幅の大きい波状文が認められる。 6462はV期-VI期査Ala類。口縁部

が外反し、端部を大きく下方に拡張して平坦面を形成する。端部平坦面には直線文を施文し、口縁部

内面には羽状文と円形刺突文が認められる。端部下端はナデによって平坦に整形され、頚部外面に

はミガキが施されるo 6463は羽期-vn期壷A3類。口縁部が外反し、内面は明瞭な段をもって屈曲す

る。端部を上下に拡張し、顕著な平坦酉を形成する。口縁部内面にはヘラによる羽状文2帯と円形刺

突文を施文し、端部平坦面には擬回線と4本 1組の棒状浮文が認められる。また、頚部下端や口縁端

部には赤色顔料が塗布される。 6464はVI期-VII期台付無頚壷である。口縁部を摘み上げるようにわ

L 

6.6伽n

Pl0 Pll 

ν百
PI0 
1 5Y2/1黒色粘質土

やや暗色ややしまりあり
炭が少し混じる擦を合言ず
V層 (IOY5/1灰色粘賀シルト)
プロyクを少し含む

Pll 
1 2町2/11M色粘質土ややしまりあり

炭が混じる離を含まず
V層 (IOY5/1灰色粘賀シルト)
プロックを少し含む

2 5Y2/1黒色粘質土
やや暗色ややしまりあり
擦を含まず
V層 (lOY5/1灰色粘賀シルト)
プロックを含む

R 
P17 

R' 

6.S(加、

「 ιf
1 10Y4l1灰色砂質土

ややしまりあり炭が少し混じる
棋を含まず黒土プロックを含む

P21 、4
6.6伽n 1 

、ー-ー」

、r

1 2.5Y2/1 1M色粘質土やや暗色
ややしまりあり磁を含まず
V層 (10Y5/1灰色粘質シルト)
プロックを多〈含む

Z 

6.6伽n い 1十

ピ

6.60m寸?
暗蝿

1 2.5Y2/1黒色粘質土
やや晴名ややしまりあり磁を含まず

2 5Y3/1オロープ黒色粘質士
やや明色ややしまりあり磁を含まず

1 5Y2/1黒色粘質士
やや暗色ややしまりあり
炭が混じる磁を含まず

p P15 
P' 

P14 0 

6.6伽n

一てョー

1 2.皮 2/1黒色粘質土
やや晴色ややしまりあり
肢が混じる棋を含まず
V層 (1目Y5/1灰色特質シルト)
プロックを含む

P16 

6.6可包τ
巴二ブ

1 5Y2/1黒色粘質土ややしまりあり炭が混じる積を含まず
径1cm以下のV層(10Y5/1灰色粘質シルト)プロックを含む

2 5Y2/1黒色粘質土やや暗色ややしまりあり磁を含まず
3 5Y2/1黒色粘質土やや君主色ややしまりあり磁を含まず

V層(10Y5/1灰色粘質シルト)プロックを多〈含む

P18 P19 

ーて訂一

S' T 
6.ao.明

T' 

「ミf
1 2.5Y2/1黒色粘質土

やや暗色ややしまりあり
炭が混じる擦を含まず
V層(10羽 11灰色粘質シルト)

プロックを少し含む

P20 

Q' 

1 5Y2/1黒色粘質土やや暗色ややしまりあり
炭が混じる.を含まず
V層(IOY5/1灰色粘質シルト)プロックを少し含む

2 5Y2/1黒色粘質土やや淡色ややしまりあり
磁を含まず
V層(IOY5/1灰色粘質シルト)プロックを多く含む

P20 

一向

τ
U' 

1 5Y2/1黒色粕質土やや暗色
ややしまりあり炭が混じる

1 5Y2/1黒色粘質土やや暗色ややしまりあり
棋を含まず

燥が混じる棋を含まず 2 7.5Y4/1灰色粘質土やや暗色
V層(10Y5/1灰色粘質シルト)プロyクを含む ややしまりあり績を含まず

ーに工ゴ

1 2.5Y2/1黒色粘質土やや暗色
ややしまりあり炭妙少し混じる
径2回以下の門事植を少し含む
V届 (IOY5/1灰色粘質シルト)
プロックを多〈含む

1 2.町立11黒色粘質土やや暗色

ややしまりあり炭が少し混じる
目患を含まず
V層(10Y百11灰色粘質シル卜)

プロックを含む
2 5Y3/1オロープ黒色砂質土

ややしまりあり礎を含まず

黒土プロックを含む

1 oY2/1黒色粘質土やや暗色ややしまりあり炭が混じる療を含まず
V届 (lOY届11灰色粘質シルト)プロックを少し含む

2 5Y2/1黒色粘質土ややしまりあり積を含まず
V届 (lOY5/1灰色粘質シルト)プロックを多〈含む

3 5Y2/1黒色粘質土やや暗色ややしまりあり炭が混じる療を含まず
V届 (lOY5/1灰色粘質シルト)プロックを少し含む

4 7.5Y4Il灰色砂質土ややしまりあり横を含まず黒土プロフクを少し含む

園 1899 8B542遺構図 (2)

Y 
P24 γ 

~ご
1 2.町 2/1黒色粘質土やや暗色

ややしまりあり炭が混じる積を含まず
V層(IOY5/1灰色粘賓シソレト)
プロックを含む

2 10Y4l1灰色粘質土
ややしまりあり磁を含まず
黒土プロックを少し含む

。 勧1

(5=1/50) 
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外方に引き出され、上段が短く屈曲し、端部には内傾函を形成する。 6472はE期費。口縁部が屈曲し、

上段が直線的に外傾して端部が肥厚する。 6473はV期-VI期手握ね土器C類。胴部は球形を呈し、

底部は平底である。口縁部は内湾し端部を尖らせる。外面にはハケ目が残り、内面の胴部上半にはハ

ケ目が認められる。 6474はV期-VI期鉢A3a類。口縁部が外反し、端部がわずかに内湾してつまみ

あげるように尖る。外面には平坦面を形成し、東j突を加える。頚部霞下には霞線文及び期j突文が認め

られる。胸部上半にはハケ、下半にはケズリが認められ、底部は小さく、中央が銭む。 6475はV期高

杯B3b類。浅い皿状の杯底部から、明瞭な稜をもって口縁部が外反して開き、端部付近はわずかに内

湾気味である。 6476はV期高杯B類。脚部が付根から柱状に細長く伸び、わずかに円錐状に開き気

味である。透孔を 3方向に配置し、ミガキが認められる。 6477はV期高亦B類。脚部が付根から柱状

に直立し、直線文を3帯施文する。 3方向に配置される透孔を境に裾部が大きく外反し、端部に平坦

商を形成する。 6478は羽期-vn期高坪C類。脚部が杯底部から円錐状に聞き、裾部が大きく開いて

端部が内湾する。透孔は 2孔 l対を 2方向に配置する。外面や脚部上端の破断面に煤が付着する.

6479はvn期高杯G3c類。口縁部がやや内湾し、端部を丸くおさめる。端部外面に多条沈線を施文し、

その聞にクシによる山形文を 2帯、ヘラによる複合鋸歯文を 1帯加える。 6480は河期-VIlI期高杯。

杯底部は矯小で、口縁部は大きく開く e 脚部は付根から阿錐状に開き、やや外反する。透孔を4方向

に配置する。

時期 羽期-vn期のSB541に切られるが、 P9出土遺物の時期と埋土全体の出土遺物の時期から、 V期

-vn期と考えられるe

58543 (遺構:図 1901、遺物:図 1902)

検出状況 東部中央の遺構密集域に位置する。 SB545と並列しており、北側は調査区域外にのび、西

側はSB544を切る。北側の検出面には撹乱があり、西側は遺構の重複が著しかったため、平面形は不

明瞭であった。

形状 東西長約4.7mの隅丸方形を呈する。深さは約O.lmであり、壁由ーの傾斜はほぼ垂直である。

埋土 4層に分層した。 1層-3層が住居埋土、 5層が掘形埋土である。壁沿いの埋土は、中央に向

かつて下降するブロック土を含む堆積層が認められる。

床面 平坦であり、貼床(整地士)を確認した。床面上では小穴3基と壁溝を検出した。このうち、

PlとP2は掘形が浅いものの平面的な位置から柱穴と考えられ、 P2底面には柱当たりと考えられる浅

い凹みを確認した。また、 P3は楕円形を呈する壁画の傾斜が緩やかな穴で、埋土中に炭化物を含んで

いる。なお、南東隅部付近では貼床が認められなかった。壁溝は束壁面でわずかに途切れているが、

損形は比較的明瞭であるロしかし、西壁面沿いは遺構の重複が著しく、検出はやや困難であった。

掘形 埋士は単層であり、プロック十ーを含む。掘形底面は平坦であり、 SH027-Pl、P5、P6やSD1241

などを検出したが、いずれも本遺構に伴わない遺構と判断した.

遺物出土状況 埋土中から土器303点、小穴から土器4点が出土した。出土土器はV期~四期のもの

が多いが、遺構の重複関係からV期のものは混入の可能性がある。

出土遺物 6481はV期壷Ala類園口縁部が外反し、端部を上下に拡張して平坦面を形成し、擬凹線を

施文する。内面には二枚貝による刺突文が認められ、方向を変えて4帯施文する。さらに内側には、
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円形刺突文が認められる。 6482はV期費B2類。口縁部が短く屈折し、端部を平坦気味におさめる。

胴部外面にはハケ目が残り、内面にはケズリが認められる。 6483はVI期.......vn期要A3類。口縁部が外

反し、端部が屈曲して短く直立する。屈曲部内面はくの字に屈折するが、外面には粘土を貼付して置

立気味となる。 6484はVI期~刊期手担ね土器E類。高部もしくは器台を模して作った土器の脚部であ

る。

時期 VI期......vn期のSH027より後出するが、出土遺物の時期からVI期~刊期と考えられる。

T T 

内 ヌ/

Pl 

__L¥，-¥._て/;〆
土。

タ/

A 
8.80m 
~ :車当

A' 

1 5Y2/2オPープ黒色粘貧土やや茶色味を帯びる
ややしまりあり炭が混じる
径6咽の土器片を含む V層(10Y4/1灰色砂質シルト)

プロックを含む
2 5Y2/2オPープ黒色粘貧土ややしまりあり

径2咽以下回V届 (IOY4/1灰色砂質シルト)

プロフタが混じる
3 5Y2/1黒色粘質土ややしまりあり炭が少し混じる

V届(10Y4/1灰色砂質シルト}プロックを少し含む
4 7.5Y2/1黒色粘質土しまりなし周壁構埋土
5 7.5Y2/1黒色粘質土しまりあり

V届(10Y4/1灰色砂質シルト}プロックを含む貼床

Pl 

→宇一

間 P3 

D 0' E E' 

6.60m 1 土縛 8.60m 

、、ー -ーI" 司、-- ~， 

B B' 

6.60m cb 

1 5Y2/1黒色粘質土
ややしまりあり
7.町2/1黒色粘質土の
プロックを青む
遺物なし

1 SY2/1黒色粘質土ややしまりあり
2. 7.5Y2/1黒色粘賀土ややしまりあり

(lJllの遺構浬土か?)
3 SY2/1黒色粘質土ややしまりあり

V層(IOY4/1灰色砂質シルト)
プロyクを含む

D-D'， E-E' 
1 1.SY2/1黒色粘質土ややしまりあり

炭・土器片"1ft混じる径3皿以下の円棋を少し含む
V層(lOY4/1灰色砂質シルト)プロックを含む。 h 

(S=1/印)

園1901 SB543遺構図
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010cm  

(S=I/4) 

図1902 SB543遺物実測園

SB544 (遺構:園 1904、遺物:園1903)

検出状況 東部中央の遺構密集域に位置する。北側は調査区域外にのび、中央をSD1254に、東側を

SB543とSD1241に切られている。なお、 SH027との前後関係は不明である。

形状 規模は不明で、全形はおよそ隅丸方形を呈するが、南壁中央付近がやや北側に湾曲している.

深さは約OJmで、壁面の傾斜は比較的急である。

埋土 3層に分層したo 1・2層が住居埋土、 3層が掘形埋土である。埋土中にはプロック土が混入し、

人為堆積と考えられる。

床面 平坦であり、貼床(整地士)を確認した。床面では小穴2基と壁溝を検出した。小穴2基はい
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ずれも浅く、柱痕跡も確認できていないが、平面的な位置から柱穴の可能性がある。壁溝は浅く、南

壁沿いを中心に確認できた。なお、炉跡は確認できなかった。

遺物出土状況 埋土中から土器61点、木製品 1点、小穴から土器5点が出土した。出土土器は百期~

刊期のものが多いものの、大半は小片である。なお、 I期の土器片もわずかに出土したが、混入資料

と考えられる。

¥Ld筋

出土遺物 6485は I期査。遠賀川系土器である。

時期 出土遺物からの言及は困難であるが、羽期-vn期のSB543に切ら

れるととから、それ以前と考えられる。

。 10cm 

(5=1/4) 
困1903 5B544遺物実測園

~ 

一色一

A A' 

6 . 6 0 m 4 1  
て一ーーァ一一1.

主

1 5ロ/1 黒色粘賀土ややしまりあり V屠 (10Y4Il 灰色砂質シルト]プロックを含む鉄分沈着あり
Z 1.5YZ/l 黒色粘質土やや粘性強いややしまりあり 炭が混じる
3 1.5YZ/2 オリープ黒色粘質土ややしまりあり 径10咽以下のV層 (10Y4Il 灰色砂賀シルト)プロyクを含む

P1 

mーす
1 1.5Y3/1 オFープ黒色粘質土ややしまりあり

径5岨以下のV層 (10Y4Il 灰色砂質シルト)プロックを多〈含む
2 1.5YZ/l 黒色粕質土ややしまりあり

径3岨以下のV層 (10Y4Il 灰色砂質シルト)プロックを多〈含む

P2 

C C' 

6.80m 

「ミ「

1 1.6YZ/l 黒色粘質土ややしまりあり 炭が混じる
径3咽以下のv層 (10Y4Il 灰色砂質シルト)プロックを含む

。
(5=1/50) 

園1904SB544遺構図

2m 

SB545 (遺構:図 1905・1906、遺物:園1907)

検出状況東部中央の遺構密集域に位置する。 SB543と並列しており、北東隅でSB549、南側でSB547、

SB548を切り、周辺の竪穴住居跡との新旧関係では最も新しい。周辺遺構との重複が多く、遺構の輪

郭も漸移的であったため、平面形は不明瞭である。

形状 東西長約5.0m、南北長約4.9mの隅丸方形を呈する。深さは約O.lmであり、壁画の傾斜はほぼ

垂直である。

埋土 3層に分層した。 1・2層が住居埋士、 5層が掘形埋土であるロ埋土中にブロック土が混入す

ることから、人為堆積と考えられる。

床面 平坦であり、貼床(整地土)を確認した。床面上では小穴8基と壁溝を検出した。このうち、

Pl-P4はいずれも士層断面で柱痕跡を確認できたことから柱穴と考えられる。 P5は中央南寄りに位
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H 

6.60m 

P4 
H' 

P5 

6.6伽 l

~ 

d 
P6 

J' P8 M 

eωmー占ァー

1 5Y2/l黒色粘賀土
ややしまりあり

l町2/1黒色粘質士ややしまりあり
V層(10Y4/1灰色砂質シルト)

1 5Y2/1黒色粘質士
ややしまりあり
径10c皿の亜円磁を含む

1 7.5Y2/l黒色粘質土
ややしまりあり
V層(IOY4/1灰色砂質シルト)
プロックを含む

V層 (IOY4/1灰色砂質シルト)
プロックを含む遺物なし

プロックを多〈含む
黒士が筋状に縦に入り4層内線〈

2 7.5Y2/1黒色粘質士キキしまりあり
V層が混じらない

3 7.5Y2/1黒色粘質士キキしまりあり
V層(10Y4/1灰色砂質シルト)
プロックを多〈含む

4 10Y2/1黒色粘質シルトしまりなし
V層が混じらない

K 

6.601明

P7 
K' L 

P7 

1 土様 6.60m 
l J 

K-K'， L-L・ 0
1 7.町2/1黒色結質土やや暗色ややしまりあり炭が混じる

困1906S6545遺構図 (2)

L・

2m 

(5=1/50) 

況は良好であるが、北壁中央西寄りで 1箇所と東壁中央付近で2筒所において途切れている。その埋

土は単層で、およそ底面は平坦である。なお、 SH027-P4がSB545の壁溝を切っていると判断したが、

平面形の検出時に誤認した可能性がある。

遺物出土状況埋土中から土器175点、小穴から土器10点が出土した。出土土器はV期~刊期が多く、

P7からV期高坪脚部片 (6487)が出土した。

出土遺物 6486は羽期--vn期壷A1a類。口縁端部平坦面に擬凹線が認められる。 6487はV期高杯B類。

付根から脚部がわずかに円錐状に聞き、裾部が大きく外反する。住状部には直線文が4帯認められ、

裾部には透孔が認められる。 6488はV期高杯J類。脚裾部が外反し、端部は面取りされる。外面には、

細い工具により斜格子文が施文される。 6489はV期~VI期器台Bla類。口縁部が直線的に聞き、端部

を上下に拡張して平坦面を形成する。平坦面には ィ1
"-l 6486 

沈線が認められる。

時期 P7からV期の遺物が出土したものの、 VI期

-vn期のSB548とSB549を切っていることと出土

遺物の時期から、羽期-vn期と考えられる。

SB546 (遺構:園 1909、遺物:園1908)

t~岨阻幽、b 附8

\川~ ý云89。 10釧

(5=1/4) 

園1907 86545遺物実測園

倒87

検出状況 東部中央の遺構密集域に位置する。西側と南側は調査区域外にのび、北辺をSK06635に、

中央北寄りをSK06655に切られ、東側でSB547を切る。

形状 規模は不明であるが、北辺と東辺が直線的にのび、北東隅でほぼ直角に屈曲する乙とから、全

形はおよそ隅丸方形を呈すると考えられる。深さは約O.lmであり、壁面の傾斜は急である.

埋土 4層に分層した。 1・2層が住居埋土、 4・5層が掘形埋土である。埋土中にブロック土が混

入することから、人為堆積と考えられる。

床面 平坦であり、貼床(整地土)を確認した。床面では小穴4基と壁溝を検出した。そのうち、 Pl

は不整方形を呈し、断面形は西壁画の傾斜は緩やかで、東壁面はほぼ垂直であるロただし、埋土4 -

7層はSZ199の周溝埋土を誤認して掘削した可能性もある.壁溝は浅く断面は皿状を呈し、東壁沿い

の南側では部分的にしか検出できなかった。なお、炉跡は確認できなかった。

遺物出土状況 埋士中から土器77点、小穴から士器37点が出土した。小穴のうちPlからの出土が
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床面 平坦であり、貼床(整地土)を確認した。床面では小穴4基と壁溝を検出した。そのうち、 Pl

は床面上、 P3とP4は貼床除去後、 P2は先行するSB545貼床除去後に検出し、 PlとP2は位置的に柱穴

の可能性がある。いずれも掘形は浅いが、 Plのみ柱痕跡の可能性がある堆積を確認した。壁溝は北壁

沿いと東壁の北側で検出した。北壁中央付近で途切れており、底面は丸みを帯び、壁面の傾斜は急で

ある。なお、炉跡は確認できなかった。

遺物出土状況 埋土中から土器429点、小穴から土器14点が出土した。土器はV期~刊期までのもの

が出土し、多くはVI期-vn期に属する。また、 PlからV期の高杯B類 (6498)が出土した。

出土遺物 6491はV期-VI期査F2類。口縁部が短く直立し、わずかに外傾する。端部には平坦面を

il回

Pl 

SK06661 

S防47

。A A' 

88546 

__f-~.s-々
が戸ママTTTTTママTTT-TTマTTT~TTTTTTTTTTTTTTT

y P3 

明

一子三

A' 

三三三〉ー

1 5Y2/1黒色粘質土やや暗色ややしまりあり
2 7.M/1オリーブ黒色粘質土ややしまりあり鐘構埋土)
3 7.5Y2/1黒色粘質土ややしまりあり鉄分沈着あり

径k皿以下のV届(10V4!1灰色砂質シルト)プロックを含む

P2 

4 舵 2/1黒色粘質土ややしまりあり
径10<:m以下のV層 (1OY4/1灰色砂質シルト}プロックを多〈含む

5 1OY4!1灰色砂質シルトやや粘性ありしまりあり

黒土プロックが混じる

c c・
6.60m 2 1 

恥ι~'OJ~~

高

/1黒色粕賀土
1 7.5Y2/1黒色粘質土ややしまりあり ややしまりあり

径5回以下の土器片が混じる径'3cmlの亙同様が混じる 径恥血以下のV屠
下屠にV層(10V4!1灰色砂質シルト)プロックがなだれ込むように入る (10V4!1灰色砂質シルト)

2 7.5Y3/1オPープ黒色粘質土ややしまりあP プロックを含む
3 7.5Y3/2オFープ黒色粘質主ややしまりあP (柱穴の下層部か1)

径5曲以下のv層 (1DV4!1灰色砂質シルト)プロックを含む
4 10V4!1灰色砂質シルトやや粘性ありしまりあり黒土が混じる V層

園 1910 SB547遺構図

D D' 

P3 
E E' 

P4 
F F' 

Pl 

6.60m てケ 自由Om 自由白n

一~ 一¥ー___r-

。 2m 

(8=1/50) 
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形成する。口縁端部から外面にかけて全面に赤彩を施し、煤も付着する固 6492、6493はVI期費D1b類。

口縁部下段が外方に引き出され、上段が短く屈折する。外面に刺突を加える。 6494は羽期~刊期費A3

類。口縁部が外反し、端部付近がナデによってわずかに屈曲して内湾する。 6495はVI期~四期曹B類。

口縁部が外反し、端部をナデによって平坦に整形する。 6496はU期~刊期蜜B3類。口縁部が外反し、

端部をナデによって平坦に整形する。頚部宣下には直線文が認められるo 6497は四期費D類。口縁部

の屈曲が形骸化し、大きく聞く。 6498はV期高坪B類。脚部が付根から円錐状に聞き、裾部で大きく

聞く.透孔が縦方向に 2孔並ぶ。 6499は刊期高杯G3c類。外面に多条沈線を施文し、その聞にヘラに

よる山形文、クシによる刺突文を加える。

時期 竪穴住居跡の重複関係では最も古い住居といえるが、出土遺物の時期からV期-vn期と考えら

れる。

Eミヨミ二:iI~6492 

~自ゐ写ヲマ“自
国震診 ~94 ~ヨヌω7

10釧

侍1/4) 雷旬。附
図 1911 S8547遺物実測園

SB548 (遺構:図 1912、遺物:園 1913)

検出状況 東部中央の遺構密集域に位置し、北西隅をSB545f:切られ、西側でSB547を切る。 V層ブ

ロックを含まない黒色土が全体的に広がっていたが、平面形はやや不明瞭であった。

形状南側を撹乱により失われ全形は不明であるが、東西長約5.1mの隅丸方形を呈すると考えられる。

深さは約O.1mであり、壁画の傾斜は比較的急であるロ

埋土 3層に分層した。 1層が住居埋士、 3・4層が掘形埋土である。

床面 平坦であり、貼床(整地土)を確認した。床面はやや硬化しており、小穴8基と壁溝を検出した。

そのうち、 PI-P3、P6は士層断面で柱痕跡を確認し、 Plは底面にて柱当たりを検出したロ平面的な

位置からPlとP2が柱穴と考えられ、他の小穴は住居の中央付近に分布している。壁溝は北、西、東壁

沿いで確認したが、西壁沿いの平面図は図化できなかった。その掘形は浅く、断面形は皿状を呈し、

北壁中央付近と北東隅でわずかに途切れている。なお、炉跡は確認できなかった。

遺物出土状況 埋土中から土器332点、石器・石製品 1点、小穴から土器2点が出土した。出土土器は

羽期--vn期のものが多く、 V期の土器もわずかに出土した。 P3からVI期の聾D類 (6502)が出土した。

出土遺物 6500はV期壷Al類。口縁部が強く外反し、端部を下方に拡張して擬回線を施文する。内

外面ともに赤彩を施す。 6501はV期--VI期費B2類。口縁部が短く外反して端部に平坦面を形成し、刺

突を加える。 6502は羽期費D1b類。口縁部下段が外方に引き出され、上段が直立する。外面に押し引

きを加えるo 6503、6504はVI期--vn期費A3類。口縁部が屈折し、端部は直立して平坦面を形成する.

6503は拡張気味の下端に刺突を加える。 6504は頚部外面に直立部が認められる。 6505はVI期-vn期
手賠り形土器。覆部の小片で、貼付突帯上にキザミを加え、上方に波状文を施文する。

時期 V期~四期のSB547を切り、羽期-vn期のSB545に切られることと、出土遺物の時期から、百

期~四期と考えられる。
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子干千"'''''TTTTTTTTTT干干字予干???????TTTTT????????干...，.....干?干予予千

l岨・. ...，.. .. ・干子、"
A' A 

6.60m 

再三手ア三 U 干1 4 

1 5Y2jl黒色粘質土やや暗色ややしまりあり鉄分沈着あり
2 7.5Y2/1黒色粘質土ややしまりあり V層(lOY4/1灰色砂質シルト)プロックを含む
3 5Y2j2才1)-プ黒色粘質土ややしまりあり鉄分沈着あり径k皿以下のV層(10Y4/1灰色砂質シルト)プロックを含む
4 7.5Y2/1黒色鮎質土やや暗色ややしまりあり鉄分沈着あり V届の混じりなし

P2 
D D' 

P3 
E' 

4
vs
 

川市
1 5Y2/1黒色粘質土ややしまりあり炭が混じる

土器片を含む
2 7.5Y2/1黒色粘質土ややしまりあり炭が混じる
3 7.5Y2/1黒色粘質土ややしまりあり
4 7.5Y2/1黒色粘質土ややしまりあり炭が混じる

V層(lOY4/1灰色砂質シルト)プロックを含む

P4 

6.ωmー『今一

1 10Y2/1黒色粘質土しまりなし
2 5Y2/1黒色粘質土ややしまりあり

V層(10Y4/1灰色砂賀シルト)プロックを含む
3 7.5Y2/1黒色粘賀土しまりなし

1 5Y2/1黒色粘質土ややしまりあり土器片を含む
V層(lOY4/1灰色砂質シルト)プロックを含む

2 7.5Y2/1黒色粘質土ややしまりあり
3 7.5Y2/1黒色粘質土ややしまりあり

V層(10Y4/1灰色砂質シルト)プロックを少し含む
4 7.5Y2/1黒色粘質土ややしまりあり

V層(lOY4/1灰色砂質シルト)プロックを多く含む

F 
P5 P6 

H' G G' H 

6.6 O m ー
6.60m喧賢一

1 5Y2/1黒色粘質士キキしまりあり
炭が混じるやや茶~味世帯びる

。ωm

←て予「

1 7.町2/1黒色粘質土
やや茶色味を帯びるややしまりあり
径2回以下のV層(10Y4/1灰色砂質シルト)
プロックを含む

J P8 J' 

1 5Y2/1黒色粘質土ややしまりあり炭が混じる土器片を含む
2 7.5Y2/1黒色粘質土ややしまりあり炭が混じる
3 7.5Y2/1黒色粘質土ややしまりあり炭が混じる

V届(lOY4/1灰色砂質シルト}プロックを含む
4 7.5Y2/1黒色粘質土ややしまりあり炭が混じる
5 7.5Y2/1黒色粘質土ややしまりあり

V届(lOY4/1灰色砂質シルト}プロックを含む

eωに占←

。 2m 1 5Y2/1黒色粘質土ややしまりあり 1 5Y2/1黒色粘質土
V層(lOY4/1灰色砂質シルト)プロックを ややしまりあり炭が混じるやや茶色味を帯びる
わずかに含む 2 7.5Y2/1黒色車由貿土 1層より粘性が強いややしまりあり (S=1/50) 

園 1912 88548遺構図

L γつ君 。1 昌 ~-..;;_J ~ 6502 

~二司J三「工夫竺db::
園 1913 88548遺物実現IJ園

(S=1/4) 
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する。
c=;;j' ?) 6蜘

010晦m
出土遺物 6506は百期~刊期費A3類。口縁部が屈折し、端部付近で内

側に屈曲する。端部には顕著な平坦面を形成し、外面には刺突を加える。

時期 羽期~四期のSB545に切られるが、出土遺物の時期から羽期~刊

期と考えられる。

園1915 88549遺物実測園

SB550 (遺構:図 1916、遺物:園 1917)

検出状況 東部中央の遺構密集域に位置する。北側は撹乱により失われ、調査区域外へのびている。

平面形は南西隅が明瞭であったが、南東隅はやや不明瞭であった。

形状 東西長約3.3mであり、各辺は直線的にのび、隅部はほぼ直角に屈曲することから、全形は隅丸

方形を呈すると考えられる。深さはO.1m未満であり、壁面の傾斜は急である。

埋土 単層である.埋土中にプロック土の混入が認められ、人為堆積と考えられる。

床面 平坦であり、貼床(整地土)を確認した。床面では小穴4基と壁溝を検出した。いずれも掘形

は浅く、士層断面で柱痕跡を確認できていないが、 PlとP2は平面的な位置関係から柱穴の可能性が

ある。なお、壁溝の残存状況は 十~ ~ド11 B 

1_ 11 1 1 6.6伽n ~ 
悪く、南西隅と南東隅において ___I~I I I _.n... 6 

わずかに確認できたのみである。

炉跡は確認できなかった。

1 5Y2/1黒色粘質土ややしまりあり炭・土器片が混じる

遺物出土状況埋土中から土器

16点が出土した。そのうち、 P1

北側の埋土中にて手握ね土器

(6508)が割れた状態で出土した。

出土土器はU期~四期のものが

多い。

出土遺物 6507はVI期~四期費

A3類。口i縁部が屈折し、端部付

近で内側に屈曲して直立する。

端部には顕著な平坦面を形成し、

外面には煤が付着する。屈曲部

内面はくの宇に屈折するが、外

C' 一

A'~I 

A A' 

6.60m 1 ー

P2 C 

6.関 m

一司ミ〉ー

D 

a目白n

1 5Y2/1黒色粘質土ややしまりあり炭が混じる

P3 P4 D' 

司司ミミ

1 町 2/2オEープ黒色粘賀土ややしまりあり炭が混じる
2 7.5Y2/1黒色粘質土ややしまりあり土器片を含む

V層 (10y4/1灰色砂質シルト)プロックを含む
3 7.5Y2/1黒色粘質士ややしまりあり

V層(lOY4/1灰色砂質シルト)プロックを多〈含む

。 h 

(S=1/50) 

1 7.5Y2/l黒色粘質土ややしまりあり鉄分沈着あり
面には粘土を貼付して直立部を 管lcm以下の市川'Y4/1灰色砂野川)プロック時む

形成する。頭部直下には直線文 園 1916 88550遺構図

らしき文様が認められる。 6508は羽期~四期手担ね土器B類。

マ匂否。7思08
胴部が丸みを帯び、底部が小さい。

時期 出土遺物の時期から、羽期~四期と考えられる。
(S=1/4) 

園1917 88550遺物実測園
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SB552 (遺構:図 1920、遺物:園1921)

検出状況東部中央に位置する.北側は調査区域外にのび、中央南側を 2条の溝 (SD1246、SD1252)

に切られる。平面形はやや不明瞭であり、その周縁に幅広の溝状掘形を有する竪穴住居跡である。

形状 東西長約5.8mで、東辺と西辺は直線的にのび、南東隅部が外側に膨らむ不整方形を呈する。掘

形最深部までの深さは約O.2mであり、壁面の傾斜は急である。

ヤム\~

‘ B 
1 

、
。
l 

」生_ 11 JI ，1/ 11 

『

『， 

L 
t 

P6@  

1 
t 
も、
t 

俗川
' 。/c 、、、

P2. 

/::: h 

※破線i立構状掘形の範囲を示す。

A 
6.40m 

寸|

λ11 

州|→l

11 且1

制 H 

H I~I 

A' 

1 5Y2/2オリーブ黒色車由貿土しまりあり諜を含まず炭化物が混じる
2 5Y2/2オロープ黒色粕質土しまりあり横を含まず

7.5Y4Il灰色シルトが混じる l層より多く混じる

3 1.5Y4Il灰色シルト粘性なししまりあり磁を含まず

5Y2/2オリーブ黒色粘質土が斑状に混じる

4 5Y2/2オリーブ黒色車由貿土しまりあり療を含まず
7.5Y4Il灰色シルトが混じる 1層より多く混じる

5 5Y2/2オリーブ黒色粘質土しまりあり礎を含まず

6 1.5Y4Il灰色シルト粘佳なししまりあり磁を含まず

5Y212オリーブ黒色粘質土が斑状に混じる

7 7.5Y4Il灰色シルト粘性なししまりあり磁を含まず

5Y2/2オリープ黒色粘質土のプロックが混じる

。
(S"'1/50) 

2m 

B 
P1 

~デ
1 5Y2/2オFープ黒色粘質士しまりあり磁を含まず炭化物が混じる

2 5Y4Il灰色粘質土しまりあり磁を含まず

5Y2/2オリーブ黒色粘質土が混じる
3 5Y2/2 オ1J~プ黒色粘質土しまりあり圏駐在含まず

5Y4Il灰色粘質土プロックが混じる

4 5Y2/2オHープ黒色粘質士しまりあり磁を含まず

5Y4Il灰色粘質士が混じる

5 5Y2/2オFープ黒色粘質土しまりあり療を含まず

6 2層と同Iユ

事五百ーす-

1 5Y2/2オ3ープ黒色粘質士しまりあり磁を含まず
5Y4Il灰色シルト炭化物が混じる

2 5Y2/2オリーブ黒色粘質土しまりあり磁を含まず
5Y4Il灰色シルト 1層より多〈混じる

3町411灰色シルト粘性なししまりあり礎を含まず
5Y2/2オリーブ黒色粘質士が損じる

_ P3 _， 

mす F

1 5Y3/1オHープ黒色粘質士しまりあり磁を含まず

5Y4/1灰色シルトが混じる

2町3/1オFープ黒色粘質土しまりあり磁を含まず
5Y4/1灰色シルトが混じる 1層より多く混じる

3町 3/1オ1J-プ黒色粘質土しまりあり穫を含まず

6.20m __  マ可~

1 5Y2/2オ3ープ黒色粘質土しまりあり礎を含まず
5Y4Il灰色シルトが損じる

2 5Y2/2オリーブ鳳色粘質土しまりあり磁を含まず

5Y4Il灰色シルトプロックが混じる
3 5Y2/2オリーブ黒色粘質土しまりあり穫を含まず

5Y4Il灰色シルトが混じる
4 5Y4/1灰色シルト粘位なししまりあり礎を含まず

5YZ/2オリーブ黒色粕質土が混じる

P6 F' 

而ーす-

1 町2/2オロープ黒色粘寅土しまりあり療を含まず炭化物が混じる
2 5Y2/2オリーブ黒色粘質土しまりあり離を含まず

5Y4l1灰色シルトが混じる

3 5Y2/2オロープ黒坐粘質士しまりあり鳴を含まず
5Y4Il灰色シルトが混じる炭化物が混じる

壁却E
G G・

壁溝
H H・

6百一、レー- 6.20mー『土グー

1 2.町3/1黒褐台車由貿土しまりあり擦を合言ず 7.5Y4l1灰色シルトを含む

園 1920 S8552遺構図
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306 第5章東部域の調査成果

G 、、、、

。問 4Q〈

~③ 
J 

・ーーーー

A 
Pl p2 P4 P5 陀

C' A・ C 
1I.20m 

V餅~ 
Pl 
1 7.5YS/lオFープ黒色シルト粘性なししまりあり・を含まず

2.5GY4Il暗灰オリーブ灰色土が普通じる
n 
1 5Y2/2オロープ黒色粘質土しまりあり磁を含まず

5Y4/2灰オ3ープ色シAみが損じる炭化物が混じる
2 5Y2/2オPープ黒色粘質土しまりあり磁を含まず炭化物が混じる
3 5Y2/2オロープ鳳色粘貧土 しまりあり磁を含まず

5Y4/2灰オ日ープ色シルトが混じる炭化物が混じる
4 5Y2/2オ日ープ鳳色'由貿土しまりあり裂を含まず

5Y4/2灰オロープ色シNトが混じる (3層より少し)
5 5Y2/2オHープ鳳色粘質土しまりあり複を含まず

5Y4/2灰オリーブ色シルトが損じる

1 5Y2/2オPープ黒色鮎質土しまりあり磁を含まず
2.5GY4Il暗オ日ープ灰色シノレトが混じる土縛片が混じる{問題土}

2 5Y2/2オ日ープ属色粘質土しまりあり磁を含まず(p岨土}
2.5GY4Il崎オ日ープ灰色シルトがl層より多〈損じる

3 2層k同じ例題土)
4 2.5Y3/1黒褐色粘質士しまりあり磁を含まず炭化物が渇じる

7.5Y4Il灰色シルトプロックが混じる 腕組土}
5 2.5Y3/1 黒褐色シルト粘性なししまりあり穫を含まず炭化物が混じる

7.5Y4Il灰色シルトプロックが混じる 4脂より多く混じる(Psl!ll士}
6 5Y2/1 黒色粘質士しま唖あり.~含まず炭化物が混じる

7.5Y4/1灰色シソレトプロックが掲じる(p5渥土)
7 5層k同じ
8 l0Y3/1オリーブ緑色シルト粘性なししまりあり磁を含まず 良化物が混じる

7.5Y4Il灰色砂質士プロックが混じる 伊雪組士)
9 10Y3/1オリーブ黒色シルト 粘性なししまりあり磁を含まず

止釘3/1.. 褐色給質士が混じる
伊S埠士) 0 ~胃

ーιJTL
1町3/1オy-プ島県色粘質土しまりあり礎を含まず

2.5GY4/1暗オ!l-プ灰色シルトプロックが混じる
(5=1/50) 

図 1923 S8553遺構図(1 ) 

→1 
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田
空
園

B' B 
5.8Om 

D' 

防

鍵構1，2，3
1 5Y3/1 ;t"?Jープ黒色土 ややしまる粘性あり

2 7・5Y4/1灰色土 ややし主る 粘性やゃあり 5Y3/1オ3ープ黒色土プロック20%台む

2 

量溝1・112C' 
c一蜘

g民

議
寵
Q
算
糧

F 
d.80m 

組長

申時

F 
z 

認jii??主プ22FZやそ鈴り粘主将25色士プロック6%台む

日JjjiE12EZZtEZ鮭232;55izj二322232331説32
801207 

'E-qe
'
o
d
-

1 2.町3/1 鳳褐色士ややしまる粘性やゃあり

2 6YVl 灰色士ややしまる粘伎やゃあり 2.5Y3/1鳳褐色土プロック20')(，含む

801264 I.Q 

純

∞。何
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310 第5章東部域の調査成呆

も類似するととから、外周溝と考えた固その埋土は2層-4層に分層し、ブロック土を含む。外周溝

と壁溝の聞には空閑地があり、周堤等の施設の存在が想定できるため、その崩落土が外周溝内に堆積

した可能性も指摘できる。なお、 SD1204底面では細い溝状遺構2条 (SD1205、SD1206)を検出した。

いずれも掘形が深く、壁面の傾斜が急である。また、 SD1207の西壁画には幅広い平坦面が形成されて

いる。

遺物出土状況 小穴から土器118点、木製品 1点、壁溝から土器1点、外周溝から土器153点、木製品

6点が出土した。住居南西隅では、壁溝3の検出面で赤色顔料が面的に広がっていたが、壁溝3の

陀
G 

5目80m P7 

Pl Q' 

陀

1 5YZ/l黒色土ややしまる粘性あり
2 2.5Y2/1黒色土しまり弱い粘性あり

5V4/1灰色土プロック5%含む径加以下の炭化物1%含む(往痕跡1
3 7.5Y4/1灰色土ややしまる粘性やゃあり

5Y3/1オリープ黒色土プロック10私含む

I Pll 

5目80m

P4 P8 r 

Pll 
1 7.5Y2Il黒色土しまり弱い粘性あり
2 7.5Y4/1灰色土しまりなし粘性あり 7.5Y2/1黒色土プロック15%含む

P4 
1 5VZ/I黒色土しまり弱い粘性あり 7.5Y4/1灰色土プロヲク10%含む(往痕跡)
2 7.5Y4/1灰色土ややしまる粘性やゃあり
5Y3/1オPープ黒色土(やや暗い)プロック40%含む

Pl 
1 5YZ/l黒色土ややしまる粘性あり 1辺2皿の土器片1点あり
2 2.町2/1黒色土しまり弱い粘性あり

5V4/1灰色土プロック5%含む径抽以下の炭化物2%含む(往痕跡)
3 7.5Y4/1灰色土ややしまる粘位やゃあり5Y3/1オリ)プ黒色土プロック10%含む

F哩
1 7.5Y2Il黒色土ややしまる粘位あり
2 7.5Y2Il黒色土ややしまる粘性あり 7.5V4/1灰色土プロック20%含む

内
A
W

R
V
-U

H
 

H・
z市
町
蝿

J
M
 

P7 じ

刷用司会

1 5YZ/l黒色土しまり弱い粘性あり
1辺3圃の土器片1点あり
径5圃程度のベンガラが1%混じる(柱痕跡)

2 2.町./1黒褐色土ややしまる粘性あり
3 7.5Y4/1灰色土ややしまる粘性やゃあり

5Y2/1黒色土プロック10%含む

1 5Y2/1黒色土ややしまる粘性やゃあり
5Y4/1灰色土プロック7%含む

2 5Y3/1オ3ープ黒色砂質土
ややしまる粘性やゃあり
5Y4/1灰色士プロック20%含む

3 7.6Y2/1黒色士ややしまる粘性ややあり
1.5Y4/1灰色土プロック20%含む

1 2.5Y3/1黒褐色土
1 5Y3/1 オ~-プ黒色土 ややしまる粘性やゃあり

ややしまり齢、出やゃあり 5Y4/1灰色土プp~~15%含む
炭化物が1日%混しる

2 7.5V4/1灰色土
ややしまる粘性やゃあり
5Y3/1オロープ黒色土プロック20%含む

M P9 
5.80m ___  -， 

~ 
土器

1 5YZ/l黒色士やキしまる粘性あり IOY4/1灰色士プロック5%含む
2 5YZ/l黒色士しまり弱い粘性あり径5皿以下のベンガラ1%含む

1辺10咽ほどの炭化材が混じる
3 IOY4/1灰色士しまり弱い粘性キゃあり

5Y2/1黒色士プロック10%台む 1辺7圃の士器片1点あり

p P13 

蜘 m?土T

1町 3/1オHープ黒色土
しまり弱い粘位あり

2 5Y4/1灰色土
しまり弱い粘位あり
5V3/1オリーブ黒色土
プロック30%含む

P17 T・

_g_ P14 一旦

5船十九r

1 5Y2/1黒色士
キキしまる粘性あり

2 7.5V4/1灰色士
ややしまる粘性ややあり
5Y3/1オロープ黒色士
プロック20%含む

5.80下支吉ア
T 

亨

sE可47- E百九守一
1 2.5Y3/1黒褐色士

ややしまる粘性あP
5Y4/1灰色士プロック20%含む

1 5Y3/1オリーブ黒色(やや暗い)土
ややしまる粘性あり

2 5Y3/1オリーブ黒色(やや暗い)土
ややしまる粘性あり
5Y4/1灰色土プロック15%含む

R P15 R' 

5.80mて土r

P16 

1 7町 3/1オリーブ黒色土
しまり弱い粘性あり
7.5V4/1灰色土
プロック15%含む

1 7.5Y4/1灰色土
しまり弱い粘性やゃあり
5Y3/1オリープ黒色土プロック7%含む

1 7.町2/1黒色土しまり弱い粘性あり
2 2.町3/1黒褐色土

しまりなし粘性あり(往痕跡)
3 7.5Y4/1灰色土

ややしまる粘性やゃあり
2.5Y3/1黒褐色土プロック15%含む

A 7.5Y2/1黒色土ややしまる粘性あり(8D0381埋土}
B 町百/1~~ープ黒色土ややしまる粘性あり

7.5Y4/1灰色土プロック30%含む(P12埋土)
C 7.5V4/1灰色土ややしまる粘性あり

5Y3/1~トプ黒色土プロック20%含む(SK06儲埋土)
1 IOY3/1オHープ黒色土ややしまる粘性あり O 

IOY4/1灰色土プロック20%含む
2舵 2/1黒色土ややしまる粘性あり

園 1927 S回54遺構図 (3)

h 

(S=1/60) 
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312 第5章東部域の調査成呆

平面形よりも南側(外側)に広がっており、住居機能時に伴う可能性は低い。外周溝から出土した木

製品は棒状材であり、およそ溝の長軸方向に平行して出土した。しかし、いずれも腐食が著しく図示

していない。なお、 P9からV期の遺物が出土し、外周溝からV期~刊期の遺物が出土した。

出土遺物 くSB554-P9出士遺物> 6517はV期費。胴部上半以上を欠損するため全形は不明であるが、

最大径は胴部中央より上方に位置すると考えられる。器面に文様は認められないが、全体にハケによ

る調整が認められ、煤が付着する。底部は矯小な平底で、中央が窪む。 6518はV期器台Ala類。付根

から脚部が住状に直立し、 3方向に配置される透孔以下で大きく聞く。

くSDl205出土遺物> 6519はvr期-vn期高部C類。杯底部から口縁部が聞いて立ち上がり、内面の段、

外面の稜ともに明瞭である。脚部は付根から円錐状に聞き、 2孔 1対の透孔をもっ。内外面ともに煤

が付着する。

くSDl206出土遺物> 6520はV期.....vr期査。胴部に赤彩が認められる。

くSD1207出土遺物> 6521はV期......vr期曹B4類。口縁部が短く外反し、端部を丸くおさめる。胴部

は球形を呈し、器面には粗いハケ目が残る。脚部がハの字に開く。胴部中央付近には煤が付着する。

6522はV期~羽期鉢A3a類。口縁部が短く屈曲し、端部はつまみ上げるように内湾して尖らせる。外

8B554-P9 (6517・6518)

801207 (6521 -6525) 

6518 

801205 (6519) 801206 (6520) 

与三三宝士号γ ァ ープク

、こヱこ~-'0. 6522 

lヘ I I 
…-
rr糊、て:A 6524 

園1929SB554遺物実測園

~~~~ 
0 

e 6525 

。 10cm 

(5=1/4) 
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東部域の調査成呆

床面完掴状況
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D D' 
6.2伽T1 B黄 土縛炭土器石 土器

7~ A 
ミきE可‘・;LZ?二本豆油Lム J
-tt-ー医-土器ヤ与p6 t 

1 2.5Y3/1黒褐色土ややしまる粘性やゃあり 1辺4園以下の土器片3点あり
2 2.5Y2/1黒色土しまる粘性やゃあり鉄分沈着あり1i1I6個以下の土棒片3%含む径1個以下町炭化物2%含む
3 2.5Y3/1黒褐色土ややしまる粘性やゃあり鉄分沈着あり1i旦3咽の土器片1点あり径h皿以下回炭化物1%含む
4 2.5Y3/1黒褐色土ややしまる粘性やゃあり5Y4Il灰色士プロック5%含む 1辺5咽以下の土器片1%含む

炭化物が部分的に多くまとまって混じる 1辺10岨の角穣1点あり
5 2.5Y3/1黒褐色土ややしまる粘性やゃあり

5Y4Il灰色土プロァク10%含む lil!5園以下回土語片1%含む径5園以下回炭化物1%含む
6 5Y3/1オリーブ黒色土ややしまる粘性ややあり5Y4Il灰色士プロフタ20%含む
7 5Y2/1黒色土しまり弱い粘性あり 7.5Y4Il灰色シルトプロフタ20%含む

隠
F 

5.90mせオーTιι 
E 

5.90m 1 
-て土T

Pl 

P4 
1 5Y2/1黒色土

しまり弱い粘性やや強い
2 2.5Y2/1黒色土

しまりなし粘性あり

月

1 2.5Y3/1黒褐色土ややしまる粘性やゃあり
5Y4/1灰色土プロック5%含む

2 2.5Y3/1黒褐色土しまり弱い粘性やや強い
5Y4/1灰色土プロック20%含む

陀

1 2.5Y2/1黒色土ややしまる粘性あり
lOY4Il灰色シルトプロック10%含む

2 IOY2/1黒色土ややしまる粘性ややあり
5Y4l1灰色土プロック10%含む

Pl 
1 2.5Y2/1黒色土

ややしまる粘性あり
10Y4Il灰色シルトプロック
10%含む

5.而す-5ω吋辻ニr

1 2.5Y2/1黒色土ややしまる粘性あり
25Y百/1オEープ黒色土しまり弱い粘性やゃあり

5Y4jl灰色土プロック20%含む

1 2.5Y2/1黒色土しまり弱い粘性あり
10Y4/1灰色シルトプロァク10%含む

2 10Y4Il灰色シルトややしまる粘性やゃあり
2.5Y2/1黒色土プロック10%含む

1 2目5Y2/1黒色士しまり弱い粘性あり
IOY4/1灰色シルトプロック7%台む

2m 。
(S=1/50) 

5B555遺構図(1)園 1930
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出土状況園② (2区画下層)
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1m 。
(S=1/20) 

1m 

遺物接合状況
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o'I""o 
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(S=1/30) 

88555遺構図 (3)園 1932
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一一i マ「イけ7問。
判明、 -md 平--11--~31 

下司二Jて制ず二二ト二時5/
/s蓄す王寺く

6539 

戸一再三〈

6538 ド1ォ〈
〉手材育会制》爾市三三〈

6副3

6532 

ま早ご二ぷ田3

二-く

ミミ金ィグ

。

図 1934 SB555遺物実測図(1 ) 

(S=1/4) 

6552 
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320 第 5章東部域の調査成呆

6547はV期高杯B2a類。杯底部から日縁部が直立気味に立ち上がり、端部が大きく外反して顕著な平

坦面を形成する。屈曲部外面の稜、内面の段ともに明瞭で、外面の稜付近には擬凹線が3条認められ

る。 6548はV期高部B2b類。杯底部は浅い皿状を呈し、口縁部が短く外反して端部を丸くおさめる。

内面に段は認められず、外曲、の稜も不明瞭である。外面はハケ後ミガキ、内面はハケ後ナデを施す。

6549はV期高杯B3a類e 浅い皿状の杯底部から、口縁部が直立して強く外反する。屈曲部の稜は明瞭

である。胸部は付根から柱状に直立し、裾部は大きく外反するロ透孔は3方向に配置され、タテミガ

キを施す。 6550、6551はV期高杯B3b類。口縁部が杯底部から強く外反し、端部を丸くおさめる。外

面の稜は明瞭に残る， 6552はV期高杯B類。脚部が付根から柱状に直立し、透孔を境に裾部が外反す

る。透孔は 3方向に配置する。 6553は、百期~w期高杯 C3c類。口縁部が直線的に開き、端部付近は

内湾する。口縁部内面の上から 3分の l程を肥厚して多条沈線を施文する。 6554はVI期高杯C類。脚

部が円錐状に開き、裾部がわずかに内湾する。 2孔 1対の透孔を2方向に聞置する。 6555はVI期-w
期高坪C3類。脚部が付根から直立気味に立ち、裾部が大きく開く。透孔を3方向に配置する。 6556は

四期高坪。杯部が碗状を呈し、口縁部は尖る。脚部が付根から円錐状に外反する。透孔を3方向に配

置し、タテミガキが認められる。 6557はV期器台A類。脚部が柱状に直立し、裾部が外反して端部に

平坦面をもっ。透孔を3方向に配置する。 6558は咽期器台C3類。受部が浅い皿状を呈し、端部が屈曲

して直立する。脚部は付根から円錐状に直線的に開く。 6559は珊期器台。受部置下の脚部にはナデに

よって強く凹面が形成され、下方には突帯状の凸部が言語められる。脚部全体は円錐状に開く。山陰系

と考えられる。 6560はVI期~四期手握ね土器C類。口縁部が霞線的に外傾して立ち上がる。 6561、

6562は磁石。砥面は6561が3面、 6562が2面であり、 6562の表面右上には断面三角形を呈する細か

い寝みがあり、裏面から側面にかけて煤が付着している， 6563は銅鍬.有茎織で、鍛身は膨をもっ三

角形を呈する。基部には鋳型段階の腸挟がわずかに残る巴

時期 V期の SB556や SK06527 を切ることや、埋士と小穴出土遺物の時期からVI期~w期と考えられ、

最終的に四期頃に埋没したと考えられる@

58556 (遺構:図 1936・1937、遺物:図 1938)

検出状況東部中央南寄りの、 SD0381西側に位置する。 V層上面で検出したが、鉄分の沈着が著しく

遺構の重複が多いことから、平面形は不明瞭であったe なお、東側はSB555とSD1215に、西側は

SK06527に切られており、検出時にはすでに大半の床面が見えていた。南側は調査区域外にある.

形状 全形は不明であるが、検出された遺構北西部の状況から、平面形は隅丸方形状となると考えら

れる。壁面の傾斜は緩やかで、確認できた掘形の深さ約O.lmである。

埋土 住居の住居埋土は削平されているため確認できなかった。土層図c-C'の4・5層は掘形埋土で

ある。

床面 ほぽ平坦であり、貼床(整地土)がある。貼床はブロック土の混入が顕著であったが、硬化面

は確認できなかったロ床面上では小穴8基と溝3条を検出した。小穴のうち Plは柱根が残存してお

り、その上部は東南東側(住居中央側)に傾いていた。平面的な位置関係から本遺構の柱穴と考えら

れるが、東側に対応する穴は確認できなかった。また、 P6とP7は掘形が深く、壁面の傾斜は垂重に

近い@
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322 第5章東部域の調査成呆

なお、壁溝は2条確認し、いずれも住居の掘形上端線からやや内側で検出した。 SD1の性格は不明で

ある。なお、床面の北東側では炭化物がまとまって出土したが、その南側をSB555に切られているた

め、どの程度の広がりを有していたのか定かではない。炉跡は確認できなかった。

遺物出土状況 掴形埋士中から士器354点、小穴から土器39点、壁溝から土器8点、 SD1から土器6

点が出土した。出土遺物の時期はV期~四期であり、 V期の遺物が多い。なお、 P1-d層からVI期の高

坪C類 (6568)が出土したが、 P1出土の柱根の年代測定を実施したととろ、 41caIBC-60calAD(95.4%) 

でW期 "̂V期に相当する年代が測定された。

出土遺物 6564はV期壷A1a類。口縁部が大きく外反し、端部を上下に拡張する。端部には擬回線を

施す。 6565はV期費A4類。頚部内面はくの字に屈折するが、頭部外面には粘土を充填して直立部を

形成し、刺突文を施文する。口縁部が外傾し、端部が屈曲して短く直立する。 6566はV期高杯B2b類。

坪底部から口縁部が垂直に立ち上がり、端部が強く外反する。端部には平坦面を形成し、口縁部

590mJF  5.80mw  

1 2.5Y2/1黒色士しまり弱い粘性やゃあり鉄分沈着あり径5皿以下の炭化物1%含む(5DI埋士)
2 2.5Y2/1黒色土しまり弱い粘性やゃあり鉄分I定着あり 1.5Y4!1灰色士プロヲタ50%含む(5Dl埋士)
3町3/1オHープ黒色土しまり弱い粘性あり鉄分沈着あり 5Y4/2灰オリープ色土プロック10%含む(5D3埋土)
4 2.5Y3/1黒褐色土ややしまる粘性やゃあり鉄分I定着あり

1 5Y2/1黒色土ややしまる粘性あり
5Y4/1灰色土プロック20%含む

2 IOY4!1灰色土ややしまる粘性やゃあり
3 5Y2/1黒色土しまりなし粘性あり7.5Y4!1灰色士プロクク15%含む径2園以すの炭化物2%含む

5 1.5Y2/1黒色土しまり弱い粘性あり IOY4/1灰色土プロック30%含む

_F_ 1 ___[_ 

5.BOm"¥._守 5Et-i 5.面;;;-'V=k，-- 5.80m"'¥..Q弓ヨー

1町 3/1オHープ黒色土 1町 3/1オHープ暴色土 1 5Y3/1オHープ黒色土
ややしまる粘性あり しまり弱い粘性あり ややしまる粘性あり

1 5Y3/1オHープ黒色土しまり弱い粘性あり
10Y4!1灰色土プロヲク20%含む

10Y4!1灰色土プロック10%含む 1.5Y4!1灰色土プロック30%含む 10Y4!1灰色土プロック7%含む
2 IOY4!1灰色土

2 IOY4/1灰色土ややしまる粘性やゃあり
5Y3/1オ日ープ黒色土プロヲク10%含む

ややしまる粘性やゃあり
5Y3/1オPープ黒色土プロック10%含む

5.80mw  

1 1.5Y2/1黒色土しまり弱い粘性やゃあり
1.5Y4!1灰色土プロック10%含む

2 1.5Y3/1オPープ黒色土
しまり弱い粘性やゃあり
1.5Y4!1灰色土プロック20%含む

P8 

L . L' 

5.8口m~r

。

1 5Y2/1黒色土しまり弱い粘性あり
IOY4!1灰色土プロック15%含む

2 IOY4!1灰色土しまり弱い粘性あり

(S=1/50) 

2m 

蜘 TH

1 5Y2/1黒色士
ややしまる粘性あり
径4園以下の炭化物1私含む

2 7.5Y2/1黒色士
ややしまる粘性あり

壁漕1
M M・

5仙洞古一

1 5Y3/1オFープ黒色士
しまり弱い粘性あり

2 10Y4!1灰色士
しまり弱い粘性あり

Pl出土状況園

@ぺE 

E 
5.ωm 

1 7.5Y2/1黒色土しまり弱い粘性あり
IOY4/1灰色土プロック30%含む

2 10Y4!1灰色シルトややしまる粘性やゃあり

E' 

上層に5Y3/1オDープ黒色土プロックが混じる(v層)

。
(S=1/20) 

1m 

園 1937 SB556遺構図 (2)
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324 第5章東部域の調査成呆

床面完掘状況

γ 

~、 主-@問主/
， ~トヲ)<"')-

イ
ィイ

ベ
ベJ

S
 

上 よ

A 

6.30m 

A' 

63百「己与一一一一六て
， ~γ 

日'
喜一-

._L一一--'ー~ーJ

1 2.6Y3!1 黒禍色土ややしまる
粘性やゃあり 鉄分沈着あり
日'4!1灰色土プロッ夕刊%含む

2 6Y4!1 灰色土ややしまる
粘性やゃあり 鉄分沈着あり
2.6Y3!1黒褐色土プロック30鴨含む

6，10mす

1 5Y3!1 オ9-プ黒色土
ややしまる粘性やゃあり
鉄分沈着あり
1.5Y-t/l灰色土プロック20%含む

2 1.5Y-t/2 灰オリープ色土
ややしまる 粘性やや強い
5Y3!1オリ)プ黒色土
プロック15%含む

6，1百、y-

1 2.6Y3!1 黒禍色土
ややしまる粘性やゃあり
1.6Y-t/l灰色土プロヲタ1%含む

2 面白/1 オFープ黒色土
しまり弱い粘性やゃあり
日'4/1灰色土プロッ夕刊%含む

1 2.5Y3/1 黒褐色土 しまる粘性やゃあり 鉄分沈着あり 径1個以下の炭化物1%台む
2 2.5Y3/1 黒褐色土 しまる粘性やゃあり 鉄分沈着あり 5Y4/1灰色土プロクク10%台む
3 2.5Y3/1 黒褐色(やや暗い)土ややしまる粘性やゃあり 鉄分沈着あり
4 2.5Y3/1 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり 鉄分沈着あり 5Y4/1灰色土プ=ッタ20%含む
5 2.5Y3/1 黒褐色土 しまり弱い粘性やや強い鉄分沈着あり 1.5Y4/1灰色土プロクク40%台む
6 2.5Y3/1 黒褐色土ややしまる 粘性やゃあり 鉄分沈着あり 5Y4/1灰色土プ=ッタ15%台む 1辺2個程の土器片1点あり 炭化物がわずかに混じる
7 田3/1 オリープ黒色土 しまり弱い粘性やゃあり 鉄分沈着あり
a 2.5Y3/1 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり 鉄分沈着あり 1.5Y4/1灰色土プロック30%含む
9 2.5Y3/1 黒褐色土ややしまる 鉄分沈着あり 1.5Y4/1灰色土プ=ッタ10%含む
10 1.5Y4/1 灰色土ややしまる粘性ややあり 鉄分沈着あり 2.5Y3/1黒褐色土プロック40%含む

完掘状況図

可

A 

6.30m 

A' 

園 1939 SB557遺構図

F F' 

6，20m l/  

1 2.6Y3!1 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 鉄分l'.t着あり
1.6Y-t/l灰色土プロヲク10%含む
炭化物がわずかに混じる

。 2m 

(S=1/50) 
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326 第5寧東部域の調査成果

il回

司

ー

e志祥i

1 2..6Y2/1 黒色土
ややしまる 紺挫缶やゃあり
1辺1ーの土器島片1点あり

2 5Y2/1 .色土
ややしまる粘性ヰ中あり
径h・以下の炭化物1%含む(往.跡)

3 2.6Y3/1 黒縄色土
ややしまる粘性やゃあり

4 2.6Y3/1 黒縄色土
ややしまる粘性やゃあり
7.6Y4/1灰色土プロック20%含む

5 7.6Y4/1 灰色土
ややしまる粘性やゃあり

P2 
F F' 

8.10m ........ 
¥21 121 
¥U1 1 

31 OC_ -、J、3

1 2..6Y3/1 黒褐色{やや暗い}土
ややしまる粘性やゃあり
豊島分沈婚少しあり
6Y4/1灰色土プロック5%含む
径1.，.以下の炭化物1%含む

2 2..5Y3/1 鳥傷色土
ややしまる粘性やゃあり
量産分沈婚あり
7.5Y4/1灰色土プロック15%台む

3 7.5Y4/1 灰色土
ややしまる粘性やゃあり
2.5Y3/1鳳褐色土プロック10%含む
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1 2.5Y2/1 緑色土 しまる粘性やゃあり 鉄分抗着少しあり
7.5Y4/1灰色土プロックS%含む 1辺3園以下の土器片1%含む径Z園以下の炭化物2.%含む

2. 2. 5Y2/1 ~属色土ややしまり強い粘性やゃあり 鉄分沈着あり
7.5Y4/1灰色土プロックS%含む 1辺3回以下の土器片1%含む径1個以下の炭化物6%含む

3 2.5Y3/1 県褐色土 ややしまり強い粘性やゃあり 鉄分沈着少しあり
7.5Y4/1灰色土プロック20%含む径島田以下の炭化物1%含む

4 6Y2/1 鳳色土 ややしまる粘性やゃあり
5 2..5Y2/1 .臨色土 ややしまる 粘性やゃあり 鉄分沈着あり 7.5Y4!1灰色土プロック40%含む
6 7.5Y4/1 灰色土 ややしまる粘性やゃあり 鉄分沈着少しあ哩 2.町3/1.褐色土プロック10%含む
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1 2.6Y3/1 黒褐色土ややしまる
草書性やゃあり
7.6Y4/1灰色土プロック7%含む

2. 7.6Y4/1 灰色土ややしまる
粘性やゃあり
2.6Y3/1黒褐色土プロック10%含む
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国 1941 SB558遺構図(1)
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328 第5章東部域の調査成果

直上では、 VI期.......vn期の嚢E類 (6583)が口縁部を南西方向に向けて横位で出土した。

関連遺構 SB558の西側と北側には、 SB558の主軸と同じ方位の細い溝 (SD1168、SD1193)が存在す

る(図 1942下)0SD1168とSB558西辺との距離は約2.6m、SD1193とSB558北辺との距離は約1.8mで

あり、出土遺物の時期から同時期存在の可能性が考えられるため、本遺構の関連遺構として記載する。

いずれも断面逆台形を呈する深さ約0.1m""'" 0.2 mの溝で、 SD1168の北端とSD1193の西端は底面が連

続しないものの、上端は接している。埋土中にはブロック土の混入が認められるため人為堆積と考え

られ、 SD1168南側では残りの良い土器が横位でまとまって出土した。

遺物出土状況 埋土中から土器3，026点、石器類2点、小穴から土器157点が出土した。出土土器は四

期.......vn期のものが大半で、他にW期.......v期のものが混入している。 P2から刊期高郎、 P7から羽期~刊

期の費や高杯などが出土した。

SB558 (6578 -6586) 

¥ 
F量二重~三三ヨ ]) 658 

SDl168 (6588 -6592) 

E二__"'_"gロヤ士三二二弓S
<.=百一""""~よアー -(('6581

てフモヲλ85

明~~?s586

くて〉

6582 

o ，_，η 
、』ノ、，

¥_) 

l' ‘】ノ

~91 

-~-a 
c ーィ
レ/

6587 

Cコ仁 言九93 0

(S=1/4) 

園 1943 SB558遺物実測園
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A・A 

6.10m 

し一可
B・B 

8.10m 

1 D' D 
6.10m 

1 2.6Y3/1 黒褐色士ややしまる
粘性やゃあり 鉄分沈着あり
7.6Y4/1灰色士プロック10%含む
(柱痕跡)

2 2.6Y3/1 黒褐色士ややしまる
粘性やゃあり 鉄分沈着あり
7.6Y4/1灰色士プロッヲ26%含む
(柱痕跡)

3 7.6Y4/1 灰色士ややしまる
粘性やゃあり (v居)

S騎68-f'1撹乱

1 2.5Y3/1 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり 5Y4/1灰色土プロック10%含む

自伽「込自10mすT

P3 

aE「V-
;研

1 2.6Y2/1 黒色土
しまる粘性あり
鉄分沈着上部に
わずかにあり
灰色土のプロック2悌含む

1 2.6Y2/1 黒色土
ややしまる粘性やゃあり
鉄分拡着あり
7.6H/l灰色土プロック30%含む
7.6H/l 灰色土
ややしまる粘性やゃあり。

1 2.6.ロ/1 黒色土しまる粘性あり
炭化物わずかに含む

2 2.6Y3/1 黒褐色土しまる粘性あり
灰色土10量含む鉄分沈着わずかにあり

3 2.6Y3/1 黒褐色土しまる粘性あり 2 
灰色土わずかに含む炭化物わずかに含む

1 2.6YZ/l 黒色士
ややしまる粘性やゃあり
7.6Y4/1灰色土プロック6%含む
{往復跡)

2 oYZ/l 黒色土
ややしまる粘性やゃあり
7.6Y4/1灰色土プロック40%含む

3 7.6Y4/1 灰色土
ややしまる粘性やゃあり

2m 

(S=1j50) 

SB559遺構図(1)園 1944
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332 第 5章東部域の調査成果

が柱穴と考えられる。また、 P8では中央に長さ 24.2cmの砥石 (6599)が立った状態で出土した。一方、

住居周縁に整地土が巡る竪穴住居跡の場合、整地土の隅部付近に柱穴が配置されることが多く、掘形

はやや浅いもののSB559-P5、SB558-P5、SB558-P11も柱穴となる可能性がある。壁溝は幅約O.2mで、

深さはO.1m未満である。南西辺の一部は検出できていないが、それ以外は全周している。なお、炉跡

は確認できなかった。

掘形 住居周縁に幅約1.0m、深さ約0.1m""O.2mの溝状遺構が南東辺を除いて全周しており、ブロッ

ク土の混入が目立つことから掘形埋土と考えた。溝状遺構は北東辺沿いのものが他より深く、底面に

凹凸が認められる。

遺物出土状況 小穴から土器51点、周溝から土器23点、掘形埋土から土器125点が出土した。出土土

器はN期""Vll期のものであり、掘形埋土からはVI期""Vll期の土器が、 P2からVI期""Vll期の査 (6596)が、

P6からV期の壷 (6595)が出土した。

出土遺物 6594は町期壷H類。胴部に横位の直線文が複数帯認められ、聞に無文帯をはさむ。その上

部には、同じ工具で弧状に施文する文様も認められる。 6595はV期査B1類。口縁部が大きく外反し、

端部に平坦面をもっ。口縁部、胴部ともに無文で、ハケの後にナデによる調整が施される。 6596はVI

期~刊期査A1b類。口縁部を上下に拡張し、内面に羽状文を施文する。 6597はVI期~刊期奮。器壁の

厚い脚部が内湾し、接地面を平坦に仕上げる。 6598はvll期高坪C類。杯底部から口縁部が外傾して聞

く。外面の稜が明瞭に認められる。 6599は砥石。大型の亜円礁を素材とし、その自然面の一面を砥面

として利用している。

時期 VI期~四期のSB558に切られ、 VI期~四期のSB560を切ることと、掘形や小穴出土遺物の時期

から、 VI期""Vll期と考えられる。

Q 骨三ラ，6596 

6594 

6597 

¥ 

γ一一 一~γ

o 10cm 

(S=1/4) 

図 1946 SB559遺物実測図
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334 第5章東部域の調査成呆

遺物出土状況 小穴から土器212点、壁溝から土器21点、掘形埋土から土器9点が出土した。出土土

器はW期とVI期.......vn期のものであるが、いずれも細片で摩滅が進んでいる.なお、 P16からVI期.......vn

期の査 (6600)が出土した。

出土遺物 6600は羽期~刊期壷。平底の底部がやや突出する。
¥主墜えZ∞
o 10cm 

時期 VI期.......vn期のSB558、SB559に切られるが、 P16出土遺物の時期から (S=1/4) 

VI期-vn期と考えられる。 園 1948 8B560遺物実測園

1 2.5Y3/1黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり
鉄分沈着少しあり

2 2.町3/1黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり
1.5Y4/1灰色土プロyク20%含む

3 2.町3/1黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり
1.5Y4/1灰色土プロyク30%含む

m対 /

1 2.5Y3/1黒褐色土
ややしまる粘性やゃあり

7.5Y4/1灰色土プロック15%含む
2 7.5Y4/1灰色土

ややしまる粘性やゃあり

P2 
EzEL  

6.10m__...，，<::込F ・

111 

1 2.皮 3/1黒褐色土
ややしまる粘性やゃあり
7.5Y4/1灰色土プロック15%含む

(住痕跡)
2 2.皮 3/1黒褐色土

ややしまる粘性やゃあり
7.5Y4/1灰色土プロック30%含む

6市対;

1 2.5Y2/1黒色士しまる
粘性あり灰色士わずかに含む

2 2.5Y3/1黒褐色士しまる
粘性あり鉄分沈着あり

SD2 P3 

ミヤ~

SD2 
1 2.5Y3/1黒褐色土しまる粘性あり

灰色土20%台む鉄分沈着あり
2 7.5Y4/1灰色土しまりなし粘性なし

Iのプロック10%含む鉄分沈着わずかにあり

p3 

1 2.5Y2/1黒色土しまる粘性あり
炭化物わずかに含む鉄分沈着あり

灰色土のプロック10%含む
2 7.5Y4/1灰色土ややしまる粘性やゃあり

黒色土のプロックわずかに含む
3 7.5Y4/1灰色土しまりなし粘性なし

P7 

81而4F

1 2.5Y3/1黒褐色土

6.10聞記才

1 5Y3/1オリーブ黒色土ややしまる
粘性やゃあり 5y4/1灰色土プロック
15稔含む(柱複跡)

2 5Y3/1オリーブ黒色土ややしまる
粘性やゃあり
5Y4/1灰色土プロ~ク20%含む

3 7.5Y4/1灰色土ややしまる
粘性やゃあり
5Y3/1オPープ黒色土プロック20%含む

6.10mベ事7

1 5Y2/1黒色土ややしまる
粘性やゃあり鉄分tt着少LあP
7.5Y4/1灰色土プロック5%含む
l辺Z岨の土器片1点あり
径指叫A下の炭化物2%含む

2.町 3/1黒褐色土プロック10%含む

3 1.5Y4/1灰色士しまりなし粘性やゃあり
4 1.5Y4/1灰色士しまりなし粘性やゃあり

2のプロックわずかに含む
ややしまる粘性やゃあり

鉄分沈着あり
2 7.5Y4/1灰色土ややしまる

粘位やゃあり鉄分tt着少LあP
5Y2/1黒色土プロックω%含む

鉄分枕着わずかにあり

e:lt~之L~

1 2.5Y2/1黒色土ややしまる
粘性やゃあり鉄分沈着少1あり

P10 
L L' 

6.1いず

1 2.5Y3/1黒褐色士
ややしまる粘性ヰ叫ゃあり

2 1.5Y4/1灰色士

灰色土のプロック3D且含む

_M_ 1士器旦L
e.10mT  

1 2.町3/1黒褐色土

品加zN

1 2.5Y3/1黒縄色土ややしまる粘性やゃあり
5Y4/2灰オリープ色土プロック鈎%含む{柱痕跡)2.5Y3/1黒褐色土プロック20私含む

1辺2岨の土特片1%含む
ややしまる粘性ヰ叫ゃあり
2.5Y3/1黒褐色士プロック
10%含む

ややしまる粘性やゃあり
1.5Y4/1灰色士プロフタ
10%含む
l辺2唖白土器片1点あり

2 7.5Y4/2灰オFープ色土 ややしまる粘性ややあり
2.5Y3/1黒褐色土プロック30%含む

P13 
010E  

自10m...... 司T

1 2.5Y2/1黒色土
ややしまり強い
粘性やゃあり

2 7.5Y4/1灰色土
ややしまる
粘性やゃあり

壁漕2
-L 11L 
6.10m--.d:r-

1 2.5Y3/1黒褐色土
ややしまる粘性やゃあり

P14 
P I P・
6.10m~ 

1 2.町 2/1黒色土
ややしまる粘性やゃあり

2 7.5Y4/1灰色土
ややしまる粘性やゃあり
2.5η11黒色土プロック
30%含む

畳溝3
U U' 

6.10m)Jア

2. 7.5Y4/1灰色土
ややしまる粘性やゃあり
2.5Y3/1黒褐色土プロック

20%含む

3 7.5Y4/1灰色土ややしまる 粘性やゃあり
2.5Y3/1黒褐色土プロック 5%含む

P15 
_gー・_g:_

6.10m C=L. 

1 2.5Y3/1黒褐色士
ややしまる粘性ややあり
7.5Y4/1灰色士プロック
30私含む

5D1 
y_ 1 v' 

8.10m-d:::r-

P16 
R 1 一旦

6.00m_哩~

1 2.5Y3/l黒縄色士
ややしまる粘性やゃあり
IOY4/1灰色士プロック15%含む

壁溝1

~1 
6.1Om~ S 

1 2.5Y3/1黒褐色土
ややしまる粘性やゃあり
1.5Y4/1灰色士プロック

15%含む

7.5Y4/1灰色土プロック10%台む

1 2五Y3/l黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 。 2m 
町4/1灰色土プロック3%含む

2 7.5Y4/l灰色土ややしまる
粘性やゃあり

1 2.5Y3/1黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり鉄分詑着少1ゐり

1.5Y4/1灰色土プロック10%含む

園 1949 8B560遺構図(2) 

(S=1/50) 
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